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遺跡全景北が上
右端井野川、空撮 3回合成

住居跡224冒：：8|出土紡錘車
と端部





序

『綿貫小林前遺跡』は、高崎市綿貫町に所在し、主要地方道前橋長瀞線地方特定道路整備事業に

伴ない発掘された遺跡の発掘調査報告書です。調査は平成11年度から開始され、平成14年度にか

けて行ない、整理事業は平成14年度から中断 2回をへて平成17年度に行いました。

発掘調査中、綿貫小林前遺跡に立つと、井野｝1|をはさんだ北側に、並行して調査が行われてい

る「下滝天水遺跡」が見え、南側には史跡「綿貫観音山古墳」が、東側に綿貫遺跡寺院跡、北側

にも小古墳、旧村社天満宮が眺められます。この場所が古来、地域の中枢となるべく場所であっ

たことが予想されました。発掘調査によって300もの古墳時代から平安時代にかけての住居跡・集

落跡、奈良時代の掘立柱建物群域 ・大溝跡、寺院跡の寺院地と集落跡などが次々に発見され、遺

物なども、県下古墳時代前期住居跡では初見の銅鏃の発見など予想どおりの重要な遺構 ・遺物の

発見がありました。これらの貴重な発見が、地域の歴史の解明に役立ち、成果が広く活用される

ことを願ってやみません。

最後になりますが、群馬県高崎土木事務所、群馬県教育委員会文化課、高崎市教育委員会、地

元関係者の皆様には発掘調査から本報告書の刊行まで終始ご協力を賜り感謝の意を表します。ま

た炎天下や空っ風の吹きぬける中での発掘調査、そして膨大な資料を扱い報告書作成に携わった

皆さんの労をねぎらい序とします。

平成18年 1月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長高橋勇夫





例 言 と凡例

l、本書は主要地方道前橋長瀞線地方特定道路整備事業に伴ない調査された 『綿貫小林前遺跡』の埋蔵文化

財調査報告書である。
まげし

2、遺跡は高崎市綿貫町小字小林前 ・曲師東 ・曲師前 ・原北 ・原に所在する。遺跡名称は大字名と小字名を

組合せて付して用いたが、名命は、隣接の昭和58年度市教育委員会調査綿貫遺跡と混用をさけるため、市

教育委員会と協議の結果、綿貫小林前遺跡とすることが決まった。

3、発掘調査事業に係わる概要は下記のとおりである。

事業主体群馬県高崎土木事務所

調査主体財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

調査期間および担当

平成11年 7月～平成12年 3月31日

大江正行 ・茂木剛 ・飯森康広 ・小島敦子

平成12年4月 1日～平成13年 3月31日

大江正行 ・ 茂木剛 ・ 洞口正史 ・ 渡辺弘幸 • 吉田和夫

平成13年4月1日～平成13年12月

大江正行 ・今井和久 ・小林正

平成14年4月 1日～平成14年 5月31日

大江正行 ・水田福夫

4、整理体制は以下のとおりである。

整理期間 平成14年 4月1日～平成14年 9月30日。内容は P東区74~186頁挿図 ・写真図版 ・遺物観察。

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団 大谷徹・赤熊浩一（詞群馬県埋蔵文化財調査事業団 今井和久・

大江正行）

整理期間平成14年10月 1日～平成15年 3月31日

整理担当 大江正行整理補助員 阿部和子 ・大野容子 ・掛川智子 ・高橋裕美 ・長岡美和子

整理期間平成15年11月 1日～平成16年3月31日

整理担当 大江正行 整理補助員 石関富美代・岩渕節子・高橋とし子・羽鳥望東子・堀米弘美 ・増田政子

整理期間平成17年 4月 1日～平成18年6月30日

整理担当 大江正行 整理補助員 尾田正子 ・ 小渕トモ子 • 関口正広 ・ 土井洋子 ・長岡美和子 ・ 堀米弘美

山崎由起子

写真撮影佐藤元彦遺物保存処理 関邦ー ・土橋まり子 ・小材浩一

5、本書の編集は大江が行い、第 1篇 ・第 2篇第 3章は飯田陽ーによるところが大きい。

6、発掘調査・整理にあたり下記の方々に協力をいただいた。

高崎市教育委員会 ・卸高長組

7、本遺跡の出土品 ・記録保存区 ・写真類 ・遺物実測区 ・各種台帳類は一括して財団法人群馬県埋蔵文化財

調査事業団に保存されている。

8、校正作業について、当団木津博明と同整理班と当団柿沼弘之の協力があった。
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第 1篇調査に至る経緯と経過

第 1篇調査に至る経緯と経過

県道前橋長瀞線は前橋市石倉町から埼玉県秩父郡長瀞町に至る延長42.5km幹線道路である。このうち高崎

市綿貫町以北について利根川右岸側の旧道を付け替え、前橋市街地南部の六供町までのバイパス建設が計画
ぬでじま く でん

された。すなわち利根川左岸の前橋市六供町 ・楊島町境を起点とし前橋市公田町 ・横手町を経て利根川を渡

り、高崎市西横手町 ・宿横手町 ・上滝町で北関東自動車道の西脇を並走し、下滝町を経て井野川を渡り、既

存の県道前橋長瀞線に合流する6.05kmの区間である。

平成元年12月、群馬県土木部 ・群馬県教育委員会文化課閲群馬県埋蔵文化財調査事業団との間で行われた

協議を受け、平成 2年3月に前橋市公田池尻遺跡の調査から着手された。県道高崎・伊勢崎線から県道高崎・

伊勢崎線から県道前橋 ・長瀞線までの区間には井野川をはさんで下滝天水遺跡と綿貫小林前遺跡の 2遺跡が

あった。群馬県教育委員会の試掘により、下滝天水遺跡は、北半に水田跡が南半の低台地上に濃い密度の集

落の存在が確認され、一方綿貫小林前遺跡は、昭和58年度に高崎市教育委員会が実施した周辺地区を含む圃

場整備事業の結果を踏まえた遺構密度が考えられていた。

下滝天水遺跡と綿貫小林前遺跡は平成11年度に県道高崎線以北の調査班 2組が、そのまま調査遺跡に移る

形で調査が開始された。綿貫小林前遺跡の開始は平成11年 7月14日（水）からを始めたが、以前の段階で前任

地であった上滝榎町北III遺跡調査終了際で、次任地の綿貫小林前遺跡の現場事務所ほかの設営に着手してい

た。調査期間は、 11年度末日までが当初計画であったが正確な遺構推定によるものではなかったため、北側

のS区から 0東区までの間に20m毎の東西と南北に試掘調査を実施した。その結果、住居跡200~250棟の推

定量と溝跡などを含む極めて密度の高い複合遺跡であることが 7月26日には判明した。本格的な面拡張は、

全体の約8,000面のうち585面を占める南端の0東区から調査を始め、 10月には同区を終了し、 0西区320m主

P東区1,917面を開始した。 10月 1日より担当不足のため飯森康広担当が加わる。 11月11日には、調査見直し

のため、試掘結果と P東区での調査上の問題点を高崎土木事務所・県教育委員文化課の 3者会議が行われ、

次年度まで調査継続の必要性を打出した。 12月には0西区調査済となるが0東区は難渋のため小島敦子担当

が 1 カ月間加わる。平成12年 2 月に P西区•O東区着手。平成12年 4 月旧飯森担当と吉田和夫担当と交代し、

調査は12年度末まで確保された。 5月8日に高崎土木事務所 ・県文化課との 3者会議が行われ、下滝天水遺

跡側から工事発注を行うこと、綿貫小林前遺跡S区下段の本年度工事着手を、事業の終了を平成15年 3月の

予定などを話し合われた。 S 区については 4 月から調査に入っていた。Q東区 • P東区は 6月に調査終了。

7月から洞口正史担当加わり、 S区下段では中世畑跡が発見され、Q区2,660m'の本格的拡張始まる。 10月に

はQ区の井戸跡調査を外注へ。 11月27日より工事が急がれる下滝天水遺跡支援のため洞口担当と作業員の移

動あり、同時に稼動力不足に対する分析案提出。 11・12月に S区段丘上での工事場所において早急調査あり。

13年 1月より渡辺弘幸担当加わるが転出作業員不足のため作業効率減少と難渋。 2月には茂木剛担当と作業

員下滝天水遺跡支援へ、 3月12日から茂木担当と作業員29名復帰。下滝天水遺跡支援等稼動力不足の対策案

に基づき、平成13年 4月には調査を11月までとすることとなるが、市道下調査を含め、後日12月までの調査

となる。 4月より渡辺・茂木担当に代り、今井和久担当 ・小林正担当加わる。 7月にQ区終了。 9月に R区

市道下で銅鏃出土。 10月7日遺跡見学会、約350名の見学者あり、同月高崎市立高南中学生 5名体験学習で来。

12月11日調査は終了し、以降徹去作業。平成14年度は 4• 5 月の間水田福夫 ・ 大江正行担当がN西区 • Q区

県道西の調査を行う 。
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第 1章調査方法

調査地域は南北500mの長さがあり、その間高崎市道 ・国道354線などが、調査区を分断していたため各々

名称を、 100m毎に付したアルファベット大区名称をもって付した。座標名は、路線上、アルファベットと数

字もしくは国土座標のXY軸下三桁を 5m毎に、100m毎に大区を設ける 2種のどちらかを用いることに決し

ていたので、 100m毎の南北の大区を南より N・O・P・ Q・R・S大区までを設け、 5m毎の小区を、南北

に南より北に向い小文字 a•b •c で、東西を利根川右岸の東端にある（西横手遺跡群遺跡ー第 1 図 3) 0点

から出発した 5m毎の160~190までの数字を用いた。呼称点は南東隅である。国土座標との関係は、 N大区

aは第1X系34.100、180ラインがY-67.995であり 160ラインが一67.895に相当する。水準は標高を行いた。

調査面の考え方であるが、綿貫小林前遺跡は、遺構上面を失なっていたため、土層断面の薄い層も平面輪郭

も信頼度が薄く、本来であれば、平面を主に土層断面を従とすべきであるが、その関係については、その場

面によってことなる。記録保存として写真記録は、中判をペンタックス 6cm判、 35mmの白黒、カラー・リバー

サルをイオスを用いた。 6cm判白黒623本、 35llllll白黒438本、 35mmカラー・リ バーサル426本を撮影した。整理

時にカラー ・リバーサルは、色彩保存用にDVD、ハードデスク入力を行っている。調査期間中 2回に分け

空中写真撮影を行った（口絵）。

記録保存園は、現場図面班の平面図 4• 5班をもっても不足し、測量業者委託により補ないを計った。図

面類は基礎整理を行いつつ、平面と断面図とを 1枚図に合成し最少の図面枚数になるよう仕立てた。その結

果、 1,762枚となった。基礎整理では、遺構写真カード（当団ネガ検索台帳）、遺物台帳、各写真台帳、図面

台帳を作成し、今回の報告書作成では大活躍であった。整理時には遺物台帳は設けず、遺物実測図カード、

カラースライドのDVD入力した際の台帳が存在する。なお本書を作成するについて作図した浄書（トレー

ス図）は、 5年間保存し、以降は処分することになっている。

第 2章基本層位

基本層位は、標式地点を定めて標準層位するのが一般的と考えられるが、当遺跡では、全調査区長500mに

わたり、しかもその中で全層を表現できる力所は存在しなかったので以下に概略記述したい。

耕作土は、昭和58年度に行われた圃場整備により客土、削土がなされ、Q区東半と P区中央付近を除き客

土され、 P西区は神社が存在したためかある程度、上層から、 As-B混り層まで存在していた。

As-A層は、浅間山A軽石を指すが、降下時の旧態をとどめた力所はなく、 R区道跡 9（新）、 P西区の北

半で軽石を多く含む状態であった。耕作土や耕作土直下層に混り土の状態にあった。 As-Aは天明 3年(1~83) 

降下軽石を指している。

As-B層は、浅間山B軽石層を指すが、順堆積の力所はなく 、0東区 k173付近、同区溝 7の埋没土下層に、

R区溝113の東側のg167付近に混り状態であったが部分的に下面のアッシュをまじえ、 P西区神社直下で混

り土ではあったが、耕作土の入った茶味の少ない状態にあった。同軽石の降下は、文献上は天仁元年(1108)、

考古学上は12世紀初頭とされている。

Hr（榛名山）軽石は混入しているが順堆積層もなく 、混入顕著な例も認め られなかった。

As-C層は 4世紀頃の浅間山起源の軽石で、混入顕著な例はなかった。

2 
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第 3章周辺遺跡

えのき

新設前橋長瀞線は、第 1図6の高崎市、上滝榎町III遺跡以北で北関東自動車道と並行し、 2本の道路地は

当団が調査を実施し、同図 3~5がある。前橋一長瀞線は以南、現道同線の取り付きまで延び、井野川挟ん

だ北側に下滝天水遺跡が、南側に綿貫小林前遺跡がある。下滝天水遺跡以北は、井野川沿いに続く低台地(707

頁附図 4中の前橋高崎台地II面沿いに発達した自然提防か）際で中世～古墳時代前期水田が広域に調査され、

各時代を通じて生産域として展開した様子を知ることができる。隣接の下滝天水遺跡では古墳時代前期～平

安時代住居跡の集落や、灌漑用の可能性のある巨大水路が台地上で調査され、同図 3• 4の低台地上でもあ

る程度、古代の土器の出土はあるので生活域は水田地帯の南側ばかりでなく、北方の低台地にもあったよう

である。古墳の分布は、同図10に古墳時代前期95m級前方後方墳の元島名将軍塚古墳をはじめとして慈眼寺

境内や同図12にかけ後期までの古墳が濃密ではないものの群単位を成して存在している。また下滝天水遺跡

では 5世紀に推定された居館の堀跡の一端が調査され、剣形石製品の出土がある。

その対岸に位置する綿貫小林前遺跡の周辺は、台地と低台地帯とを道路建設に関わるような連続面の長大

な既調査が行われていないため当遺跡以南の実態像を描くには弱い側面がある。古墳群としては707頁附因 4

中の前橋高崎台地II面の井野川開析に伴なっての可能性のある井野川の自然提防状の低台地上を南から第 1

図15~13および以南にかけ100cm前後の前方後円墳 2基、中規模前方後円墳 3基以上を含む 5~7世紀の古墳

群が、当遺跡以北にも小規模な構成がある。その中で96mの墳丘規模を持った史跡綿貫観音山古墳について

は既発掘成果があり、金属製品の質・量と埴輪類の出土遺物がある。発掘調査の至近の例に、昭和58年度に

当遺跡地を含む地域に圃場整備のための発掘調査を高崎市教育委員会が実施し、古墳時代前期集落の一部 ・

溝跡（第 3図 l~4など出土）、方形周溝墓、古墳時代後期の住居跡、平安時代 9世紀頃の瓦葺建築物跡の基
おおほり

壇（第 3図～ 5~18、第812図）について寺院跡が推定された。中世では現在の大堀用水の先行の大溝から第

3図20の宝筐印塔材の出土があり、中世灌漑水路の一端が明らかにされた。しかし、井野川以南の前橋高崎

台地II面中の水田跡は調査例を欠き明らかでない。今回、 710頁の第 4地点で、 12世紀初頭頃の浅間山Bテフ

ラ下の推定水田は、さらに前代の水田域を西方に考えるうえで貴重な成果であった。
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5 上滝榎町北遺跡 6 上滝榎町北皿遺跡

7 元島名B遺跡 8 上滝遺跡

9 滝川 B遺跡 10 元島名将軍塚古墳
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13 綿貫観音山古墳 14 普賢寺裏古墳

15 不動山古墳 16 柴崎製沢古墳

17 矢中村東遺跡 18 高崎情報団地遺跡

19 鈴ノ宮遺跡 20 中大頌金井分遺跡

21 下大類遺跡 22 西横手遺跡群

23 慈眼寺

第1図遺跡位置と周辺遺跡
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上図は、昭和 54年測鼠高椅市 『33・34・40・41』1 : 2500を地版に、戦前の旧岩Q村耕地図1 : 3000中の綿貫地区を伸図し、判読作成した。小字名称

は耕地図による。 綿貫地区は曲師（まげし）・小林（こばやし）•原北（はらきた）など7 ヵ村から成るが、村社は図中央外北方約 70m に位骰する天神社で小林に

存在する。曲師には集治の北西端に稲荷社が、原北には小社が存在するものの曲師東に存在する諏訪社が主神であったらしい。図中は、この3集落の一

部が接する場所でもあり、北方に井野川が北西から南東に向け流下し、図中右上の段丘涯が人きな地界となっている。 曲師・小林間には小字原北 • 午道・伊

勢問に長大な水田が存在しているが、その前身は 8 世紀代の大溝（溝跡 121) であることが判明しており、痕跡低地が旧地界であっ たようである。 曲師 • 小林

と原北とは、低台地の畑地帯に西方に広がる水田地帯の一部が曲師前で湾入し、それが諏訪神社のあたりに達しており、区界を成していたようである。こ

の一角の束方に広がる畑地について昭和58年度に綿貫地区の圃場整備に先行の発掘調在が行われ、古瑣時代前期集落、同中～後期集落、キ安時代寺院

跡・集落などが明らかにされた。今回の綿員小林前退跡でも調杏地に重複があり、調査地外、特に溝跡の延長や寺院跡で参考とすべき内容大である。

第 2図調査地と小字界
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第 3篇 発掘された遺構と遺物

第 3篇発掘された遺構と遺物

本書の作成にあたり、遺構図は、住居跡の場合、平面図は、床面もしくは発見面状態を上段に、下段に掘

方状態を図示した。柱穴は本来であれば、床面図側に柱痕を記入すべきであるが、現場で柱痕の発見はでき

ず掘方時点で柱穴を捉えた。貯蔵穴も多くの場合に、床面状態では埋まり込み、掘方状態で本来の形状が分

かることが多かった。各々は 1: 60図である。炉跡は、新 ・古に分かれ、掘方で古い段階の炉跡が見い出さ

れることもあり、その場合は、掘方図側に古出を、床面側に新出を記入した。鼈図は、発見状態ではなく廃

棄に近い状態と掘方との 2種を、炉跡図も 2平面の場合、床面図と掘方図に分けて各々 1: 30で仕上げた。

横断面は、土層断面と成り断面を併用し実線の場合は現場作図であることを示し、破線は整理時に作成した

成断面を示めす。時おり、注記番号のない実線 2本以上の断面図が存在するが、それは、同じポイントを用

いて数度にわたる成断面を合成した図である。断面図の不足は、最下部に標高値の記入もしくは、文中に数

値を記した。土層注記やポイント位置は変更 ・改変しないことに努め、その誤差が調査精度を示している。

遺物番号は現場取上げの遺物番号を遺物図傍に示し、複雑な接合関係を捉えるには最短の手順と方法と考え

て行った。中には重複過多の住居跡遺物が複数の住居跡遺物と接合関係が成立する場合もあり、その際は、

各々の住居名称も併せて遺物図傍に示し、遺構図にも各々取上げ番号を記入してある。

住居跡の調査は、発見の当初に十字トレンチを20cm幅で設定し、地山層まで喰い込むよう掘り下げ、床層

の確認を行った。その際、住居跡埋土層の遺物の多くは原位点をおさえず、十字トレンチを分岐ラインとし

た分割の、南東側をA、南西を B、北西を C、北東をDにより取上げた。床面遺物は基本的に捉えた。

実測図の線の用法は、実線が外形 ・外郭などの主要線に、細線は下端遺構の輪郭など補助線として、破線

は推定線とかくれ線、土器に用いた 1点鎖線は回転軸で回転実測を示し、 2点鎖線は調査区外線やトレンチ

輪郭、トレンチ底面などに用い遺構線と土層線との混用を避けた。傾斜を示めすケバマークは45゚以上の急斜

に、以下はダラダラとしたマークを、トレンチとベルトは、底側に向け短かいケバを入れ高低を示した。

トーンについて、遺構の場合は、焼土と灰の 2種を基本に、硬化面も部分的に同いた。

遺物の表現方法は、現場において 7cmを境に以上を形式りの表現に、以下を X とし、本書では黒丸点とし

た。

座標は図中に 5m交点を 1カ所以上記入し、その際、アルファベットの大区名称はほとんど省略し、アル

ファベット小文字は北向きに、数字は東向きに記入した。方位記号の無い場は、座標名の方向により、どち

らが北であるのか分るようにしたつもりである。方位マークは国土座標北方向である。

水準は、標高値であるが、土層断面などは50cm単位でまとめ、共通の水準位置となるよう示した。

以上住居跡図について触れたが、各遺構種別に作図したつもりである。遺物の表現方法は、第 4篇、 622頁

に詳しい。

第 1章 N西区調査の遺構と遺物

N西区では、住居跡 2、井戸跡 2、溝跡34、土坑50、ピット23を、うち溝跡 9条は、 2群の畑遺構であっ

た。調査地は標高約74.5m、調査面積950m'、調査面73.8~73.9mである。遺構名称は、単独区扱いである。
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1、黒褐(lOYR3/l)As -A入る。現耕土。

2、黒褐（10YR3/l)As -A入る。旧耕土。 2' は締

る（道か）。 2"はAs-A多い。各粗。

3、黒褐(lOYR3/l)As -B入る。

4、黒褐 (10YR3/l)軽石入る。4'は少し茶がかる。

5、黒褐 (10YR3/2) ロームプロック入る。 5' 差なし。

6、黒褐 (10YR3/2) ロームプロック入る。木炭多く含

む床層。締る。床面。6' はロームプロック含み、木

炭やや少。

7、黒褐 (10YR3/2) ロームプロックわずか入る。

8、黒褐(lOYR3/2) ローム小プロック含む。 8' は少

し締る。

9、黒褐（10YR3/l) ロームプロック・小粒・土壌化。

10、黒褐 (10YR3/2) ローム土壌化。

11、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック多い。 11' は上方

にローム貼床あり。

12、にぶい黄褐（10YR5/4) ローム土壌化主体。

D ： 73.5 E' 73.5 

2亨

1、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック微。軟。1' はロ

ームプロックわずか含む。

2、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック含む。少し締る。

3、黒褐 (10YR3/1) 2層よりロームプロック多く、締る。

Q¥ 
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173 

゜
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第13図住居跡 1遺構図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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第14図 住居跡 1遺物図

1、住居跡

住居跡 1 （第13• 14図、図版1• 138) 

調査区南東端n• o 172 • 173にあり東半は調査地外にある。南北5.1+ 2、東西3.05+2 mを調査した。調

査は、表層を重機除去しての調査面で、住居跡など遺構重複量の少ないはずの場所であったが、第24図のと

おり、同図に 5基の土坑と西接に溝 l条、南半に前代の倒木痕らしき黒色土域がかかり、住居跡平面の明確

な確認は困難であった。 そのため、やや不明瞭な住居跡平面に対し、土層観察用トレンチを設けて、周壁立

ち上りと同時に住居跡平面の確認を行なった。その結果、形態は隅丸方形を呈し、方向N9°Wを測る北壁は

確認当初から 2段気味であること、西 ・南壁下でも最終住居域より、内側に周溝が存在することが知れた。

土層断面は、調査区東壁が住居跡東壁でもあったため、全体の堆積状態が知れた。鍵層となる火山灰を含む

関連は、天明三年の浅間山A軽石 (As-A)が第13図注記1・2に入り、 12世紀後半の浅間山B軽石 (As-B)

が3に入ってはいたものの住居跡埋没土域には、およんでいなかった。 しかし 6世紀の榛名山起源のニッ岳

軽石 ・4世紀の浅間山As-C軽石らしき軽石は、散見できる状態で含まれていた。

床面は、水性二次堆積のローム層上面から約0.4m下方に設けられていたが、南関東地方で見られるような

顕著な硬化面ではなく、やや締る程度であった。床面は貼り床をくり返して行なったためか平らであり、近

完存の第14図1• 2の遺存があったため、

26 

その形状から古墳時代前期と考え られた。柱穴は床層が黒色土を中



心としたため床面では発見できず、掘方で明らかとなった。貯蔵穴は、南西隅部で床面から見い出されたも

のの、南壁付込は前代の倒木に伴なう黒色土存在のため、形状に不明瞭さを伴なう。掘方とのかね合いで、

北西柱穴は径25cm、深さ48cm、南西柱穴は二重気味になるものの主体側で48cm、深さ48cm、貯蔵穴は、床面

長辺で120cm、深33cmを測る。掘り方形状は、中央部掘り残しのようで北・西・南壁下で溝状に巡り、隅部に
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訊～ 粒含む。 1'は焼土粒少ない。

2、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック含

工1 み、締る。床層。

3、黒褐（10YR3/l)ロームプロソク含

i/ :]:/る／：床：：；も状ク：

11、黒褐（10YR3/l)軟。根跡か。

12、黒褐（10YR3/l)黒ずむ。軟。 倒
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13、黒褐 (10YR3/l)黒ずむ。少し締

る。

14、黒褐（10YR3/2)ロームプロック多
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1、黒褐 (10YR3/1)ロームプロック多

く含み、締る。

2、にぷい黄褐（10YR5/4)ローム土

壌化主体。 2' は締っている。

叫

゜
1 : 60 2m 

第15図 住 居 跡 2遺構図
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第3篇 発掘された遺構と遺物

ニシ

南西穴埋 18に3十埋に 9+Sペルトに 1=13

ヽ・-.,」_- .、-- 99」

• •. • ~ → ●.—·と• ~ ・ ・・ • —• 9---- --

床倒木 12に 10十同 13Iこ13十同 14に 12十同 16に 8十貯埋

19 に 1+D埋に 2十堀埋に 2+Nペルトに 1十判読困 3~52

第16図住居跡2遺物図

゜
1 : 3 10cm 

柱穴を設ける。柱穴は不明瞭ながら、貯蔵穴について南東側に中段があり、北壁下の段差など合せ改修を思

わせる。炉跡は発見できなかったが、床付近の木炭粒は東につれ多い。補足点とすれば、 N西区住居跡 1は、

当遺跡にとって最南端に位置しており、埋没土堆積は近50cm、覆土層も60cmほどあり、住居周堤帯も残存も

第24図のように土坑の溝跡が周堤を思わせる位置にあったりしたが、住居跡 lと土坑13との間の高まりも倒

木によると判明したため、周堤帯の残存は認められなかった。

住居跡 2 （第15• • 16図、 1• 138) 

位置は、 N西区のほぼ中央、 N・O大区t • a 174 • 175にある。形状は隅丸方形気味で、南北5 . 0m • 東西

4,92m、方位Nl5°Wを測る。重複は、近世の坑27・同以降の坑26・同以降の溝15があり、住居跡 2の以降、

古代の倒木痕が西壁中央から住居跡中央付近まで達していた。さらに全体的には、発見面付近まで近世以降

の民家敷地内を思わせる掘り返し、耕作などによって床面大半は失なわれていた。第15図上方の床面図の北

半％付近の東西の細線は、床残存範囲を示し、以北に残存していた。その残存部に炉跡とその周囲に木炭を

含む灰層が存在していた。なお床面の残存も、後出の倒木の押し上げ ・下げによる残存である。したがって

床面の硬さも少なく、甘い状態であった。

床面での柱穴や貯蔵穴の発見は困難であったが、掘り方において柱穴・貯蔵穴が発見された。柱穴形状は、

4穴で方形を成す形ではなく 、北西隅が片寄っていた。その片寄りについては、倒木域内のため、根跡等の

誤認もありうる点をことわっておきたい。単一形状は中段を有する 3穴について建替えもありうると考えた

い。柱穴規模は、北東で長径56cm、深さ59cm、南東で43cm、深さ60cm、南西で径45cm、深62cm、北西で径42

cm、深56cmであった。貯蔵穴は隅丸長方形を呈し、長軸57cm、短軸54cm、深さ18cmであった。住居跡床下と

しての掘方形状は、中央部を残し、壁下を溝状に掘り凹める形状であったようであるが、中央から西壁中央

付近まで以降の倒木が重なり形状を不明確にしている。第15図西半の細線は、そのためである。出土遺物は、

床面残存の範囲に第16図 1と南西柱穴中に廃棄直後に埋納したかもしれないが完存ではい同図 1用が存在し

ている。両例ともに古墳時代前期であり、本住居跡との共伴を認めてよい個体である。
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溝9
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74.0 

1、黒褐 (10YR3/1)As -A含む。現耕土。

2、黒褐 (10YR3/1)As -A含む。旧耕土。

3、黒褐 (10YR3/l)As -A含む。旧耕土。 3' は少し黒いc

4、黒褐 (10YR3/1)As -B含む。粗。

5、黒褐（10YR3/1)As -B含む。粗。 4層より茶がかる。

5'少し黒い。

6、黒褐 (10YR3/1)As -B含む。粗。

7、黒褐（10YR3/2) ローム漸移状。

8、黒褐（10YR3/2)茶味がかる。 As-B入る。

9、黒褐 (10YR3/l)As -B・ローム小プロック入る。

10、黒褐 (10YR3/l)As -B・ローム小プロック入る。6層 や
より茶味おびる。

19溝10 1溝9

1、黒褐 (10YR3/l)軽石含む。

1溝 8
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は土坑図中にあり。
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1 : 60 2m 第17図 溝跡遺構図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物

--止---・
l 

A
 

2' 74.0 

溝 23

3、黒褐 (10YR3/l)旧耕士。 As-A入る。

4、黒褐 (10YR3/l)溝埋土。少し泥士質。

5、黒褐 (10YR3/l)As -B含む。

ロ ニ立 76口：：ムプ(:100:yRクR3])OAA:_-BB含含も{,:°55:よ：：、し0‘o

溝28

溝 23• 28 

1、黒褐 (10YR3/l)現耕土。

2、黒褐 (10YR3/l)旧耕土。 As-A入る。2' も2と同じ。 2"は

少し灰色がかる。
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74.〇
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A~74.0 

ー*~31

一I 
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A _ 3 74.0 -—-
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土． 2 7_:!Jl□□溝 32
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溝34

溝 30 溝 29

：ロニ下
一

A- —~ -74.0 
- 3 ·— 

ー一ー巧ーヘ—

ロ戸5[上ロ

ノ 溝 33
29~34溝

1、黒褐（10YR3/l)現耕土。

2、黒褐 (10YR3/l)旧耕土。 As-A含む。

3、黒褐(lOYR3/l)粗。 As-A含む。

4、黒褐 (10YR3/l)粗。 As-B入り、 As-A見えず。4' は少し黒

い。 4"は漸移的。

5、黒褐 (10YR3/l)As -B入り、 As-A見えず。ローム小プロソク

入る。 5' はローム多い。

6、黒褐 (10YR3/1)As -B入り、 As-A見えず。

B
 

74.0 

三 33

第18図 溝跡遺構図

゜
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｀口竺
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1、黒褐（10YR3/l)As -A含み、焼土・木炭粒入る。

2、黒褐 (10YR3/l)As -A多く含む。

3、にぶい黄褐（10YR4/3) ローム漸移状。

第20図井戸跡 1遺構図
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第3篇 発掘された遺構と遺物

霙
I 1 :5 埋 1に21十埋に 4+n 173に5=30

ーーこー一二
l | 9井 11こl

゜
3

5

 

10cm 25cm 

2、溝跡（第17~19・図版1・138)

溝跡34条のうち29~34は、近世水路跡、

28も可能性があり、以北に乾田の弱酸化

層が上面に存在している。 28以南は近世

以降畑地 ・宅地らしく高まり、 24• 27 • 

23は区界を思わせる。溝跡3• 4 • 5 • 6 • 

7と8・9・10はAs-A降下に先行の畑耕作

溝と考えられた。溝12• 15は短く、芋穴

のようである。

第22図井戸跡 1遺物図

一ー上

ミ
q十

3、井戸跡 （第20~23・図版2• 138) 

2華発見され、井戸跡 1は、天明三年

のAs-A混りが上層に入り、遺物は18世

紀後半頃。井戸跡 2は近代以降で、 As-

A混り層を切って構築されている。

1、黒褐 (10YR3/l)As -A入る。旧耕作土。

74 0 2、黒褐 (10YR3/1)As -A入る。旧耕作土。少し灰色がかる。

3、にぷい黄褐（10YR5/3) ロームプロック入る。粗。

4、にぶい黄褐（10YR5/3) ロームプロック多い。

5、黒 (10YR3/1) As -A入る。

6、黒褐 (10YR3/1)As -A入らず、 As-B多い。

7、黒褐 (10YR3/l)As -A入入り、下方多い。

8、黒褐 (10YR3/1)As -B不明。軟。

第23図井戸跡 2遺構図

32 
゜

1 : 60 2m 



に
」
[

6

/

-

R

_

..A. 7彗

ラ
3 

＼ァ

＼マ

ヤ
十

住 1

、9

」:
¥

9

,

」--←
I 

上べli.cO

下
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坑5

1、黒褐 (10YR3/l)As -A入る。耕土。

2、黒褐 (10YR3/l)As -A入る。粗。

3、黒褐（10YR3/1)As -A入る。粗。

4、黒褐 (10YR3/l)わずか焼土粒入る。古代。

5、黒褐(10YR3/1)ロームプロック入る。少し締る。

6、にぷい黄褐 (10YR5/4) ロームプロック入る。

7、にぷい黄褐（10YR5/4) ローム漸移。軟らか。

A
 

74.0 

3 ー ー 一

2' 3' 

゜

坑6

1、黒褐 (10YR3/l)黒ずむ。軽石見えず。

2、黒褐 (10YR3/l) 1層より締る。

3、黒褐 (10YR3/2)少しローム色、漸移かかる。

4‘ ／
 

／
 

J

う

坑 l'

ー△ 74.o 

ゞ＝ブーノ
I 

坑 1

1、黒褐 (10YR3/l)As -B含み、粗。

A 74.0 

―艮こ／
2 

溝 1

1、黒褐 (10YR3/l)軽石含む。

2、黒褐 (10YR3/2)少し漸移がかる。

A
 

坑3

1、黒褐（10YR3/l)黒ずむ。軽石見えず。

2、黒褐（10YR3/l)1層より締る。 2' はさらに締る。

3、黒褐 (10YR3/2)少しローム色、漸移かかる。3' はさらに黄ばむ。

4し．竺—°

--

坑 13

1、黒褐（10YR3/1)As -A含む。耕土。

2、黒褐 (10YR3/1)As -A含む。旧耕土。

3、黒褐（10YR3/1)As -A含む。道跡か。締る。木炭粒含む。

4、黒褐（10YR3/l)As -A含む。粗。木炭粒含む。

5、黒褐 (10YR3/l)As -Aが少なく、 As-B多い。締る。

6、黒褐 (10YR3/l)古代。焼士粒含む。

7、黒褐 (10YR3/2)古代。軟。わずか焼土粒含む。

8、灰黄褐 (10YR4/2)漸移状。軟。

9、黒褐 (10YR3/l)黒ずみ、締り、小礫入る。

坑2

1、黒褐（10YR3/l)軽石含み、下方にしたがいロームとにじみ合う。

゜
I : 60 2m 

第24図 土坑遺構図
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上一 坑 22
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ー

A' 

74.0 

A
-

坑11 74.0 

文
2 

l、黒褐（10YR2/l)軽石見えず。As-C前

代か。

2、黒褐 (10YR3/2)ローム漸移状。軟。

1、にぶい黄褐 (10YR5/4)ロームプロックと

As -Aを含まない。砂質。

2、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック主でやや

締る。

3、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック主でやや

締る。プロック細かく砕いた感じ。

4、黒褐 (10YR3/1)As -B含む。砂質。

＼ア

豆 ＋。
+ ~ヒ
ム坑21 1 

三ここ口ロ
1、黒褐 （10YR3/l)As -A含む。粗。木炭

粒含む。

2、灰黄褐 (10YR4/2)ロームプロック少し含

み、 As-B含む。軟。

3、にぶい黄褐 (10YR4/3) ローム漸移状。

sキ
の°

シ△

1 : 40 2m 

□
 

マ
＼

— 坑32

一上． 3 ．竺— 4 

1、暗褐 （10YR3/l)As -A入る。旧耕作土。

2、黒褐 (10YR3/l)粗。As-A入る。

A
 

キ町4 A 

田キ＼

~ 一

△ 

A
 

A' 

＼
 

豆o o 
74.0 

1、黒褐 (10YR3/l)As -A入り、ローム粒入る。

坑26
互

74.0 

3 4' 

1、黒褐 (10YR3/1)As -A含む。

2、黒褐 (10YR3/1)As -A含む。

3、暗褐 (10YR3/1)砂。（桶底堆積か）

ー

3、黒褐 (10YR3/l)粗。 As-A入る。 4、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック含み、締る。

4、にぶい黄褐(10YR4/3) ロームプロック入る。 4' は締りなし。

1、黒褐 (10YR3/l)As -A含み、焼土 ・木炭粒入る。
2 

2、黒褐 (10YR3/l) ローム粒わずか入り、 As-B含む。砂質。土ふ

3、黒褐（10YR3/l) ローム粒見えず、 As-B含む。砂質。

4、にぷい黄褐 （10YR5/3) ロームプロック多い。

5、灰黄褐 (10YR4/2) ロームプロックわずか含み、木炭粒入る。

6、黄褐 (10YR5/6) ロームプロック主。根か。

7、褐 (10YR4/4) ロームプロック・木炭多い。
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第25因土坑遺構図
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74.0 

口1、黒褐 （10YR3/l)As -A含む。

2、黒褐（10YR3/l) ローム粒さらに含み、

少し締る。
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坑43

第26図土坑遺構図

一巴玉こうー、
l 

こ＝＝コ 1闘胄1

゜
1 : 2 

4、土坑（第24~27図、図版2• 3、139)

5cm N西区で名称をあたえた土坑数は50である。長さの

第27図土坑遺物図 短かい溝跡12• 15などは、機能として芋穴が推定され

るので土坑に加えた方がよいかもしれない。第 4図全体図中、 e165に位置するドーナッ状穴跡は立木の抜き

取り穴、南側Rl73こドーナッ状穴跡はN西区最大の倒木痕で 4世紀のAs-Cに先行する。土坑のうち芋穴と

推定される隅丸長方形で、埋土下方にやや締りのある水平土層の堆積を特色とする土坑は、北側より坑49• 

25 • 30 • 32 • 11 • 6 • 3があり、坑45• 30 • 32はAs-A混りのため天明三年以降であり、 6• 3は、それ以前の

土層であった。平面近以の42は、重機穴である。機能を特定できそうな穴跡は、坑27• 28 • 21で桶据えの穴

跡で、近接に民家の存在が推測される。各々 As-A混りの土層を埋土とする。これらは、井戸跡を含め近接

しての18世紀後半以降の民家機能は、現在西側に隣接する松本家の前代に関連しそうである。民家の生活機

能に関連しそうな穴跡は、坑43• 40 • 39 • 30 • 37 • 36 • 30 • 41があり各々 As-A混りの埋土であるが形状不

整形のため機能特定は困難である。その民家関連とすれば、溝跡8~10、3~7の畑耕作跡も相互が方向性も共

通性が認められ、屋敷内畑としてそれらに加ると見てよいであろう。このほかの土坑について、坑2• 3 • 4 • 

7 • 9 • 13 • 14 • 15 • 16 • 25 • 35 • 38は、 As-Bに先行の古代と考えられ穴跡であるが、不整形であったり最

ロ。上

ーピ4
A 74.0 

+s+1 
173+2 

1、黒褐 (10YR3/l)軟。

2、明黄褐(lOYR6/6) ロームプロック

多く、少し締る。

低部が片寄っていたり、掘込み線が不明瞭であったり、

自然的要素が強い。 As-Bを含む同様の土坑に36・37

がある。

口
゜

1 : 40 

第28図 ピット遺構図

5、ピット （第38図、図版 3)

ピットのうち5・6・7は、埋土中にコンクリートの入

2m る現代で、その外柱穴示唆は、ピ 4のみであった。近

世民家は礎石らしく、柱穴は見えない。
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第 2章 0東区調査の遺構と遺物

0東区は、最南端調査地である N西区に続く南辺調壺地で0大区f~t171~176 • P大区 a• C 174~176 

にあり、現前橋・長瀞線に西接、長さ89m・幅5.4mの調査区を設けて実施した。当区は、西方の諏訪神社前

付近から西方の低地形の一部が内湾しておよぶ、いく分低い地区となっている。そのため南西方のN西区北

端のローム層上面73.8mより 0.2~0.4m低い、北に高く、中程で低い、南でやや高い、東下りの地勢にある。

やや低い自然地勢のため存在する黒色土の堆積もやや厚く存在していた。さらに他所ではほとんど見受けら

れなかった浅間山B軽石 (As-B)の2次的でやや不純ではあったが、同層の 2次的な堆積を溝 7埋土底と

1174付近でも認め、 As-B堆積の頃においても、周囲より低い土地であった。

調査では、住居跡 1、溝跡28、土坑18、ピット 14、井戸跡 1、道跡 1を調査した。遺構番号は全体通番で

ある。

特記すべき内容は次のとおりである。 P大区 C175に位置する住居跡 1は、 9世紀前半の機能時期で、 8.

9世紀代の住居跡では最南端にある。しかし同期住居跡の連続性は認められず、同時期も含む、溝 1と溝9.

10 • 12の土地区界を成すやや規模の大きな溝間に狭まれた長さ46mの間においても、以南においても認めら

れなかった。そのため以東に低地は続くとみられ、居住域とならなかったことも考えられる。平安時代末期

の12世紀初頭頃に溝 7が存在しているが、人為・自然溝か判然としなかった。中世においては、 15世紀初頭

頃の遺物を出土した井戸跡 1は、出土遺物のほとんどない隅丸長方形土坑群、基坑と考えられる坑 lなどと

ともに中世生活域に近接した場所とも考えられた。近世以降は、近世末～明治頃に機能した溝 5、陶・磁器

をほとんど含まない溝4• 6など18世紀前半以前を思わせる溝があり、溝4• 5の間は硬化面を有する道跡 lが

存在していた。溝 5は、火事に伴なう残材と考えられる木炭を多くまじえた遺物の一括に近い廃棄がなされ

ており、民家の屋敷回りの溝か近接の溝と考えられた。

1、住居跡

住居跡 1 （第29• 30図、因版4• 139) 

第29図上方が住居跡 1使内面遺構図、下方左が竃廃菓状態、下方右が鼈掘方図である。調査区北辺の C

-175 • 176にある。住居跡は、 中世溝と考え られる溝 3に鼈跡前面を切られていたため、貯蔵穴を欠く。規

模は、東西2.06+am、南北O.Sl+am、主軸NlOO゚E内外、竃長1.23+2 m、幅1.02m、主軸NlOl゚Eを測

る。調査では発見面位置が高かったため、当初は土坑中の埋納土器と考えていたが、長軸に沿う確認トレン

チを掘り下げた結果、土層注 4に黒色の木炭灰主とする灰を厚く認め、住居跡であることが判明した。竃に

伴なう土器取り上げ番1• 2は架構材としては底と口合せに組み合せるので、口相互が近接するのは、竃の土

器置きの口が 2穴であったことも考える必要がある。部分的に竃貼付粘土として白灰色粘土が右手前に残存

していたが、大半はロームブロックをまじえた土で構築されていた。掘り方間で軟質凝灰岩製の竃材を認め

た。しかし、発見時に土坑として調査していたため掘り過ぎ力所も生じ、竃構造で不明確さを残してしまっ

た。

床面は、締りに欠け、甘かった。床面からの出土遺物は少ない。遺物は第30図に示した甕があり、 9世紀

前半頃の製作であり、 2は煤を口縁部に認める。特記すべきは、同時期に住居跡中、最南端に位置し、近接

地区でも同期住居跡の存在は粗である。南接の溝 1とは、出土土器に併存してよい個体があるため、この溝

跡 1と住居跡 1とは関連しての存在かもしれない。
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1、黒褐 (10YR3/2)粘性～少し締る。

2、にぷい黄褐(10YR5/3) ローム小プロックとその土壌化層。少し締る。

3、褐灰 (10YR4/1)木炭粒を多く含む。

4、褐灰 (10YR4/l) ロームプロック・軽石少ない。
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第30図 住居跡 1遺物図
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゜
1 : 80 

2、溝跡

各調査区中、 0東区の溝の多さは、やや低地気味の

ためか、溝の存在密度は高い。規模の大きな、遺物量

の多い例は個別で説明を加える。

溝跡 1 （第31• 38図、図版5• 139) 

溝跡 1は、 0東区の北側、Q大区t175~P大区 a

~C 174~175にあり、発見面標高73.9mである。規模

は幅1.8m、深さ0.65m、最低面での主軸方向Nl6゚Eを

測る。重複は、後出の溝3• 2が切り、北端の小溝は溝

跡 1が切り、小溝が先行している。

横断面形状と埋没土について断形面は掘り上りでは

一b 逆台形を呈しているが、数度の掘り直しの結果である。

しかし、後出時期の形状は、土層注記 1のごとく、逆

台形状を呈するので機能時点で、逆台形状の意識は

あったと考えられる。埋没土は、数度の掘り直しが示

唆されるほか、土層注記 2はローム層ブロックをまじ

え、東壁断面でも同様の状態が見えたので、南東側に

溝跡 1の掘り上げ土を主とする小規模な土塁状の客土

がなされていたと推測しうる。埋没土の最下部、土層

注 3に砂質土が認められ、ある程度、流れがあったよ

うである。底面走行は、写真図版 5のように北東側に

下り規模も幅広となるため、南西から北東に向け通水

させたようである。西方の延長部は、 0西区、 N西区

にあっても共通時期・同規模の溝跡の存在はないが、

4m 関連する可能性のある小溝が、 9世紀中頃の0西区住

....!'!._ 7'.'c.Q 

01 
2 

3 

溝1

1、黒褐 （10YR3/2)軽石粒わずか含み、粗質。掘り直しの可能性あり。

2、黒褐 (10YR3/2)ロームプロック少し含み、場所によって 10cm大の

川原石を含んで流れ込む。南側からの流れ込みを示す。（東壁でも同

様）

3、黒褐(lOYR3/2) ロームプロックを含む割合高い。図右版側がより

多い。

4、にぶい黄褐（10YR5/4) ロームプロソクを多く含み、混じり合いも高

し＼。

゜I 

第31図溝跡 1遺構図

38 

1 : 40 

居跡 4を切る溝跡32が、溝跡 lに向って流下しており、

併存の時間帯があると考えられる。同規模延長をさら

に追えば、 25m南方に溝跡9・10• 12が横断面形状の共

通性、出上遺物の時間的共通性があるものの流下方向

も南南東で、溝跡と異なっている。その流下方向と溝

跡 lとの、さらなる関連性は、溝跡 9と、 0西区56頁

で触れたい。

遺物は、細片が多く、稀品的な個体も第30図7の原

始灰釉を思わせる酸化気味器面に自然釉のかかる東海

地方製小形の台付瓶、同図 1の酸化気味の小形鉢ほか

2m は少なかった。主体時期は同図2・4・5・6など 9世紀

前半頃の製品と考えられる。
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土 立溝13

戸し」 1、黒褐 (10YR3/2)As -A入る。粗質。

溝3

1、褐灰 (10YR4/l)表土。粗質。 As-A含む。畑畦の場所。

2、灰黄褐（10YR4/2)粗質。 As-A含む。少し灰色がかる。

3、灰黄褐（10YR4/2)粗質。 As-A含む。少し黒味がかる。。

4、灰黄褐（10YR5/2)粗質。 As-A含む。 4' はより黒味がかる。

5、黒褐 (2.5Y3/l)粗質。 As-B含む。

6、黒褐 (2.5Y3/l)粗質。 As-B含む。

7、黒褐（10YR3/l)粗質。 As-B含む。

8、黒褐 (10YR3/l)粗質。 As-B含む。 7層より黒い。

9、灰黄褐（10YR4/2)やや締る。ロームプロック含む。

10、灰黄褐（10YR4/2)やや締る。 As-B含むかは不明。ロームプロ

ック入らず。

11、黒褐(lOYR3/l)粗質。 As-B含むかは不明。

゜
1 : 40 2m 

第32図溝跡遺構図
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溝7
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ンは硬化面

ニ—三----[--
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△ 

'_______,溝4
J 

1、灰黄褐 (lOYR5/2)耕士。As-A含む。客土。

2、灰黄褐 (10YR5/2)耕土。As-A含む。客土。

3、灰黄褐 （10YR5/2)客土。ピニール含む。

4、灰黄褐（10YR5/2)As -A多く含む。粗質。

5、灰黄褐（10YR5/2) As -A多く含む。粗質。5' は少し締る。

6、黄褐（10YR5/6)As -A多く含む。締り、道跡。ローム小プロック

多い。

7、灰黄褐(10YR5/2)A s -A含み、締る。道跡。ロームプロックなし。

8、灰黄褐（10YR5/2)As -A見えず。As-B入る。粗質。

9、褐灰 (10YR4/1)As -A見えず。As-B入る。粘性。 ローム土壌

化。

: ---------i 10、にぷい黄褐 (10YR5/4) ローム小プロック多く含む。粘性。

11、黒褐 (10YR3/1)As -B主体。軽石混じり。
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溝7

1、灰黄褐(10YR4/2)客土。圃場整備時か。

2、褐灰 (10YR4/l)陶 ・磁を多く含み、 As-A入る。大正末（聞取り）

火災以降の層。締る。民家庭か。

3、褐灰 (10YR4/l)木炭を多く含む。前出火災時の層。締る。

4、褐灰 (10YR4/1)As -Aを含む江戸時代の層。

5、褐灰 (10YR4/l)As -A含まず、 As-Bを主とし、同層が土壌化

した層。溝7上層。

6、黒 （10YR2/1) As -Bを主とするが、純層ではない。溝7埋土。

7、にぷい黄褐 (10YR5/3)やや粘性あり。上方は黒味（As-B下に

時々 見かける）あり。

8、にぶい黄褐（10YR5/4)小礫を多く含み、ローム層の土壌化層。溝

埋土で溝7の先行か。

9、黒 (10YR2/l)ローム小プロック多く含み、 As-B入る。中世溝

埋土。溝4埋土。

第33図溝跡遺構図

溝跡 3 （第32図、写真図版 5)

0東区の北辺に 0大区＆174~P大区 a~C

174~175に位置する。発見面標高は約74.0mである。
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第2章 0東区調査の遺構と遺物

溝9 溝 lO 溝 10新 溝 12

＼
 

A
-

B
 

73.5 

溝 10古

溝 10• 12 

1、明黄褐（10YR6/6) 土壌化したローム、士塁状の客土。少し締る。

2、にぶい黄褐（10YR6/3)土壌化したロームでやや黒ずむ。少し締る

が、 1層ほどでない。

3、にぶい黄褐（10YR6/3) 2層よりやや黒ずむ。溝埋土か。

4、にぶい黄褐（10YR6/3) 3層とほぼ同じであるが、小礫多い。溝埋

士か。

5、灰黄褐（10YR4/2) ロームプロック含み、黒色あり。溝埋土か。

6、にぶい黄褐（10YR5/4) ロームプロックを多く含むほか5層と共通。

7、にぶい黄褐 (10YR6/3) 3層とほぽ同じ。

8、にぶい黄橙（10YR7/2) シルト質で客土。

9、灰黄褐（10YR4/2)黒色味あり。小礫含む。

10、明黄褐 (10YR6/6)土壌化したロームで、少し黒ずむ。

11、明黄褐（10YR6/6)土壌化したロームで、少し黒ずむ。さらに小礫

含む。

12、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック多く、土壌化主体。

13、にぷい黄褐（10YR4/3) ロームプロック少なく、溝埋土か。

14、明黄褐（10YR6/6) ロームプロック含み、ローム土壌化主。ローム

漸移か。人為層か不明。

15、褐灰 (10YR5/l)4 cm以下の河原礫を主とする流水痕。

溝9 • 10 • 12 

1、灰黄褐（10YR4/2)溝9の埋土で遺物多し。木炭粒はなし。やや粗。

2、灰黄褐（10YR4/2) ローム小プロックわずか入る。少し締るので客

土か。

3、灰黄褐（10YR4/2) ローム小ブロックわずか入る。少し締るので客

土か。

4、灰黄褐 (10YR5/2) ローム小プロソク多く、少し粘性。築土。締る。

5層より黒い。

5、灰黄褐（10YR5/2) ローム小プロック多く、少し粘性。築土。締る。

6、灰黄褐（10YR4/2) ローム小プロック含み、少し締る。客土か。

7、灰黄褐（10YR4/2) 6層よりロームプロック量少ない。

8、明黄褐（10YR7/8)砂～細砂、ラミナ状、流水による。

9、にぶい黄褐（10YR4/3) ローム小プロック含み、締る。客土か。

10、にぶい黄褐（10YR5/3) ローム小プロソク多く含む。客土か。締る。

11、灰黄褐（10YR6/2)粘土～シルト質、流水に伴うものらしい。 11'

は粘性弱く、ローム粒含む。

12、にぶい黄褐（10YR4/3) ローム小プロックを多く含む。締る。客土。

13、灰黄褐 (10YR5/2)砂と小礫がラミナ状を呈し、流水による。

14、灰黄褐（10YR4/2)砂 ・小礫をまじえ、上方はローム小プロックを

含む埋設土。

15、にぶい黄褐 (10YR4/3) ロームプロック多く含む構築関連土。

゜
1 : 60 2m 

第36図溝跡遺構図

規模は、幅0.7m、深さ0.55m、底面での走行方位はN23゚30Wを測る。埋没土は、黒褐色土中にAs-Bをま

じえ、粗質。第32図土層断面注 8、最下層で、さらに黒づみ、当遺跡のAs-Bを含む土層の中では遡ぽりそ

うに思える質感にあった。重複は、 9世紀代の溝跡 lを切り、溝 2により切られる。また、溝 3q175付近の

東立上りで、隅丸長方形土坑が重さなり、南側の土坑は明らかに溝跡 3より後出していた。この隅丸長方形

土坑は、溝 3の埋没土と類以の埋土で、底面、西立上を含め、掘り上げることはできなかった。出土遺物は、

埋土にAs-Bを混え、 12世紀初頭以降であることは明らかであったが、中世遺物の出土は無かった、おそら

く、中世前半の所産であろう。機能を推測すると、底成りは、南に高く北に低い地勢に対し、南下りに設け

られ、埋土中砂質土は明瞭でなかった点を考慮すれば地界区分・除湿などとも考えられる。

溝跡13とその付近 （第32• 44図、図版 7)

0東区の北寄、 0大区ql74• 175付近に南北走行に溝跡13と東西方向に溝跡14• 20 • 22 • 23 • 24 • 25など小

規模な溝の濃い一角がある。各々流水を示唆する砂質土の堆積は窺えない。重複について溝跡14は、溝跡13

より古く、溝跡15より新しい。溝跡920• 22 • 23 • 24 • 25は、いずれも溝13に先行する。埋没土中の軽石は、

溝跡14はAs-B混り、溝跡15はAs-B混り、溝跡20はAs-A混り、溝跡22はAs-B混り、溝跡23はAs-

B混り、溝跡24はAs-A混り、溝跡25はAs-B混りであった。集密状態を同一目的・機能を果すために認け

られたとすれば、各々、天明 3年頃を前後しての構築とも考えられ、西方延長に当る 0西区の溝とも関連す

るであろう。遺物は18世紀染付磁器小碗片、第44図63の出土がある。
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-B含む。
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A. 7旦

溝l:口::¥--
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B粒含む。
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面大正時代末年（聞取り）。

2、褐灰 (10YR4/l)As -A ・As -B含み、

粗。大正以前か。
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含む。天明以前。

4、褐灰 (10YR5/l)As -B近純層。
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で
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化。粗質。

： ：  
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粗質。

2、褐灰 (10YR4/l) ローム土壌

化。粗質。

3、明黄褐 (10YR6/6) ローム土

壌化。同プロック入る。
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-—坦
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粗質。
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粗質。
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祖。
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溝24

1、黒褐 (10YR3/2)As -A入る。粗質。

2、明黄褐 (10YR6/4)As -A • B入らず。ロームプロックと土壌化あ

り。

3、黒褐 (10YR3/1)As -A • B入らず。粘性。

4、黒褐 (10YR3/l)As -A • B入らず。3庖より粘性。
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1、黒褐 (10YR3/2)As -A入り、粗。

2、黒褐 (10YR3/2)As -A入らず、 As-B入り、粗。

3、灰黄褐（10YR4/2) ローム漸移的。人為か自然。
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1、黒 （2.5Y2/l)粘性あり。軽石様の白色粒子（1皿大）全体に混入

も密度低い。

2、黒褐 (2.5Y3/l)粘性あり。白色粒子は1層より少ない。

3、暗オリープ褐（2.5Y3/3)粘性あり。白色粒子は2層と同じも明黄

褐色土(10YR6/8)微粒子わずかに混入。

4、6層に同じ。

5、3層に同じ。明黄褐色士粒子が全体に混入。As-B入る。

6、褐 （7.5YR4/4)砂質。やや粘性あり。

7、明褐（7.5YR5/6)と8層の混ざり。（9: 1)砂質。

8、黒褐 (2.5YR3/l)砂質。明黄褐色(10YR6/8)プロック微温見られる。
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第 3篇 発掘された遺構と遺物

57溝9

埋 78Iこ1

＿＿―-三

ロ巴論

--

＼ ＼ ＼ ＼ ヽヽヽ ＼ヽ ヽヽヽヽヽ

,;,, 
54溝 9

溝 9盛 1181こ1十同 161に 1十同

162に 1十溝 10埋 10に 1十同埋

に 1=5

ーー＼ ＼ ー

ー

1/

]
3
[
9
0
]

／
 

゜
1 : 3 10cm 

溝跡遺物図

50 



¥ 1,’, I 

＼溝13
埋 14Iこ1

ベ
］ 

第2章 0東区調査の遺構と遺物

ーーニ59 
溝 13

埋6に 1

5
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溝
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溝 14

埋 1に 3

埋3に 1
底21こl

言 更一｀｀膠―□: :̀8し l

62溝24

゜
1 : 3 10cm 

埋 1に 1 第44図溝跡遺物図

溝跡4• 5 • 6 • 7、道跡 1 （第33• 37 • 38 • 39 • 40 • 41図、図版5• 6 • 139 • 140 • 141) 

0東区の南端、 0大区f~j171~173に位置する。発見面標高は、およそ73.8mである。溝跡 4は規模120

cm、深さ48cm、方向はN13゚30W、北下りの走行である。重複は、上面に道跡 1の硬化面が乗り、溝 6を切る。

埋土はAs-A前代であったが、近世陶磁器の出土は無い。溝跡 5は、幅170cm、深さ28cm、方向はN21°W、

北下りの走行である。重複は、各溝を切り、周辺で最も新しい。遺物は、第38因 8から第40図25までを掲げ

たが、江戸時代後期から大正頃までの個体があり、火災を思わせる木炭片をまじえる一括廃棄遺物を主とす

る。溝跡 6は幅22+acm、深さ33cm、方向はN7TEである。底勾配は調査面積少なく、傾き不明である。埋

土はAs-B混り土で、第41図 1の中世焼締陶器片が直結すれば、中世の構築となる。重複は、溝跡4・5に先

行する。溝跡 7は、幅750cm、深さ31cm、N89°Wを測る。埋土は第33図注 6のとおり、 As-Bの近純層が底

面に堆積し、構築時は12世紀に近い、以降と考えられた。方向性のN89'Wは、 As-B下発見される県下の平

安時代後期の水田区画が真北方向の傾きであることと関連するかもしれない。道跡 1は溝跡4• 5に狭まれた

幅約 2m、長24.5mの硬化面で、古い段階は溝 5に先行しているので江戸時代の道跡である。

溝跡8• 9 • 10 • 12 （第34• 35 • 36 • 37 • 41 • 42 • 43図、図版6• 141 • 142) 

0東区中程に位置する。溝 9の規模は、幅230cm、深さ66cm、N56°Wを測る。 重複は、溝9• 10 • 12うち最

も新しい。その東側立上り外には第34図左の掘上り状態、右の古様状態の東側にはトーンの客土層が存在し

ていた。客土のあり方、横断面の逆台形などの共通性を持つことから、溝跡 1の延長上と考えられる。溝跡

10 • 12は同ー場所での新 ・古で名称をあたえた。溝跡10が新しく溝跡12が古い。さらに各々の溝での新 ・古

の改修がなされている。溝跡10の規模は、幅128cm前後、深さ90cm、方向N28°Wを測る。溝跡12は幅112cm前

後、深さ60cm、方向はN28"30'Wである。溝底の傾きは南下りに設けられて、最下層に各々、砂質上の堆積が

あり、流水の段階がある。遺物は、溝10で第42図49の8世紀後半の坪 ・溝12で第42図48の9世紀初頭頃の坪

がある。溝 9の遺物時期の主体は、 9世紀前後から中頃で、これらの溝跡は、その頃に機能していたのであ

ろう。

溝 8は、前述 3条の溝の南側に位置し、埋土の一部にAs-B混層が入るため、古代溝と様相異なる。規模

は幅250cm、深さ20cm、方向は屈曲部のため不明瞭。遺物は微弱であった。
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1、灰黄褐 (10YR4/2)As -Aなし。

As -B入る。粗。

2、黒褐 (10YR3/1)As -B含む。締

り、小礫多い。
5 

3、以下As-Bを含み、 2層より黒ず

む。

4、黒褐 (10YR3/1)As -B多く含む。

掘方埋土。

5、ロームニ次堆積。 90cm大の川原石

含む。湧水は5皿径程の小穴が湧水

穴となる。

6、黒色粘性土。底面の目安としたの

では。
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1、黒褐 (10YR2/1)やや砂質。サクサクした

感じ。
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（ローム層）
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1、褐灰 (10YR4/l)粘性。軽石ほとんど見え

ない。古代

2、褐灰 (10YR4/l)粘性。ローム小プロック

含む。

3、灰黄褐（10YR4/2)粘性。少し漸移的。

マ

A'~ 

＋。

j

7
4
 

A
 

ー
A' 

74.0 

A
 

1、黒褐(10YR3/2)As -B入り、少し締る。

＼ー
2 3 

1、黒褐(10YR3/2)As -B・ローム小プロ

ック入る。

2、黒褐 (10YR3/2) ローム小プロック入り、

3 : :;り（：。しy、R05/6）ロームプロソク。 六こ：二「
1、黒褐 (10YR3/2)As -B粒・ローム小プ

ロック含む。やや粗。

2、黒褐（10YR3/l)As -B粒 ・ローム小プ

ロック含む。少し締る。
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1、黒褐 (10YR3/2) ローム小プロック含まず。

As -B粒含む。粗。

2、黒褐 (10YR3/2) ローム小プロック・ As

-B粒含む。少し締る。

第47図土坑遺構図

I 

-I-逗／

1、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック・ As

-B粒含む。少し締る。

2、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック・ As

-B粒含む。少し締る。

゜

A 1 - 74.0 

ー，＇三三こフー
1、にぷい黄褐 (10YR4/3)As -B含まず。

粗質。漸移層的。

2、灰黄褐（10YR4/2)木炭粒を主とし、ロ

ーム層の土壌化。

1 : 40 2m 
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---

1、黒褐 （10YR3/2)As -A入る。

少し締る。

゜
40 2m 

3、井戸跡

第48区 土坑遺構図
井戸跡 （第45• 46図、図版7• 12) 

一奇り区‘l埋 2に 1
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==  

―ft-
炉'2埋3に 1

I 

し>-= = 

゜
2
 

第49図 土坑遺物図

0東区で発見された井戸跡は、本例のみであった。

重複は溝跡 7を切って設けられ、 i172に位置する。規

模は径160cm、深さ360cmを測る。形態は、円形直井筒

形である。湧水は、 二次堆積ローム層基盤中の小孔か

5cm ら吹出す（写真図版 7)地下水と最底部の湧水からと
ゴ

推測された。遺物は、第16図5• 7が15世紀初頭頃の軟

質陶器であるので、 その頃の構築であろう。

4、土 坑 （第47• 48 • 49図、図版8• 142) 

0東区の土坑は土坑 lの墓坑、芋穴を思わせる隅丸長方形の穴跡、不整形のその他の穴跡に分けられる。

坑 1は、溝跡12の埋没凹地中に設けられたと考えられ、銭 2枚の出土があるため、六道のための銭を考えた

時、墓坑の可能性もあり、中世遺構であろう。第47• 48図は円形土坑が少ないため、必然的に隅丸長方形の

穴跡主体となった。 それらは、平面形態上と、最下面に少し締る埋土が存在した時に芋穴を推定したい。坑

4 • 5 • 6 • 7 • 8 • 9 • 12 • 13 • 16がそ うである。構築時期は、浅間山As-Aの流入のある坑16を除き、他はそ

れ以前であるが、 As-B混りのため、中世以降の所産であろう。
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第 2章 0東区調査の遺構と遺物
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A - 74 0 "-l 

ピ3 ピ2 ピ1

ー+。g＋ 

1、黒褐 (10YR3/1)As -B入る。 As-A入らず。木炭粒多い。粗。

2、黒褐 (10YR3/l)As -B入る。 As-A入らず。ローム小プロック

含む。少し粗。

3、黒褐（10YR3/l)As -B入る。 As-A入らず。粗。

4、にぶい黄褐（10YR5/3)ロームプロック含む。やや締る。
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1、黒褐(lOYR3/l)As -B含む。粗。

2、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック。

3、灰黄褐 (10YR4/2) ローム土壌化。少し締る。

← 

--旦
r

＋ミ
t
+
。
+

A
 

74.0 こ］上
A
 

74.0 

ピ5

▽ 
ピ6

ここ

ピ7

~2 

1、黒褐 (10YR3/l)As -B含む。

1、黒褐 (10YR3/1)As -B含み、 1、黒褐（10YR3/1)As -B含む。
粗。

2、灰黄褐（10YR4/2) ローム小プ
粗。 粗。 1、黒褐（10YR3/1)As -B含む。

ロック・ As-B含む。やや締る。
2、黒褐 (10YR3/1)As -B含む。 粗。

やや締る。 2、黒褐 (10YR3/l)As -B含む。

： 
＼ 

A ピ9 74.0 

V 

＼ 

｀ △心°4+3

A ピ12 74.0 

十ざ
□I゚？上
A ピ10 74.0 

一 ―-

2 

1、黒褐 (10YR3/1)As -B含む。粗。

2、灰黄褐 (10YR4/2)As -B含む。ローム小

プロック含み、漸移的。やや締る。

三□ニ
----A 74.0 ---

粗。

3、灰黄褐（10YR4/2) ローム土壌

化と小プロック入り、少し締る。

だ

[

[

§

d

+

 

：畠,cI 
土ピ 11 .7~

□ 
1、黒褐 (10YR3/1)As -B含む。粗。

2、灰黄褐（10YR4/2) ローム小プロック土壌化。

やや締る。

3、灰黄褐（10YR4/2) ローム小プロック土壌化。

やや締る。

ピ14

十173+3
j +4 

三 2

ピット 12

1、黒褐 (10YR3/1)As -B含む。粗。

2、明黄褐（10YR6/8) 1層プロック含む。 ゜第50図 ピット遺構図
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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第51図 試掘トレンチの遺物

5、ピット（第50図・図版 8)

0東区で、柱穴・棚跡に直結しそ うなピットは、ピッ

ト1・2・3について棚列の可能性もあるほか、を除くとま

とまりは少なく、第50図は、深さ、整う形態を示した。

第 3章 0西区調査の遺構と遺物

0西区は、綿貫小林前遺跡中、南寄り 0大区 P~t177 • 178、Pa• b 177~179にあり、調査前の状況は

畑地面上に70cmほど砕石を敷き詰めた盛土がなされていた。畑地面下より約50cm下方を重機で掘り下げた

ローム層上面を調査面とした。標高74.00m付近である。 N西区北辺の73.9m、より少し高く、 0東区北辺の

74.0mと近以の調査高である。調査の結果、住居跡 3、溝跡 3、井戸跡 1、土坑20、ピット 4を調査した。

当区は、諏訪神社前に位置し、調査前から、関連遺構の存在が想起されていた。層順は、第56図のように、

層厚25mの耕作土中にはAs-Aが混って入り、同 2にAs-B混り層となり、約20~25mの層厚で黒～黒褐色

が存在していた。ローム層上面を平面確認のため削り込んだ様子では、中・近世遺構は確認し易かったが、

古代遺構の平面は当地でも確認困難であった。つまり古代遺構は、古くから上層堆積層全体を失ない、その

後、中世を含む以前の段階に耕作等や倒木により古代遺構平面輪郭が不明瞭になったと推測したことは、こ

こでも共通していた。

遺構の分布と占地性について、住居跡は、古墳時代前期の住居跡2・3、9世紀中頃の住居跡 4があり、住居

跡 4は、 0東区住居 1より 10m南にあり、最南端にある。前期の 2棟は、散在的、粗な状態の 2棟である。

溝跡は、溝跡32が、く字状に曲ると推測される 0東区溝跡1• 9 • 10 • 12に時期的併存期もあり、溝32の底面

の砂質土の存在（第56図土層注 5) は、流水時には、前出 4溝中に流入したと推測される。溝跡29• 30 • 31 

は、 0東区の数条からなる溝跡24に平面形状、巾広の底下端となる横断面形状に、埋没土にAs-Aを含まな

い共通性から、延長を考えたい。延長を考える場合、 0東区溝跡 lと同区溝跡9・10• 12の連続性は、溝底部

走行が前溝が東へ、後溝が南へ向う問題が残されるが、おそ らく屈曲する 0大区Rl76付近を分水点として

各々に流水させるように構築したのではないだろうか、同点は、溝跡32のおよその到達点でもある。 0西の

同3溝のうち溝跡30・31は調査区西端で南に向け曲り、小溝ながら区画溝の状況を呈していた。以南の地と、

溝跡33と前出 3溝の間に、桶埋設の土坑が 2群設けられ、南側の一群は土坑19• 24 • 26 • 27、9m隔てた北

側の一群に坑32• 33 • 34がある。南側のそれは溝31で区画されているように見受けられ、井戸跡 2も、その

一角にある。神社との関連では、北辺の坑36・ピ16• 17があり、神社地に続くピット群の南端と考えられた。

出土遺物は、溝33にひさげ状土瓶片、坑26埋土に磁器染付小瓶、坑33に磁器染付小瓶、仕上砥石の出土があ

り、土瓶は、酒 ・水注に、小瓶は神前花瓶としての意味を、仕上砥石は髭剃 ・紙切など精仕事の道具として、

神社近しの感もしくは、社家など神社に関連した人の生活がこの周辺においてあったと考えられる。その場

合、溝33、北壁際の土坑埋土中にはAs-A混入が認められるので、それらの機能時期は、江戸時代後期であ

ろう。

1、住居跡

住居跡 2 （第52• 53図、図版9• 143) 

住居跡 2は、 0大区 r• s 178にあり、発見面標高74.0mである。既に上方の大半を削られ、最上面は床至
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第3章 0西区調査の遺構と遺物
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1、暗褐（7.5YR3/3)焼土を含んで色調明るい。

2、黒褐（7.5YR2/2)黄褐色土小プロック 10%。

3、黒褐（7.5YR3/2) と黄褐 (10YR5/6)。

4、黒褐（7.5YR3/2) と黄褐 (10YR5/6) 締らない。

g̀ 

1、灰黄褐（10YR4/2)軽石含む。As-Cか不明。

2、黒褐 (10YR3/2) ロームプロック軽石粒含み、ロームプロック床が黒

褐床にサンドされる。締る。2' は縞状の床見えないが、上面は床と

しての締りあり。

3、黒褐（10YR3/2) ローム層プロック少し入り、ローム層土壌化。締り、

床として2層から続く。

゜
1 : 60 2m 

近の状態であった。西半は、調査地外である。発見時

に南端に不整な坑38が、さらに東壁に接して北から坑

33 • 32 • 34が後出して存在していた。床面は部分的に

は、削平されていたらしく、北半では柱穴であるピ 1

を調査当初から確認している。形状は隅丸で、規模は

0 l : 3 l_Ocm 南北546cm、東西240+acm、N7°Wを測る。埋没土は、

第53図住居跡 2遺物図 第52図横断面A土層注記 2が床層で、締りを有してい

た。掘方面では、さらにピ 2も発見され、さらに住居の拡張か前代住居の壁下周溝の一部と、北 ・東壁下の

4、ローム。

第52図住居跡 2遺構図

一部で 2段に立ち上る力所を見い出し、最少限の場合でも拡張がなされている。掘方全体の形状は、当遺跡

の古墳時代前期住居跡の場合、壁下を溝状に掘り凹める発達傾向があるが、その傾向は弱く、全体に凹凸観

が強かった。施設として柱穴でピ lは長径36cm、深さ35cm、ピ 2は長径39cm、深さ66cmを測るが、相互の位

置関係は少し歪んでいる。そのほか炉跡 ・貯蔵穴は確認されず、本炭粒の分布も少ないため、炉は西半の未

調査地内に存在の可能性が持たれる。遺物は、第53図 lを掲げたほか少ない。同個体は横刷毛目が形骸化な

がら見え、古墳時代前期の住居構築と考えてよいであろう。
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1、褐灰 (10YR4/l)軽石含むが、 As-Cか。 Hr-FPらしき大粒少。 5、にぷい黄褐（10YR4/3) ローム土壌化プロック入る風倒木か。木炭

少し粗。木炭粒なし。焼土粒微。 粒なし。焼士粒微。

2、褐灰 (10YR4/l)少し還元気味。粘性の床面。硬い。 6、明黄褐(lOYR6/6) ローム上壌化。風倒木押し上げローム。

3、にぶい黄褐（10YR4/3)壁下溝か。少し軟。

4、褐 (10YR4/4)遺物出士なし。掘方埋土か。 4' は掘方埋土に近

゜
I : 60 2m 

似。
第54図住居跡3遺構図
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第55図住居跡 3遺物図

住居跡 3 （第54• 55図、図版9• 143) 

住居跡 3は、 0西区の中央より北寄りに、 0大区Rl78~P大区al78、調査面標高74.0mにある。平面形

状は住居跡と言い難い規模と形状にあるが、西方に中心を持つ倒木痕が住居跡中央から西方にかけて存在し、

しかも住居跡後の倒れのため不明な点多い。その一方で床面として考えうる堅さが第54図注記 2のように存

在していたため、大半を削平された住居跡痕と考えた。しかし住居に関連の柱穴その他も周囲でも東壁にか

かるピット 1つを除いて見い出すことはできなかった。図中倒木と記入した力所は、倒木痕中央ではなく、

東端しである。規模は、長径246cm、短径186cm、およその方向性は長軸でN8l0Eを測る。住居跡 3について

生活関連とすれば出土土器を除くと、埋没土中の土層断面注 5のようにわずかながら焼土粒が入る点である。

重複は、前述のとおり西接倒木痕が後出してあり、住居跡 4が発見面の東端を切って存在していた。出土遺

物は、第55図に掲げた 3点で、倒木の根痕らしき凹み付近が低かったために片寄って土器の出土がある。同

図3は、わずかであるが横刷毛目が入り、古墳時代前期の土器類であり、住居跡も同期である。
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第3章 0西区調賽の遺構と遺物
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7、灰黄褐 （10YR4/2)軽石含み、粗。軟。

10、明黄褐(lOYR6/8) ローム層。

11、黄褐 (10YR5/6) ローム漸移層。
74.0 
- 12、黒褐（10YR3/1)やや粗。

13、黄褐（10YR5/6) ローム漸移層に似る。

14、黒褐（10YR3/1) とロームプロック (10YR6/8)全体に少し還元し、

粘性。強く締る。床面。

15、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック含み、締る。部分的に床あり。

一部掘方埋土。

16、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック含み、締る。掘方埋土。

1、にぷい黄褐（10YR5/4)As-A含む。粗。砂質。上面表士面。

2、にぶい黄褐（10YR5/4)As-A含まず。粗。砂質。As-B粒含む。

3、にぶい黄褐（10YR5/4) ローム粒・黒色粒含む。

4、黄褐 (10YR5/6) ローム粒含み、ローム層の土壌化を主とする。軽

石含む。

5、黄褐 (10YR5/6) ローム粒少ない。溝32埋土で下方砂質。

6、灰黄褐 (10YR4/2)ロームプロック含み、小礫含む。 ゜
1 : 60 2m 

第56図住居跡 4遺構図

住居跡 4 （第56• 57図、図版10• 143) 

住居跡 4は、 0西区北側の東壁際にあり、 P大区al78に位置する。調査面高は標高74.0mである。住居跡

形状は隅丸で、南北288cm、東西159+acmで、方向はおよそN80°Eを測る。重複は、溝跡32が斜めに横切る。

埋没土は、調査区東壁面と合せて見ると、覆土にはAs-Aを含む土層注記 1が、注 3はAs-B混りで注11と

注 7の上面が土層上の発見面となり、調査面とは約20cmの差がある。床層は注14で強く締る。締りの強い床

は数少ない。床下層には、注15のとおり前代の床層が部分的に存在する。掘方埋土は、ローム小ブロックを

含む。住居跡施設に関し、横断面Aでは壁下に浅い凹みが見られるが、それは掘り方第56図右のとおり、掘

り方に設けられた浅い凹みで壁下周溝ではなかった。掘方調査では、浅い小穴が見られたものの施設的な円

形の土坑など見い出すことはできなかった。遺物は第57図に示したように、中に軟質凝灰岩による鼈石材が

存在しているため、未調査地に鼈 ・貯蔵穴が存在すると考えられる。床面に伴なう 1は取り上げ番号床面で

No.23、須恵器坪で 9世紀初頭の形状を、 7は床No.16で土師器坪、 9世紀中頃の形状にあり、床出土の後出で

完器の 7の製作年代を捉えれば 9世紀中頃の住居構築となろう。遺物類の中には第57図4のように 8世紀代

の須恵蓋や lのようにやや遡ぼる土器が含まれるので周辺に同期の生活、ひいては住居跡が周囲の未掘地に

あるのかもしれない。

2、溝跡

溝跡の概要を56頁で触れたが、全体の地勢は西に高く東に低い勾配にあり、基本的に底走行に一致する。

溝跡29• 30 • 31 （第58図、図版10• 143) 

溝跡 3条は第 4図のとおり接近してある。溝跡29の規模は幅56cm、掘込上面からの深さ32cm、方向N76°E
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第3篇 発掘された遺構と遺物

二：：こ床23―＝：ロロ［三二，十□三 ―亡ニー

疇 [:-＼ 掘埋 20十掘埋 ＼ ：口i:+

こ：：三~4 掘埋 ＼：：：］ニニニニ＝一掘埋一 三

三 心＋冒：：］ニニロ: 16

’’ 
埋28 ------------- / 

I 
8 

掘埋 32十掘埋 21十掘埋 25十掘埋

‘、グ

＼ ＼｀  ／ 9 / ‘¥＼ ヽ＼ l／ II 二］＼，
／ 

／ 
ヽ ／
‘//  

‘‘------

床17

を測る。断面形は丸みのあ

10床30に11

る逆台形を呈す。埋没土中

にAs-A入る。溝跡30の規

模は、幅30cm、掘り込み面

からの深さ18cm、方向はN

79゚30'Eを測り、横断面形

浅いU字状を呈す。埋没土

中にAs-A入らず。溝跡31

は2回以上の掘直しが行な

われ、結果的な幅で120cm、

掘込み上面からの深さ32

cm、方向は北辺でN79"30'

Eを測る。各々共通の目的

をもって構築されたとする

なら18世紀末を前後してと

考えられる。

゜
I : 3 

第57図住居跡 4遺物図
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溝跡32 （第57・59図、図

10cm 版10• 143) 
ゴ

規模は、幅44cm、深さ（第



第3章 0西区調査の遺構と遺物

溝29• 30 • 31 

1、黒褐（10YR3/2) As-A含み、土圧のためか締る。

2、黒褐 (10YR3/2)As-A入らず、やや黒みがかる。粗。

..!l..へこぇ三三戸

3、黒褐 (10YR3/2)As-A入らず、やや黒みがかる。粗。

4、黒褐 (10YR3/2)As-A入らず、粗。

5、黒褐（10YR3/2) As-A入らず、粗。

6、明黄褐（10YR6/6) ロームプロック入り、ローム土壌化。

7、黒褐 (10YR3/2)As-A入る。粗。

8、にぷい黄褐（10YR4/3) ローム漸移層。軟。

9、黒褐 (10YR3/2)As-A入らず、粗。

溝33

1、黒褐 (10YR3/2)As-A含み、土圧のためか締る。

2、黒褐（10YR3/2) As-A入らず、やや黒みがかる。粗。

3、黒褐 (10YR3/2) As-A入らず、やや黒みがかる。粗。

4、にぶい黄褐（10YR4/3) ローム漸移層。軟。

第58図溝跡遺構図

゜
1 : 40 2m 

溝 31

1底 lに 1
I / 

ここI ――ー＿

1 被熱弱憚

:~ 

□□----=-' 
--_----=___------______ 

［ 

溝； こ

5 溝 33

埋 1に 1十埋 15Iこ1十坑 26埋

13に 1十判読困 1=4

／ク、、こ3/2

I 2埋 lOに 1

ヽ
ヽ
‘ ヽ

ヽ
｀~一

| 

。
10cm 25cm 

第59図溝跡遺物図

56因A断面）は掘込み面から36cm、方向はN59°30'Wを測る。埋土は同断面注 5に砂質土の記入があり、場合

によって流水の痕跡が見られる。溝底には鋤込み刃跡を残しながら東南下りに、幅広となりながら向う。重

複は、住居跡 4を切って存在する。出土遺物に第59図2• 3があり、うち 2が後出し、 10世紀前半頃の機能時

期を考えることができる。

溝跡33 （第58• 59図、図版143)

溝跡33の規模は、 2回以上の掘直し結果で捉え、幅124cm、掘込面からの深さ26cm、方向はN88゚30'Wを測

る。埋土は、第58図注記 3の旧溝側にAs-Aの混入はなく、新溝側の注記 1で混入を認めるため、機能時期

は、天明三年を前後してと考えられる。出土遺物は、第59図 5のひさげ状土瓶の出土がある。同個体は上等

な黒釉で、量産された益子焼土瓶などと趣きを異にする。
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A
_
 

△ I 74. 5 

第60図井戸跡 2遺構図

1、黒褐 （10YR3/2)As-A含まず。 As-B含み、粗。

2、黒褐 (10YR3/2)As-A含まず。 As-B含み、粗。 1層より砂質。

3、にぷい黄褐（10YR5/4)As-A含まず。ローム小プロック含む。

4、にぶい黄褐 （10YR5/4)As-A含まず。ローム土壌化入る。

゜
1 : 60 2m 

亨雪三］／

＼＼疇屠］
／ ／ 

| 

6□□―□ 
4埋に 3

| 

ロニロ5埋 10に 1

丁一

゜
3

5

 

.... 

1

1

 

10cm 25cm 

ー一一ーロ7 埋 16に 1

第61図井戸跡 2遺物図
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第3章 0西区調査の遺構と遺物

A
-

A
-

坑 19

-----茫
F-4 

74.U 

＼ 

坑 19

1、黒褐（2.5Y3/1) 固く締っている。最上 7 

面にAs-A軽石少絨混入。

2、気持ち1層より明るい色。以下同じ。

I ► 

B

l

 

A
、

旦． 2 1.7竺
三，、」し，‘：」

A' 

I

B

_

 

A
-

十

ロ
ロ
ロ

A
-

[

B

 

,

1

i

4

屑

．
 

o
・
>L 

l
 

1
 

<̀| 
十q+l 

177+4 

坑23

1、暗オリープ褐（2.5Y3/3) As-A軽石

微紐混入。やや締っている。

2、ローム層と1層のプレンド。

坑30• 31 

1、暗褐 (10YR3/3) 固く締っている。As-

A軽石全体に多且混入。

A
 

噂応尋ぎ゜

］言言四

＼：口7:;+4

坑 37

ぎ芦麟四

第62図土坑遺構図

：
 

rヽ

P'~.a 

q
 

1坑 26

埋 18に 1

坑26• 27 

1、灰黄褐(lOYR4/2) As-A含む。砂質。やや

締る。

~ 2、明黄褐（10YR6/6) ロームプロックを主とする。

3、灰黄褐（10YR4/2)ロームプロソク含まず。粗

質。

4、明黄褐（10YR4/2) ロームプロックわずかに

含み、砂質。自然堆積か。水平に土が埋没。

74.~ 5、黄橙 (10YR7/6) ロームプロックを主とする

築土。締る。

6、灰黄褐 (10YR4/2)As-A含む。砂質。やや

締る。

7、明黄褐（10YR6/6) ロームプロック多い。

8、灰黄褐（10YR4/2)砂質。自然堆積か。水平

に士が埋没。

坑 33

1、灰黄褐（10YR4/2) As-A含む。粗質。

2、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック多い。

3、灰黄褐（10YR4/2)砂質。自然堆積か。

4、明黄褐（10YR6/6)ロームプロックを主とす

る築土。

5、にぷい黄褐 (10YR5/4) ローム漸移。ソフト。

6、明黄褐 (10YR6/8) ローム陪。

7、灰黄褐（10YR4/2)住居埋土。As-A入らず。

坑34

1、灰黄褐（10YR4/2)As-A含む。粗質。

4、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロックを主とす

る築土。

5、にぷい黄褐 (10YR5/4) ローム漸移。ソフト。

6、明黄褐（10YR6/8) ローム層。

8、褐灰 (10YR6/8) ローム小プロック含む。住

居埋土。

坑 37

1、黒褐 (10YR3/2) As-A含む。砂質。

2、暗褐 (10YR3/3) As-A含む。少し酸化

気味。

3、黒 (10YR2/2) As-A含まず。

ー◎ ヽ
埋 5に 1

゜
1 : 60 2m 

‘̀ 

｀` 

A

・9-

1

坑

埋

|

]

 
3
 

I
 

埋lに 1

第63図土坑遺物図

゜
I : 3 10cm 
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第3篇 発掘された遺構と遺物

：ロ A' 

十q+1 

177+1 

←- 7竺

ピット 15

1、暗褐 (10YR3/l)締りあり。白色粒混入。

2、暗褐 (10YR3/4)締りあるも柔らかい。

上／ロム

ょ忌ブ竺
ピット 16

1、黒褐（2.5Y3/l)をペースに暗灰黄（2.5

Y 4/2)が混ざる(5:5)。乱されている様子。

2、ローム層。きれいでない。

上 口 A'

一十b
178+3 

←〖言口

ピット 17

l、黒褐 (2.5Y 3/1) 柔らかい。

2、黒褐（2.5Y2/1) 1層に比ぺ締まって

いる。ローム層プロノク含み、レンズ状堆積。

3、ローム層もあまりきれいではない。

第64図 ピット遺構図

3、井戸跡

井戸跡 2 （第60• 61図、図版10• 143) 

位置は、 0大区 rl77にあり、規模は、径163cm、深さは調査面から284cmを測る、埋没土は、 As-Aを含ま

ず、 As-Bを混える粗質土であった。形態は、円形の直井筒形であった。湧水は、調査時の10・11月頃で第

60図矢印位置で、自然湧水と下方にある小孔からの吹出しによる。出土遺物は、第61図のとおり、 18世紀後

゜
l : 40 2m 

半の磁器小碗 1、焙烙 4を伴なう。さらに精仕上げを行なう仕上砥6• 7。中砥の刃付砥 5などの外、穀臼下

臼8の出土もあった。 As-A前代の遺物群である。

4、土坑（第62• 63図、写真図版11• 144) 

土坑の存在概要は56頁で触れた。桶埋設の土坑は、第62図のうち明確な例は坑26• 27 • 28 • 33 • 34であり、

ともに桶跡の埋土と、裏込め貼土の存在に共通性がある。隅丸長方形土坑は、坑22• 30 • 31に見られるが芋

穴と考えた場合、壁面が急でない点は異なるため、別機能かもしれない。

5、ピット（第64図、図版11)

ピットは、柱穴 ．棚列柱穴と認められそうな穴跡は、ピ16• 17と可能性のありそ うなピ15のみであった。

全体的に存在が薄い調査区であった。

第 4章 P西区調査の遺構と遺物

P西区は、 P大区 C~j178 • 179に位置し、調査面標面は、 73.8~74.0cmである。調査前は、gライン以

北に畑地が、以南に諏訪神社社殿と社地が存在していた。社地は盛土がなされているのか周囲より 30~40m

高所にあった。調査の結果、同区では、住居跡 3、溝跡 5、土坑 7、ピット 16（うち棚列 2条）、神社最終建

物跡（コンクリート土台）、最終礎石建物跡、礎石建物下面、 As- B混上面 •As- B混下面と地業下面を調

査した。

l、住居跡

住居跡67 （第65• 66図、図版12• 144) 

住居跡67は、 P大区g• h 179に位置する。第65図は、掘方図である。発見面は、As-B混りの土層を除去
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△ヽ_ 
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 さぬ 0-Q 0 が 1 

0 0 0,。 ¥
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溝74

遠 C
、

口＼Zi__O

¥/3 丑＿o

1、黒褐 (10YR3/l)軽石見えず。

ローム小粒わずか含む。黒味強

い。軟らか。

2、黒褐 (10YR3/1) ローム小プ

ロック 1層より多く含み、少し締

る。

3、黄褐（10YR5/6) ローム小プ

ロック 1層より多く含み、 2層よ

りさらに締る。

1、黒褐（10YR3/1)As-A含む。粗。

2、黒褐（10YR3/l)As-A含む。粗。 2' は差なし。

3、黒褐（10YR3/l)A s-B含む。粗。

4、黒褐（10YR3/1) わずか焼土粒含む。

5、黒褐（10YR3/1)4層より少し黒ずむ。

6、黒褐(10YR3/l)床状に少し締る。少し灰色還元がかる。 6' は少

し軟らか。

7、黒褐（10YR3/1)床状に少し締る。少し灰色還元がかる。

8、にぶい黄褐 (10YR5/4) ローム漸移。軟らか。

10、黒褐（10YR3/l)As-B含む。粗。

11、黒褐（10YR3/l) ローム粒わずか含み、軟らか。

12、褐 （10YR4/4) ローム漸移的。軟らか。

13、黒褐（10YR3/l)A s-B含む。粗。

14、灰黄褐（10YR4/2)A s-B含む。粗。地山ローム小粒入る。

第65図 住居跡67遺構図

゜
60 2m 

雙疇、一
偽 ・9日 mm,山“

．．二ぷ．しj‘’..,

鼻／言
1,未17に 1十上に 4十埋に 2十判読困 1=8

鴫濶

一ー／

第66因 住居跡67遺物図

゜
1 : 3 10cm 

しての面であったか、 その面での床層は痕跡で同壁の大半は失なわれていた。 しかも前代には倒木があり、

二次堆積ローム中の礫を浮上らせ、掘方底面確認も困難を伴なった。結果的に調査できたのは北側周溝の一

部と、北東・南西柱穴で、南壁は、後世の小溝により削られていた。規模は東西で378+acm、南北で600+a

cmを、北東柱穴は径72cm、深さ48cm、南面柱穴は径60cm、深54cm、北壁の方向は東から北側へ23゚30'を測る。

施設、 その他は不明であった。遺物は第66図に見る古墳時代前期の台付甕が口縁部¼以上の個体として、接

合可能状態で出土しているので、住居の生活時期直結と考えてよいであろう。
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第 3篇 発掘された遺構と遺物

△ 

三

△ 

住居跡68 （第67図、図版68)

位置は P大区 d178に位置し、発見面は、床層中と考

えられる状態であった。平面隅丸で住居跡級の大きさ

であったので住居跡とした。しかし明確な根拠がある

訳ではない。規模は南北288+acm、東西126+acm、方

向は西壁でN6°Wを測る。出土遺物は極めて少なかっ

たが、掘込みがシャープなので、人為により、 As-B

前代に設け られた遺構であろう。

丑＿o

1、黒褐 (10YR3/1)As-A含む。近・現代土。粗。

2、黒褐 (10YR3/1)A s-B含み、 As-A含まず。

4、黒褐（10YR3/l)A s-B含まず、軟らか。

5、黒褐 (10YR3/l)A s-B含まず、少し締り、還元気味。残存床か。

6、褐 （10YR4/6) ロームプロック多く含む掘方埋土。

7、灰黒褐 （10YR4/2)ローム漸移状。軟らか。

住居跡68 （第68図、図版12)

位置は P大区 hi 179にあり、発見面標高は74.lm。

埋土は、現道長瀞線際のかつて地境があったらしいこ

とから層順複雑である。さらに図A断面注13に流水の

痕跡があり、 16を床層と考えたが、硬化せず軟らかで

あり、住居跡として不明確であった。結果的に最低部

〇 1 : 60 

第67図住居跡68遺構図

2m は調査地際で困難も伴ない結論を出せないままとな っ

てしまった。遺物は上層である。

——==== 

十品
--→ 

△ 

土•

遠

第68図住居跡69遺構図

66 

゜
1:60 2m 

1、黒褐 (10YR3/l)現耕士。

2、黒褐 (10YR3/l)現耕土下。As-A含む。粗。

3、黒褐 (10YR3/l)As-Aを多く含む。

4、黒褐 （10YR3/l)As-Aを主体とする。しかしA

s-Aは塊状に分布。灰掻きか。

5、黒褐 （10YR3/l)土壌中に多くAs-A含み、粗。

6、黒褐 (10YR3/l)As-Aを主とする。降下時に

関連か。6'は層下面にAs-A主体層がわずか堆

積。

7、黒褐 (10YR3/1)A s-Bを含み、粗。

8、黒褐 (10YR3/l)A s-Bを含み、やや黒ずむ。

粗。

9、黒褐（10YR3/l)A s-Bを含み、少し茶がかる。

軟。

10、黒褐 (10YR3/1)A s-B含まない。わずか焼土

粒入る。軟。

11、黒褐 （10YR3/l)10層と同質。

12、黒褐(lOYR3/l)焼土粒含み、下層には水性堆

積（13層）シルト質の二次堆積がうすい縞をなし、

部分的に水平堆積。

13、にぶい黄褐 (10YR7/4)水性堆積のシルト～粗

砂質。

14、黒褐 (10YR3/l)根痕か。軟らか。

15、黒褐 (10YR3/l)還元気味。粘性。 住居の床に

しては軟らか。

16、灰黄褐（10YR5/2)地山のロームプロック多く入

る。粘性。上面は床らしいが、硬化せず。

17、褐 (10YR4/4) ローム漸移。軟らか。
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、 叫

8号柵列ビット 320• 322 

1、黒褐（10YR3/1)A s-B含むらしい。ローム小プロック。 1' は軟ら

か。締り強い。

2、黄褐 (10YR5/6) ロームプロックを主とする。

|口

|>、 :̀.:I

11号柵列ピット 324• 325 • 327 

1、黒褐（10YR3/l)A s-B含むらしい。ローム小プロック。 1' は軟ら

か。締り強い。

2、黄褐（10YR5/6) ロームプロックを主とする。

゜
1 : 60 2m 

第69図柵列跡遺 構 図

--し
A
 

：上竺°

溝 74• 75 • 78 

1、黒褐（10YR3/l)As-Aを含む表土。神社地界杉株あり。

71.5 

5

8

 

＿＿ 

2、黒褐 (10YR3/1)As-A見えず。粗。

3、黒褐（10YR3/l)As-A見えず。粗。 2~3層境の石は神社基壇用

溝 75

材か。

4、黒褐（10YR3/l)As-A見えず。粗。 As-B粒含み、黒ずむ。

5、黒褐 (10YR3/l)As-A見えず。密。締る硬化面。黒ずむ。 4層と

同じ。 5' は下層軟らか。

6、黒褐(10YR3/l)As-A見えず。粗。 As-B粒含み、黒ずむ。 4層

と同じ。

7、黒褐（10YR3/l)A s-Bを含み、黄味がかる。 7' はローム小プロッ

ク多い。

8、褐 （10YR4/6) ローム漸移。軟らか。

第70図溝跡遺構図

2、棚列とピット

柵列8• 11 （第69図・図版14)

P西区の協端で 発 見 さ れ た 。 棚 列 8は、北より無番＋ピ320十ピ322（十ピ329が加わる可能性もある）と変

則柱間で並び全長350(660) cm、方向N20°Wを測る。棚列11はピ324十ピ325十ピ327（＋末調査地）と並び全

9、黒褐 (10YR3/l)粗。 As-A入らず。

10、黒褐（10YR3/1)A s-B粒含み、粗。

11、黒褐 (10YR3/l)A s-B粒含み、粗。

12、黒褐 (10YR3/l)As-B粒含み、粗。 11層より少し黒ずむ。

13、黄褐（10YR5/8) ロームプロックを主とする。

14、黒褐(lOYR3/1)A s-B含み、黒ずむ。粗。

15、黒褐(lOYR3/l)A s-B含み、黒ずむ。粗。

16、黒褐（10YR3/l) ロームプロック含む。少し密。

゜
1 : 60 2m 

長500cm+a、方向Nl6°Wを測る。両列とも As-Aは混入せず、以前の構築となる。周辺にはピットが小群を

なし、神社地前面に相当し、 As-Bを含むように見えたので神社関連の遺構かもしれない。

67 



第3篇 発掘された遺構と遺物

ー
ー

）ー

4
 

7
 

溝
埋ーll

ー

1ー

膠

5
 

ー

7
 

e

1

7

8

に

0

こ

2

由

溝

埋

2

4

 

□
 

――
 

_

[

u

[

l

l

 

I I 

0-a 
II 溝77|

3 埋に 1

3、溝跡

溝跡は、最終的な神社地界の前後に位置する溝跡74、

江戸時代中期頃の地界に相当していると考えられる溝

跡76• 78と両溝付近の掘返し溝、社殿基壇回りに用い

たとみられる粗粒安山岩用材を含む溝75などが存在し

ていた。このうち最も規模の大きな溝跡76は、東隣接

のP東区で類以形状の溝として、その延長上に溝63（第

5因）が存在している。なお第 4図 C178の半円状の溝

は、大柊の抜取り穴溝である。

1 : 3 10cm 

第71図溝跡遺物図 溝跡74 • 75 • 76 • 78 （第4• 70 • 71図、図版13)

溝跡74の規模は、幅48cm、深さ10cm、方向N70°Eを、埋没上下方に、 As-A混入はないが第71図の近世軟

質陶器片の出土がある。溝跡75は、幅41cm、深さ10cm、方向N78゚3l'Eを、埋没土にAs-Aは見えないが第

71図1の灰釉皿が遺物として新しいが、埋没土はAs-Bを含んでいるため古代灰釉皿以降で、状況的には、

神社関連で、江戸時代の構築であろう。溝跡78の規模は、掘込み面上で幅126cm、深さ60cm、N78°Eを測る。

ふ ーAは見えないが、土層断面Aの注記2・3境にある粗粒安山岩は、基壇化粧材に見えた。溝跡76の規模は

幅142cm、掘込み面からの深さ 110cm、方向N76゚30'Eを測る。

4、神社遺構

神社遺構は、調査直前までP西区南半に 3分 2程社殿を調査区内に入った諏訪神社社殿が存在していた。

社殿は本殿と拝殿に分かれ（図版13)、南向であった。拝殿正面の柱材には、江戸時代後期頃の彫物を有する

古材が生されて残り、屋根は寄棟であった。数度の改修をへて今日に至っているらしく 、基礎は土台コンク

リートであり補助的に20cm大河原石数個が礎石として用いられていた（図版13-3段右）。発掘前に社殿は解

体廃棄されたが、その時点での印象は、旧材について相当に古い材が骨組をなす主材の多くに使用され、内

部の柱にも彫物がなされていた。社地南側には石鳥居、その東側に100年以上に思える老葉となったヒイラギ

の老木が、北側にはムクの大木が存在していた。新神社殿は、同じ神社地内西側に新築された。大ヒイラギ

は、引取られ高崎市上滝町の樹木愛護の篤志家により移植された。なお社地には桟瓦が散乱していたので瓦

葺社殿の時期があったのかもしれない。

社地は周囲より 30~40cm高所にあり、調査では厚い黒色土であったが、下方のAs-Bの位置から見ると盛

土であったらしい。

前身建物跡 （第72因、図版13)

現存の建物を解体して現われた状況が固版13-3段右の状態であった。安山岩切石土台には鉄筋が埋込ま

で社殿補強となっていた。写真左側コンクリート上に拝殿、向拝時の台石が、中央上下に20cm大の礎石が 3

個見え、右が本殿側である。続いてコンクリートの除去が行なわれ、現れたのが図版13-4左右、第72図の

状態であった。当初見えていた 3個の礎石は最終建物の礎石らしく、数cmの砂質土敷らしい土壌を写真清掃

のため除去したところ下方から前身建物礎石が、旧状に近い形で発見された。側柱外と基壇上縁との間には、
ねじ

90 • 60cmの平坦面が取付き、基壇外面は、粗粒安山岩を主材とした捻り積であった。捻り積みの普及は明治
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第 3篇 発掘された遺構と遺物

I ► 

B
 

1、明黄褐 (10YR6/6)現代ローム混じ

り客土。締る。礫多い。

2、黒褐 (10YR3/l)粗。 As-A含む。

2' は締る。

3、黒褐（10YR3/l)粗。 As-A含む。

やや保水性あり。

4、黒褐 (10YR3/l)礫多い。現代。

5、黒褐 (10YR3/l)礫多い。現代。ピ

三．ニール入る。

6、黒褐（10YR3/l)礫多い。現代。

7、黒褐 (10YR3/l)礫多い。現代。上

面にアスファルトあり。

8、黒褐 (10YR3/l) F P粒含む。少し

締る。

9、黒褐(10YR3/l)F P ・軽石粒やや

少ない。軟らか。

10、黒褐 (10YR3/l)軽石極めて少ない。
已

軟らか。最下部漸移的であるものの層

厚薄い。

11、黄褐(10YR5/6)再堆積ローム、小 L 

12：三：olOAYRs3/;)入Aる:-A含まず。少 □□，゜怠も 叫／

13、黒褐(10YR5/8)A s-B混を主とす

る。 13' は少し褐色味。 -------

14、黒褐 (1OYR3/1)As-B混。少し締 ¥¥--

：：：る。：：二ニ]ニ:：直B0を含まず。 口d
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第73図 神社前身建物の前代遺構図
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第4章 P西区調査の遺構と遺物
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As -B混じりの遺構状態

言d

第74図 神社初瀕期頃の追構図
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※列石2条の据え方はAs-B混中 虞d

O 1 : 60 2m 

時代以降である。この建物が旧材の元となっていた建物らしい。

神社前身建物の前代 （第73• 75図、医版74)

前身建物跡の上面から礎石下までAs-Aを含む黒色土であった（図版142段左）、 As-Aを含む土壌を取除

いた状態つまり As-B混りの上面であり 、第73図がその図化である。この面には、残存基壇の最終状態、そ

の内部には東西方向に並ぶ石組 2条を認め、．基壇外北北東に集石が存在していた。 2条の集石が前代建物の

土台受けであるのか否について、 北列の石組上面が平らに揃えられていた訳ではなく、明瞭にできなかった。

なお第73図中の基壇回りの囲続溝（溝跡66)は石積み化粧の据え方の溝で、As-A混り であるので前身の段
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第75図 神社遺構の遺物図

階に直結しそうにない。後の拝殿直下には、小礫が多く、建築物内と考えるより、開放的な状態を思わせる。

その際、床板張でない建築物内としての可能性はあっても良いが床状の硬化面は認め難かった。この面に関

連しての遺物は、第75図4があり、 18世紀中頃の小泉焼を思わせる軟質陶器製培烙である。

神社初源期頃 （第74• 75図、図版14)

第74図は、 As-B混り土中の状態（左）、 As-B混り土を除去した状態（右）である。 As-B混上面(As-

A泥下面）は石組の上面が顔を出していたのであり、実際には、 As-B混り最下面に据え方基部が存在して

いた場合が多いことがこの調査で明らかとなった。つまり本殿北東隅の集石は、東西に並ぶ石組の上面であ

り、本殿側前面の石組も据え方は、 As-B混下面にあった。 A.s-B混中の調査段階として El79の中途を東

西に幅78cmの溝が e+lm以南の神社の前庭様広がりが南北で530cm+a、東西で270cm+aで見ることがで

き、 As-B混り下面では、湾入状の掘り込みが最終状態として認められた。この面の遺物は古代遺物である。
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第 5章 P東区調査の遺構と遺物

P東区は、当遺跡こ南半北寄に存在する。以南が道路拡幅を兼ねる狭いトレンチ様の調査であったがP東

区から以北は取付きから新設本線部に相当するため調査地幅が急に広がる。 P東区は、 P大区 e~t 

174~1790からQ大区 a~e173~178に位置する。調査面標高は、 74.0~74.4mで、調査地長約95mに対し40

cm差である。調査前の土地利用は、畑地で、昭和54年測量の第 2同の状況と格子目状に改良整備された農業

用道路位置を除くと地境の大幅な変更は P東区については少なかった。地勢は南東下で、表土 ・耕作土 ・耕

作土下の黒色土の厚さは第196・198のように、北壁付近で耕作土は20cm前後、直下のAs-Bを含む黒色土も

20cm前後で、二次堆積のローム層上面まで達する。南壁付近で両層合せて70cm余りに達し、南側につれ黒色

土は層厚となる。調査は当初20m毎に lm幅のトレンチを設けて試掘を行なった。その結果、 P・Q区では

住居跡の集密度は顕著なもののP東区での密度は薄いこと、層厚は南に下るにしたがい深くなることなどが

ある程度予測できた。それを踏まえ表土層と、直下のAs-Bを含む黒色土を重機で除去した。

調査の結果、遺構数は住居跡46、溝跡32、土坑57、ピット508、井戸跡 6、火葬跡土坑 2、掘立柱建物跡16、

集石遺構 3、棚列 6を調査した。住居跡は古墳時代前期住居跡がP大区 k175から以北にかけ散在分布し、古

墳時代中期 ・後期の住居跡は皆無か薄く、奈良時代住居跡が散在的に 4カ所、平安時代住居跡はQ大区nラ

イン以南は粗な数であったが以北につれ序々に実数を増し、濃い状態となる。掘立柱建物跡は、大形柱穴で

構成された大形建物の一群と小形柱穴で構成された小形建物の一群、中世建物跡に分けられ、前例は、奈良

時代の掘立柱建物 8棟と棚列 l条である。後者は埋土に火山軽石を含む場合、見えない場合とがあり、見え

ない柱穴の場合は、古墳時代前期まで遡ることになるかもしれない掘立柱建物跡 ・棚列も含まれる。前者の

大形柱穴からなる掘立柱建物跡は、西壁以西に延びる掘立柱建物跡10• 9・15のうち 2棟が棟筋を揃え、掘立

15はそれに準じ、 3棟 l列並びとなっていっている。その東側には、梁行規模の異なる掘立柱建物跡13• 14 

の西側柱筋が揃い、列を成している。さらにその東側には、掘立柱建物11• 12が、棚列 9と合せ以東に延び

そうな形で、合計 3列目の配置構成となっている。掘立柱建物15• 9 • 10と同13• 14との間には、 6.9mの幅

で通路的空間が生じている。この掘立柱建物群の北方37.5mの位置には、桁行 1間の掘立柱建物跡 1が存在

し、桁行 1間であることは隣接地調査で延長上に柱穴は存在しなかったので、桁行 1間が四脚門であること

を確認している。門と南側建物群の間は37.5m間の空白が生じているが棚列 9が柱穴形態の類以性から共存

が考えられ、Q大区 C174に位置する住居跡42ほか 3棟の 8世紀の住居跡が供存の時期もあったと考えられ

る。そうした小数の供存遺構が存在していたとしても P東区掘立柱建物群の北側に広場的空間が存在したこ

とに変りない。ピット群のうち同建物群付近に存在したピットは、まとめることができなかったものの大形

柱穴が含まれ、同期 •関連遺構であった可能性が持たれる。中世に関しては、Q大区 b ライン以北を東西に、
まげし

中途で折れを持つ大溝が、かつての曲師と小林に広がる中世屋敷の集合体、外郭として可能性が持たれ、そ

の郭内に掘立柱建物跡 2などQ区にも広がる中世遺構が存在したとここでは考えておきたい。仮想定の理由

は、現在の曲師には、中世屋敷の外周溝を思わせる狭長な耕地や、屋敷溝が池として存在しているが環濠と

するには未発達であり、今回の調査地区はいずれも屋敷と外郭大溝との間に狭まれた屋敷外空間と推定され

るためである。この空間外、 P東区ではQ大区 Cライン以南には短少ながら芋穴を推測させる隅丸長方形土

坑が 9以上発見され、備蓄的畑地帯のようである。
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1. 51号ヒ°ット埋士。

2. 暗褐 （7. 5Y R3/3) 

ロック 10％混入。

3.褐（lOYR4/6) 

ロック40％混入。

4. 黒褐 (7. 5Y R2/2) 

5. 黒褐 （7.5YR2/2) 

ロック20％混入。

6. 黒褐 （7.5YR2/2) 

ロック40％混入。

7. にぶい黄褐 （10YR5/4) 

8. 2号掘立柱建物跡 P8埋士。

9. 52号土坑埋土。

10. 倒木痕の埋士。
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第77図住居跡 5遺物図

1、住居跡

住居跡 5 （第76• 77、図版17• 145) 

位置はQ大区 c • d 177 • 178にあり、調査面標高は74.3m付近である。重復は掘立建柱建物跡1• 2の柱穴

他、後出主体の柱穴群が重なる。規模は、南北330+acm、東西360+acm、南壁方向Nl2゚Eである。柱穴にピ

1 • 2もあり、坑 1に貯蔵穴の可能性もある。遺物は古墳時代前期の土器が多く、住居に直接関連か。

住居跡 6 （第78• 79図、図版17• 145) 

位置は P・Q大区境t • a 177 • 178にあり、調査面標高74.5m付近。重複に後出土坑50がある。規模は、

長軸270cm、短軸201cm、方向は長軸でN2°30'W。施設は東壁に竃・貯蔵穴・床下土坑がある。床層までAs-

B混り層は及ぶ。遺物は、第79図のとおり、 10世紀前半頃の土器類を中心に瓦もある。住居跡も同期である。

住居跡 7 （第80• 81図、図版18• 146) 

位置は P・Q大区境t • a 176 • 177にある。調査面は標高74.5m付近。重複は、北壁側を溝跡36が北寄り

を小土坑が切る。規模は長軸305+acm、短軸268cm、方向は長軸でN2°30'Wである。施設は東壁に竃・貯蔵穴

がある。遺物は第81図のとおり 8• 9を除き 9世紀終末の土器が多い。住居跡も同期である。

住居跡 8 （第82• 83図、図版18• 146) 

位置は P大区 s177にある。調査面は標高74.45m付近。重複は後出の坑56がある。規模は長軸387cm、短軸

321cm方向は長軸でN°O゚である。施設は東壁に竃、掘方で貯蔵穴・床下坑が見つかっている。遺物は第83図

のとおり、 10世紀前半の土器を主とし、住居跡も同期である。
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黒褐 (10YR3/l) As-B少址含む。下部は少ない。

黒褐 (lOY R3/l) 少し還元し、締まる床面。

黒褐 (!OY R3/l) 少しローム土壌化。黄色味帯びる床面。

黒掲 (10YR3/l) 木炭粒含む。軟らかい。

灰黄掲 （lOY R4/2) ローム土壌化。掘方埋土か。

旧竃埋士。

ゞ`、

へ 三6 

―・ヘここ，、三／、＿

旧竃

゜
1 : 30 lm 

△. 74.5m ベ．＿
竃

1.黒褐 (IOY R3/l) 

2. 黒褐 (IOYR3/l) 

破壊関連。

3. 黒褐 (lOY R3/l) 

支脚抜き取り穴。

4. 黒褐 （IOY R3/l) 

焼士 ・木炭粒少量含む。竃破壊埋土。

焼土 ・木炭粒僅か含み、やや締まる。竃

ほとんど焼土、木炭含まず。竃破壊関連。

焼土 ・木炭粒含まず。

5. 褐 （lOY R4/4) 焼士 ・木炭粒、少星のロームプロック含

む。旧住居の焼土 ・木炭粒多く含む。やや締まる。

6. 黒褐 (10YR3/l) 軟らかい住居埋土。

7.黒褐 （10YR3/l) 焼士 ・木炭粒含まず、やや締まる。

8. 褐 （lOY R4/4) ローム土壌化と土壌化したブロック含む。

掘方埋土。

第78図 住居跡 6遺構図

住居跡 9 （第84• 85 • 86図図版19• 147) 

位置は P大区 s• t 178 • 179に、調査面は74.45m。重複は後出の住居跡10、坑73がある。規模は、南北長

620+a、東西467+a、方向は東壁下でN26゚30'Wを測る。施設としては柱穴ヒ°1・2を調査した。遺物は第86

図のとおり古墳時代前期の土器類があり、住居跡も同期である。
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竃
I. 黒褐 (IOY R3/l) 焼士 ・木炭粒僅か含み、 As-B含む。

耕作関連か。

2. 黒褐 (IOYR3/l) 焼上・木炭粒僅か含む。As-B含まず。

遺構か。

3. 黒褐 (IOY R3/l) 焼土・木炭粒僅か含む。As-B含まず。

やや締まり、袖材か。

4. 黒褐 （IOYR3/l) ほんの僅か焼土粒含む。粘性あり 。

1. 黒褐 (lOY R 3/1) As-B多く含むが、下部は少ない。

2. 黒褐 (lOY R3/l) 少し還元した床面。少し締まる程度。

3. 黒褐 (lOY R3/l) As-B含まず。

4. 灰黄褐 （lOY R4/2) ロームブロック含み、その土壌化を

主とする掘方埋土。

5. 灰黄褐 (10YR4/2) 4層より少し褐色味おびる。

6. 黒褐 (10YR3/l) ロームプロックを主とする掘方埋士。

゜
1: 30 lm 

5. 黒褐 （lOY R3/l) ほんの僅か焼土粒含む。粘性あり 。掘

方埋士か。
6. 黒褐 (10YR3/l) やや締まる。床にしては位置が高い。

7. 黒褐 （lOY R3/l) 焼土・木炭粒含まず。やや締まる。

8. 褐 （lOY R4/4) ロームプロック含む。

9. 黒褐 (10YR3/l) 焼土・木炭粒含まず。住居埋土か、締

まりに欠ける。

第80図住居跡 7遺構図

住居跡10 （第87• 88 • 89、図版19• 148 • 149) 

位置は P大区 s178・179に、調査面は、標高74.5m。重複はヒ°92が後出して重なり 、西半は調査外である。

規模は、南北289cm、東西208+am、方向は東西軸でN90゚EWを測る。施設として東壁に鼈跡が、床面で埋

まり込んだ状態で貯蔵穴上面で、掘方できさらに規模を広め、竃前に床下坑が存在していた。遺物として、

床面から10世紀中頃から後半の須恵器類が出土し、住居跡も同期である。
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住居跡11 （第90• 91図、図版20• 150) 

位置はQ大区 al75・176にあり、調査面標高74.4m。重複は掘立柱建物跡 5のピ2• 6とピ150・溝51• 54が

後出して重なり、掘方調査時にピ134・141が発見された。規模は長軸で294cm、短軸で266cm、方向N8゚Eを測

る。施設は東壁に竃・床より 29cm深い貯蔵穴・床下坑がある。直結遺物は10世紀前半である。

住居跡12 （第92• 93図、図版20• 150) 

位置は P大区t175にあり、調査面標高74.5m。重複は住居跡22・23に後出し、同13に切られる。規模は長

軸で335cm、短軸で219cm、方向8゚30'Wを測る。施設は東壁に竃、床より 28cm深い貯蔵穴、床下坑がある。直

結遺物は第93図13• 14の床出土からすれば10世紀前半である。

住居跳13 （第94• 95図、図版20• 150) 

位置は P大区 st 175 • 176にあり、調査面標高74.3m。重複は住居跡23を切って存在する。規模は長軸で

358cm、短軸で266cm、方向N4°Wを測る。施設は竃跡見えず、床面より 27cm深い貯蔵穴らしき小凹みを南東隅

で見い出した。遺物は掘方中から 9世紀後半頃の第95図4• 5があり、関連性はある。

住居跡14 （第96• 97図、図版21• 150) 

位置は P大区 rs 176にある。倒木中の硬化面を住居跡床と考えたが、後日倒木と判明。
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3. 明黄褐 (lOYR6/6) ロームブロックを主とする。

4 にぶい黄褐 (10YR4/3) 焼土 ・木炭粒含まず。ローム漸移

層様。

5.黒褐 (lOY R3/l) 焼土・木炭粒含まず、粘性あり 。やや締

まり、 15号住居跡の床面。

6.黒褐 （10YR3/l) 焼士 ・木炭粒含まず、粘性あり。締まる。

袖材。

7.にぶい黄褐 （lOY R4/3) ローム漸移層。締まる。袖材。
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を少星混える床面。
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3.灰黄褐 （IOY R4/2) ローム漸移状。
3'. 灰黄褐 (IOY R4/2) ローム漸移状。

4. 43号溝埋士。
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ロームブロック含む。軟らかく、締まる。根ぐされか。
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住居跡15 （第98• 99図、図版21• 150) 

P大区 r• s 176・177にある。大半にAs-B混り、土坑の可能性あり。長辺284cm、東壁でN28'Wを測る。

住居跡16 （第100• 101図、図版21• 151) 

位置は、 P大区 r178・179、調査面は74.5m。菫複は住居跡52を切り、溝跡48と住居跡28の竃に切られる。

規模は南北302+acm、東西120+acm、N11°Wを測る。施設として東壁に竃が設けられ、掘方には、鼈前の掘

り込みが見られる。遺物は第101図のとおり 10世紀前半の土器が直接的である。瓦は 8世紀代の11があり、 10

は9世紀前半の瓦で、廃瓦の利用らしい。

住居跡17 （第102• 103図、図版21• 151) 

P大区 r177・ 178にあり、調査面は74.5m。重複は溝43が切るほか上面までAs-B混りである。施設はな

く住居跡として明確でない。規模は長軸で302cm、短軸で208m、方向短軸でNTW。遺物は9・10世紀である。

住居跡18 （第104図、図版22)

P大区 r8・ s 177にあり、調査面は、 74.45m。重複は住居跡 8と井戸跡 3によって切られる。痕跡のみで

施設はない。規模は東西で243+acm、南北で223cm、方向西壁でN11°Wを測る。

住居跳19 （第105図、図版22)

P大区 s176にあり、調査面は74.45m。重複は住居跡15が切り、上面までAs-B混り土が及ぶ。施設はな

く、住居跡として明確でない。規模は北壁下で258cm、短軸で210cm、方向は短軸でN20°Wを測る。遺物の出

土は微弱であった。
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1. 黒褐 (IOYR3/l) 焼土 ・木炭粒僅かに含む。
2. 明黄褐 （lOY R6/6) ロームプロック。
3. 黒褐 (IOYR3/l) 焼土 ・木炭粒僅かに含む。掘方埋土か。
4. 黒褐 (IOY R3/2) ローム漸移よりも色調暗い。人為埋土。
5. 黒褐 (10YR3/l) 焼士 ・木炭粒含まず。締まる。袖部。
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7
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ー
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褐
褐
褐
褐

黒
黒
黒
黒
黒

(IOYR3/l) 

(JOY R3/l) 

(IOYR3/2) 
(IOYR3/l) 
(IOYR3/l) 

5層よ り暗く、締まる。袖部。
上部はAs-B含み、下部は少ない。
焼土 ・木炭粒含まず。自然堆積か不明。
焼士 ・木炭粒含み。締まる。
9号住居跡床面か。灰色がかり、締まる。

第87図 住居跡10遺構図

住居跡20 （第106• 107 • 108図、図版22• 151) 

位置は P大区 s• t 174 • 175に、調査面は74.3m。重複は住居跡12• 36、溝跡51• 52 • 54に切られる。施

設は、北西隅に床面より深さ54cmの貯蔵穴、柱穴ピ1・2・3を見い出した。床面際までAs-B混りはおよび床

層も南西隅の倒木凹内数面にも存在し、調査困難であった。規模は、東西420+acm、南北433+acm、方向は

西壁でNl4°Wを測る。遺物は第108図があり、床下 ・床出土遺物は古墳時代前期で、住居跡も同期。

85 



第 3篇 発掘された遺構と逍物

1/---=--------j二—ミミ
1 
10住埋lt>.8口晶恥97胃□□ロニ7

ロ 多らロ
10住埋ぬ41

口ー
10住埋

¥ I ~// 
＼下二~/6

10住埋ぬ27

＼ 口三ぬ37

、 | ／ク

‘―-==ジ /8 
I 10住埋上

層ltl.54

9、 1 / 

＼ ニプ，
I 10住床tt>.22

＼戸三三//// IO 

10住貯埋ぬ119こ 3

＼ロニ//2/

10住埋ぬ9

ごヽ

二1
9
1
5

疇

．
 

ー

1

＼ ＼ 

14 
10住埋1h32

゜
I : 3 10cm 

第88図住居跡10追物図

86 



第 5章 P東区調査の遺構と遺物

凶／
¥_ J ¥ 

ー ロ住埋上層め．62

I/ 17 
10住埋No.19

¥、三:Y

I 18 
10住埋lb71

I I 
I I 

I I 
I I 

| 

こ：

21 
10住埋rt>.30

23 
IO住床!t>.16

□ ¥¥19 10住埋ぬ52

、 、、、ミ

25 
10住床ぬ15、竃上層~.69

/ 
・/ ロ

こニニ〉／

I I 
I I 

I I 

こニニ］，，：，， 1

゜

2014 
lhi 

＼

蒻
¥_
-10 

＼

＼

 

ヽ

＼
 

ー
ー
＼
‘
ト

ヽ
＼

ヽヽヽ
‘

I

‘ヽ

ー

22 
10住埋ぬ74,竃埋N:J.96

24 
10住埋上層ぬ17、埋l'b.72、
床め．lか竃l'b.107

26 
10住竃袖芯No.99

16~20=1: 3 
21~26=1 : 5 10cm 

25cm 

第89図 住居跡10遺物図

87 



第3篇 発掘された遺構と遺物

玉 —---=←
言

A バ
一

゜
，
 

、'
‘

、'

,'‘

、‘
-‘
 

'

0

 
,‘
 

',
 

｀
 

‘、

,‘‘,
'
,̀
9
,
 ．．

 

．．
 

．
 

。
9

.
 c

 

礼`9
L
-

叫
74. 5m 

A 
1 1 1,  2 5 3 2 

1 2 
三

゜
1 : 60 2m 

し一三
毬

A
 一

•A•. 

．
 

U
I
g
．
マ
L

'° i o:ii 

A 74. Sm 

5ここここ三汽／5 ゜
1 : 30 lm 

竃
1. 黒褐 (10YR3/l) 
2.黒褐 (10YR3/l) 

や締まる。
3.黒褐 (10YR3/l) 

や粘性あり 。袖材。

4. 黒褐 (10YR3/2) 

袖材。
5. 黒褐 （10YR3/l) 焼土 ・木炭粒含まず。住居埋土。

6. にぶい黄褐 （lOY R4/3) 焼土 ・木炭粒含まず。住居

掘方埋土かローム漸移か不明。

7.黒褐 （10YR3/l) 焼土 ・木炭粒含む。竃破壊土。

8. 黒褐 (10YR3/l) 焼土 ・木炭粒含む。構築間詰材か。

9. 黒褐 (10YR3/l) 焼士粒僅か含む。やや締まり、灰

色気味の床。

10.掘方埋士。

焼土 ・木炭粒含む。竃破壊士。

焼士 ・木炭粒含む。竃破壊土。や

l. 黒褐 （IOYR3/l) 左側は上面As-B少員含む。全体にやや粗質。

2. 黒褐 (10YR3/l) 焼士粒僅か含む。やや締まり、灰色気味の床。

2'. 黒褐 (10YR3/l) 焼士粒僅か含む。やや粗質。

3. 黄褐 （IOYR5/6) ロームプロック多く含み、締まる。床の一部。

4. 黒褐 （IOYR3/l) 焼土粒少最含み、全体に粗質。貯蔵穴埋土か。

5. 黒褐 （IOYR3/l) 粗粒焼土僅か含む。やや締まり、床面様。

6. 黒褐 （IOY R3/l) 焼土粒含まず。粗質で、軟らかい。

7.黒褐 （IOY R3/l) ロームプロック (2mm大）多く含み、やや締まる。

8. 黒褐 （IOYR3/l) ロームブロック、焼土粒含まず。やや締まる。

9. にぶい黄褐 (lOY R5/4) ローム漸移層様。軟らかい。

10. 黒褐 （10YR3/l) 焼土粒含まず。粗質で、軟らかい。

II.ロームプロック、根跡様。

12. 掘方埋士。

少し灰色がかり、やや締まる。や

焼土 ・木炭粒含む。やや締まる。
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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2. 黒褐 (lOY R3/l) ローム小ブロック含む。

少し還元気味の床面。やや粘性あり 。

3.明黄褐 (IOYR6/6) ロームプロック含む。

4. 褐 （10YR4/4) ロームプロック 、その

土壌化。掘方埋土か。

5. 黒褐 (10YR3/l) やや粘性あり、灰色味

がかる。やや締まるが、床か不明。

6.黒褐 (lOY R3/l) ローム小ブロック多く

含む。

7. 22号住居跡埋士。

8.黒褐 （lOY R3/l) 少し還元気味の床面。

締まる。

9. にぶい黄橙 （lOY R6/3) 地山の粘性。漂

白ロームプロック多く含む。締まる。

ĉo I 

ca i 

A' 

．
 

E
V
.
V
L
 

叫

A 74. 4m 

Q
a
 

A
2
0
Q
 

土D
 

1 

4 I~ 

3 

C 74. Sm 
． ． 

｀ ゜
I : 60 2m 

竃

l. 黒褐 (10YR3/l) 焼士 ・木炭粒含まず。やや粗質。

2. 黒褐 （lOY R3/l) 焼土 ・木炭粒含む。竃破壊埋士。

3. 黒褐 (10YR3/l) 焼士 ・木炭粒少最含む。竃破壊埋土。

4. 黒褐 （10YR3/l) 焼土粒僅か含む。やや締まり、やや粘

性あり 。袖材。

4'. 黒褐 (lOY R3/l) 焼士粒含まず。やや締まり 、やや粘性

あり。袖材。

5.黒褐 （lOY R3/l) 焼士 ・木炭粒含む。

6. 黒褐 (10YR3/l) 焼土 ・木炭粒含む。やや粗質。

7. 黒褐 （10YR3/l) 焼士 ・木炭粒少最含む。天井崩落土か。

8. 黒褐 （lOY R3/l) 少し還元気味の床。粘性あり 。

9. 明黄褐 (10YR7/6) 漂白したロームプロックと黒褐色士

との混合土。粘性あり。
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l. 黒褐 (IOY R3/l) 
1: 黒褐 (IOY R3/l) 

2.黒褐 （IOY R3/l) 
3. 黒褐 （IOYR3/l) 

4.褐（IOYR4/4) 

5.黒褐 (IOYR3/l) 

5: 黒褐 （IOYR3/l) 

6.黒褐 （IOY R3/l) 

7. 12号住居跡埋土。

8. 23号住居跡埋土。

As-B混じえる。士層断面交点部分を除き焼土 ・木炭粒含まず。軟らかい。

As-B混じえる。土層断面交点部分を除き焼士 ・木炭粒含まず。軟らかい。

焼士 ・木炭粒含まず。少し還元気味。やや締まる。

焼士粒含み、下部は軽石か。やや締まり、床面疑似。

ローム漸移。軟らかい。

土層断面交点部分に、焼土 ・木炭粒含む。少し軟らかい。

軟らかい。

黒味がかり 、軟らかい。倒木の黒色土か。
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住居跡22

位置は、

（第109• 110、図版22• 151) 

P大区 st 175 • 176、調査面標高74.3m。重複は溝跡54• 51 • 52、住居跡12・倒木によって切ら

れる。施設は東壁に竃が設けられる。規模は北壁下で248cm、南北残存床232+acm、方向は北壁で88°45'Eを

測る。施設は東壁に竃が取り 付く 。掘方図トレス漏、径138cm、深17cmの床下坑、貯蔵穴あり 。遺物は第llO

図のとおり 、貯蔵穴出土ほか10世紀前半頃の須恵器で、住居に直結する。
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1. 黒褐 (IOY R3/2) As-B含み、部分的に床プロックを含む。
2. 黒褐 (IOY R3/2) 床面、締まる。
3.灰黄褐(IOYR4/2) 1層のプロック、ローム士壌化を含む。
4. 灰黄褐（IOYR4/2) ローム漸移陪状。
5. ロームであるが、掘方埋土か不明確。
6. 107号ピット埋土。
※調査時ては14号住居跡として取り扱ったが、後に倒木痕と判断
した。
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1. 黒褐 (10YR3/l) As-B粒上部に多く含み、床面プロック含む。
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2. 黒褐 (lOY R3/1) 少し還元気味の床。上部As-B含む。
3. にぶい黒褐 （10YR5/4) 床面ブロック含み、上部As-B含む。士壊化したローム少最入る。

第98図住居跡15遺構図
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第99図 住 居 跡15遺物図

住居跡23 （第111• 112図、図版23• 152) 

位置は、 P大 区tl75・176に、調査面74.4mである。重複は住居跡12• 13に切られる。規模は南北245+ a

cm、東西285cm、方向は中軸でNl0W を測る。掘り方は浅く凹み、南西隅部あらわれる。遺物は第112図のとお

り、 10• 11 • 13など床・掘方埋土遺物は10世紀初頭にあり、住居に直結すると考えられる。
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黒褐 (10YR3/l) 漆喰状の臼色プロック含む。ビニール入る。

黒褐 (10YR3/l) As-A・ B含む。粗質。

黒褐 (lOY R3/l) As-B含む。

黒褐 （10YR3/l) As-B含まず、やや締まる。28号住居跡床。

黒褐 （10YR3/1) As-B含まず、やや締まる。

にぶい黄褐 （!OY R4/3) ローム漸移的な掘方埋土。

黒褐 (lOY R3/l) As-B含む。粗質。
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第100図

住居跳24

住居跡16遺構図

（第113図、図版23)

位置は P大区 r176・177にあり、調査面は74.4m。重複は溝39が切る。規模は、南北217+acm、東西265cm

を測る。施設なく、第113図の掘方では、浅い凹みあり。遺物は極めて少なく。住居跡として疑問。
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第101図住居跡16遺物図

住居跡26 （第114• 115図、図版23• 152) 

位置はQ大区b175 • 176、調査面74.25m。里複は住居跡45を切り、住居跡27・溝跡36に切られる。 住居跡

としては、中世の溝跡36に立上りも削られ痕跡であった。規模は東西で推定336cm、南北推定247cm、方向は

中軸でN88°Wを測る。施設としては貯蔵穴があり、床面存在時は埋没していた。竃は東壁に設けられ竃石材

の抜取りらしき小穴が浅く残される。遺物は第115図のとおり、床出土の 3、竃掘方出土の 4など 9世紀終末

の土器がこの住居に直結する土器類と考えられる。同図 5は鏃で鼈掘方埋土中、右壁中から出土しており作

為的に納置されたかもしれない。
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l. 黒褐 （10YR3/l) 上面にAs-B粒含み、還元気味の床ブロック多く混じえる。

2. 掘方埋士。

第102図住居跡17遺構図

ーニ／
、、 I ／ク 1

17住埋上層rti.2

第103図住居跡17遺物図

座標北

8住

178 

十Ps

3井戸

.,:i 

二/2暉/

7
 

＿

／

／

ノ

l

□
〗

゜
I : 60 2m 

ー

＜
 

I

□
i

_

J

I
NIーー
・

ー

/、三/‘3
17住床rti.21

゜
1 : 3 10cm 

:.:! 

15住

-< i 掘方
<i:i 

゜
1 : 60 2m 

゜
1: 60 2m 

1.、黒褐 (lOYR3/1） 上面にAs-B粒含み、還元気味の床

プロック多く混じえる。

2.掘方埋土。

第104図住居跡18遺構図

96 

1. 黒褐 （IOYR3/l) 上面にAs-B粒含み、還元気味の床。

プロック 多く 混じえる。

2. にぶい黄褐(IOYR5/4) やや黒い、土壌化したローム。

掘方埋土か不明。

3.注記もれ。

4. 掘方埋土。

第105図住居跡19遺構図
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/ 1.黒褐 (10YR3/l) 軽右含む（As-C、Hr-FPか）。

2. 明黄褐 (lOY R6/8) 地山ロームプロック。軽石ほ

とんど含まず、黒褐色士プロックとの混合土。
3.黒褐 （10YR3/l) 軽石含む。締まり強い床面。
4.明黄褐 (10YR6/8) 締まり強い床面。
5.黒褐 （10YR3/l) 軽石含む(As-C、Hr-FPか）。

6.黒褐 （lOY R3/l) ローム粒含み、少し硬い床面。
7.黒褐 (10YR3/l) 6層より黒色味あり、中央に15

cm前後の軟らかい箇所あり。柱穴と柱痕か。

8.土壌化 したローム。
9. 黒褐 (10YR3/l) 

む。周溝か。
10.明黄褐 (lOY R6/8) 

とする。
11. 黒掲 （lOY R3/l) 

鼠含む。
12.黒褐 （10YR3/l) 砂質気味で、ロームプロック少

菫含む。 12層より軟らかい。
13.黒褐 （lOY R2/2) 細粒白色軽石、ローム粒含む。
14.黒褐 （lOY R2/2) ロームプロック（径 1~2 cm)少

最含む。
15.灰黄褐 （10YR4/2) ロームプロック（径 1~3 crn)、

白色軽石多く含み、少量の焼土・木炭粒含む。
16.黒褐 （10YR3/2) ローム粒、白色軽石、焼土・木

炭粒含む。
17.黒褐 （10YR3/2) 

白色軽石含む。

18. 黒褐 (lOY R3/2) 

19.黒褐 (10YR2/2) 
20.黒褐 (lOY R2/2) 

21.黒褐 （lOY R2/2) 
22. 黒褐 (lOY R2/2) 

23. 黒褐 (lOY R3/2) 
24.黒褐 (10YR3/l) 

25. 暗褐 (lOY R3/3) 
26. 黒褐 (lOY R3/2) 

6層より締まり弼く、木炭粒含

ロームブロック、土壌化を主

砂質気味で、ロームプロック少

ー
ロームプロック（径 2~5cm)、

ローム粒少鼠含む。
ローム粒少祉含む。
ローム粒多量含む。

ロームブロック（径3~5cn)含む。
ロームブロック（径3~5cn)含む。

白色軽石少量含む。
ローム粒、焼土 ・木炭粒含む。

白色軽石少最含む。
少量のロームフロック含む。

第106図 住居跡20遺構図
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1. 灰層 灰色土、紺色土、焼土粒含む。

2.黒褐 (IOY R3/l) ローム小プロック（径 1~3 cm)の混合土。

床面。

3.暗掲 （IOYR3/3) ローム粒、白色粒子多く含む。

4. にぶい黄褐 （IOY R6/4) 軽石粒（径 1~2 cm)の攪乱層。

5. 暗褐 (IOYR3/3) 細粒白色軽石、ローム粒、少最の焼土粒

含む。

6. 暗褐 （IOY R3/3) ロームプロック（径 2~3cm)多く含み、

炭化物片含む。

※4 • 6層は、倒木の逆転堆積による。

゜
I : 30 lm 

第107図住居跡20炉跡遺構図
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第108図住居跡20遺物図

住居跡27 （第116• 117図、図版23• 152) 

位置は、Q大区 b175 • 176にあり、調査面74.0m。重複は、住居跡26を切り、溝跡36によって大半が削り

取られる。規模は南北は推定185+acm、東西llO+acmを測る。施設として東壁に竃跡が南東隅部に貯蔵穴が

ある。遺物は、第117図のとおり、貯蔵穴掘方埋土出土の1• 3 • 4からすると 10世紀初頭頃の土器が住居跡に

直接関連したと考えられる。

なお以西に別住居跡がもう 1棟存在したかもしれない可能性が、第116図南立上り西方細線にある。
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1. 黒褐 (lOY R3/l) 上部As-B粒含む。

2. 12号住居跡埋士。

3. 51 • 52号溝埋土。

4. 54号溝埋土。
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îo I 

A "'i 

且l

叫
74. 5m 

A' 

三
゜

1 : 30 lm 

竃

l. 54号溝埋士。

2. 黒褐 (10YR3/l) 焼土・木炭粒含む。

3. にぶい黄褐 (10YR4/3) ローム漸移状である

が、やや締まる。

4. 黒褐 (JOYR3/l) 焼土・木炭粒少枇含む。

5. 黄褐 （10YR5/6) ロームプロックを主とする。

6. 51 • 52号溝埋土。

7. 43号住居跡竃掘方埋士。
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第109図住居跡22遺構図

／口：二□三／ ＼ □□ー／
;2住埋上層ぬ3 22住掘方埋 ‘、 | /I 3 

22住掘方埋

□□ ,;..//／ ＼二二:::
22住掘方埋 I 22住貯埋比．4

＼二三グ，，，，ク：

6
 

ぬ埋
5
貯住2

 
2
 

／
 

／

／

 
／
 

／
 □

 

ー

、

‘

I 22住貯埋ぬ6

fー公` ‘

賃冒：＼
ヽ~

゜
1 : 3 10cm 

第llO図住居跡22遺物図

住居跡28 （第118図、図版24)

位置は P大区 r178・179に、調査面は74.35m。重複は住居跡16が先行し、溝跡48に切られる。下方の一部

は、住居跡16の貯蔵穴の可能性があると考えられるが分別困難であった。住居跡16と分離を可能としたのは、

住居跡の右袖の粘土材が切られていたためである。土器は少量出土している。住居跡16が10世紀前半頃の遺

物の出土があるので、それ以降の住居跡と云うことになる。
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上部にAs-B、焼土粒含む。

焼土 ・木炭粒僅か含み、部分的にロームブロック混じえる。灰色がかり、少し還元し、締まる床面。
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2. 黒褐 (10YR3/l) 

3. 12号住居跡埋士。

4. 13号住居跡埋土。
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※調査時には既に削平されており、床面に硬化したブロックが広
がっていた。
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A 74.4m 

゜
1 : 60 2m 

1. 黒褐 （lOY R2/3) 
2.黒褐 (10YR2/3) 

ク全体に混入。
3.黒褐 （lOY R2/3) 白色粒子（径 1~2mm)、明黄褐色土プロック
（径～ 1cm)全体に混入。 2層よりも密度低い。

4.黒褐 (lOY R2/3) 白色粒子（径 1~2mm)、明黄褐色土プロック
（径～3cm)全体に40％混入。

5.黒褐 (10YR2/3) 褐灰粘質士(10YR4/l)、白色粒子（径～1mm)、
明黄褐色土ブロック少最含む。粘質士が士坑の周囲と底面に巡る。

6.黄 （2. 5Y7/8) 乱されている。白色粒子、小石混入。

7. 36号溝埋土。

白色粒子（径 1~1.5mm)全体に混入。
白色粒子（径 1~3mm)、明黄褐色土小プロ ッ

竃
1. 黒掲 (10YR3/l) 

破壊埋土。
2.褐灰 (10YR4/l) 
まる床状。粘性あり 。

3.黒褐 (10YR3/l) 
4. 黒褐 (10YR3/l) 

5.掘方埋士。

6. 45号住居跡埋土。
7. 36号溝埋土。

焼土 ・木炭粒含み、ロームブロック多く含む。

焼土 ・木炭粒僅か含む。少し還元気味の、締

焼土 ・木炭粒見えず、掘方埋土か。
3層に似て少し軟らかい。

第114図 住居跡26遺構図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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1. 黒掲 （lOY RZ/3) 白色粒子（径～ 1皿）混入、明黄褐色土ブロック僅か含む。

2. 黒褐 (lOY RZ/3) 5層よりも白色粒子少なく、明黄褐色土プロック多く含

み、焼士含む。
3.黒掲 (lOY RZ/3) 明黄褐色土ブロック（径 1~2 cm)全体に混入。締まる。

<i <i 

竃
1. 黒掲 (lOY R3/l) 焼土粒（径 1cm)、灰を多量に混じえる。
2. 黒褐 (lOY R3/l) ローム粒（径0.5cm）、少籠の焼土粒混じえる。

゜
1 : 30 lm 

第116図 住居跡27遺構図

27住貯掘方埋No.7 ¥ 'に参虹字ヽ 方埋No.8

ー ／ 、三三住埋、Qb-175G

ヽ、一7 ,’―/ 2i住貯掘方埋No.6・10 tiミ訟 。 1 : 3 10cm 

第117図 住居跡27遺物図
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ペ第118図住居跡28遺構図
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51住

A 74. 3m 

~-
1. 黒褐 （10YR3/l) 軽石、焼土 ・木炭粒含む。
2. 黒褐 （10YR3/l) 少し還元気味の、床面。粘性あり 。
3. 黒褐 （10YR3/l) ローム小ブロック含み、掘方埋士。
4. にぶい黄褐 （JOYR5/4) ローム上壌化の貼床。

第119図住居跡30遺構図

竃
1.黒褐 （lOY R3/l) 焼土 ・木炭粒含む。やや粗質。竃破壊埋土か。
2. 黒褐 （10YR3/l) 焼土 ・木炭粒僅か含む。締まる。
3. 掘方埋土。

＋ 

且
ご

/ ≫入 ーよ｝h----._ c' 

A' 

ソ

ェI匿］ 炭化物
C 

下層床面
74. 3m 

6 7 

ー下ご

゜5. 55号溝埋土。

6. 黒掲 （10YR3/l) 焼士粒含む。やや締まる。
7.にぶい黄褐 （JOY R6/4) ローム漂白化、粘性あり 。
8. 黒褐 (lOY R3/l) ローム小ブロック含み、やや締まる。

1 : 60 2m 
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第3篇発掘された遺構と遺物

住居跡30 （第119• 120 • 122図、図版24• 153) 

位置は P大区 r• Q 176に、調査面は標高74.3m。重

複は、住居跡51・溝跡55に切られる。規模は南北302cm、

東西276cm、方向は長軸の南北でN8゚30'Wを測る。施設

として東壁に竃、南東隅に床面より深さ20cmの貯蔵穴

が、同穴は、床面ではほとんど埋没している。遺物は

第121図4• 5など前代遺物の除き床面出土を捉えれば、

9世紀前半頃に特定される。

゜
1 : 60 2m 

住居跡31 （第123• 124図、図版24• 153) 

位置は P大区 o • r 177 • 178に、調査面は標高74.3

m。重複は、溝跡56と現代穴跡が切っている。規模は

南北285+acm、東西250+acm、方向は東壁付近でN12°

15'Wを測る。施設は東聖に竃痕跡、床下坑が存在した。
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竃
1.黒褐 (10YR3/l) As-B粒含む。粗質。55号溝埋土。

2. 黒褐 (10YR3/l) 焼土 ・木炭粒含む。

3. にぶい黄褐 （lOY R5/4) 焼土・木炭粒少最含み、土壌化したローム士主体。

4. にぶい黄褐 (10YR5/4) 焼土 ・木炭粒少鼠含み、士壌化したローム土主体。

3層より僅か黒味がかる。

5.にぶい黄褐 (10YR5/4) ローム漸移状。軟らかい。

6. 黒褐 (IOY R 3/1) ローム小プロック混じえた掘方埋土と上面床。

7. 黒褐 (10YR3/l) 灰含み、色調暗い。

8. 黒褐 （10YR3/l) 上面は焼土化し、焼けて硬い。

匿］ 炭化物

掘方

゜
1 : 30 lm 

第120図住居跡30遺構図

遺物は第124図のように同図 4の墨書土器を含む10世紀末の一群であり、住居の機能時でもある。当遺跡の平

安時代集落では最末期の存在で、この期の存在数は少ない。
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第121図住居跡30遺物図
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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第122図住居跡30遺物図

住居跡32 （第125因、図版25)

位置は P大区 o • rl74 • 175、調査面標高74.45m。重複は溝跡39が切る。住居跡としては、痕跡状態で、

゜
1 : 3 10cm 

施設などは見い出せない。東壁下長243+acm、西壁方向Nl9°45'W。遺物は微弱であった。

住居跡33 （第126• 127図、図版25• 153) 

位置は P大区qrl74 • 175、調査面標高74.3m。重複は溝跡40が切る。住居としては、痕跡状態で、施設

は見い出せない。南北196+acm、南北269+acm、方向は南壁でN64'15'Eを測る。遺物は第127図のとおり床

面出土に古墳時代前期の同図2• 5があり、住居に直結すると者えられる。

住居跡34 （第128図、図版25)

位置はfl75、調査面標高74.3m、重複は現代穴が切る。規模は、南北で245cm、東西85+acm、方向は西壁

でN3゚30'Eを測る。遺物は微弱であった。

住居跡35 （第129• 130図、図版25• 154) 

位置は n175、調査面標高74.3m。重複はないが、東半が調査地外に出る。規模は、南北262cm、東西で72+

acm、方向N1°Wを測る。施設としての注意点は、床層から掘方までが深いことにあり、第129図は掘り方状

態を示すがその中で中央が擢鉢状態となる。遺物は、第130図 1が9世紀前半頃である。
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1 : 30 lm 

l. 黒褐 (JOY R3/l) 少し還元し、硬い床面。
2. にぶい黄褐 （JOY R4/3) ローム層との漸移的。
2'.にぶい黄褐 （lOY R4/3) 硬い床。
3.黒褐 （10YR3/l) 締まりなく 、根の攪乱か。
4. 黒褐 （10YR3/l) As-B含む。
5. 黒褐 （10YR3/l) やや締まり、住居掘方埋土。
6.現代土坑埋土。

竃
1. にぶい黄褐 （10YR4/3) 
み、下面には含まず。

2. 掘方埋士。
3. 55号溝埋土。

上面には焼上 ・木炭粒含

c
 

74. 3m 

三

白色粒子（径 1~2mm)混入、 軟

゜
1 : 60 2m 

床下土坑
1. 黒褐 （lOY R2/2) 
らかい砂質。床層。

2.暗褐 （10YR3/3) 白色粒子（径 1~3mm)混入、地
山ブロッ ク含む。砂質。

3.暗褐 （lO_Y R3/3) 白色粒子（径 1~3mm)混入、地
山プロック含む。砂質。 2層よりもやや明るい。

第123図

住居跡36

住居跡31遺構図

（第131• 132図、図版25• 154) 

位置は P大区 st 17 4 • 175、調査面は74.25m。重複は溝跡39が埋土上層を切る。規模は、南北で305cm、

東西で115+acm、方向は西壁でN17゚30'Wを測る。掘り方は、溝状の凹みが壁も整合性弱い形で設けられてい

る。遺物は第132図中床面出土の同図3• 4 • 7に拠れば 8世紀中頃の生活が考えられる。

住居跡37 （第133• 134図、図版25• 26 • 154) 
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第124図 住居跡31遺物図
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1. 黒褐 (IOYR3/l) 

2. 黒褐 (IOYR3/I) 

3. 黒褐 （IOY R3/I) 

4.黒褐 （IOYR3/I) 

5. 黒褐 （IOY R3/l) 

締まる床状。

6. 39号溝埋土。

As-A含む。現耕作土。

As-A含み、下部As-B多く含む。

As-B含み、下部は少ない。砂質。

As-B含まず、粗質。

As-B含まず。少し還元気味の僅かに

褐

褐
黒
黒．． 

1

2

 

(IOY R3/l) 
(IOYR3/l) 

軽石含む。やや粗質。

灰色気味の床面。

第125図
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第5章 P東区調査の遺構と遺物

l 量~1 
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第127図住居跡33遺物図
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1. 黒褐 （IOYR3/l) As-A、耕作土のプロック含む。植

木抜き取り関連か。
2. 耕作土。

3.黒褐 （IOY R3/l) As-A含む。植木抜き取りか、根多。
4.灰黄褐 （IOY R4/2) 軽石粒少旦含み、軟らかい。

5.灰黄褐 （IOYR4/2) As-Cより前代か。軽石粒少最含み、

軟らかし‘。
6. 黒褐 （IOY R3/l) 軽石粒少最含み、軟らかい。
7. 明黄褐 (IOYR6/6) 軽石粒含み、軟らかい。ローム層と
の漸移層。

8.現代土坑埋土。

第128図住居跡34遺構図
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1. 攪乱。植木抜き取り 。
2. 黒褐 （IOYR3/l) As-A含む。耕作土。
3. 黒褐 （!OYR3/l) 上層にAs-B含む。やや軟らかい。

4. 黒褐 (IOYR3/l) 還元灰色気味の、ローム土壌化を少し

混じえる床面。
5. にぶい黄褐 （!OYR5/3) ローム漸移様。

5'. にぶい黄褐 (IOYR5/3) さらにロームに近い。軟らかい。

第129図住居跡35遺構図

三
1 
35住埋下ぬl 饂＼

、、

’̀ 

2 
35住トレ

0 1: 3 10cm 

第130図住居跡35遺物図

位置は P大区q175·176、調査面は74.3である。重複は溝跡40が北半を削る。規模は東西342cm•南北150 +

acm、方向は南壁の直交値でNl4°Wを測る。施設は東壁に竃が、南東隅で床上ー4cmの貯蔵穴が見い出され

た。床より鼈掘方が高いのは平安時代P東区住居跡傾向でもある。断面土層注 3に掘方中に別住居がかかる

可能性あり。遺物は第134図のとおり、同図2• 3 • 5を捉えれば、 9世紀中頃の住居存在が考えられる。
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1. 黒褐 （IOYR3/l) As-A含む。現耕作士。

2.黒褐 (IOYR3/l) As-A含み、下部As-B多く含む。

3.黒褐 （IOY R 3/1) As-B含み、下部は少ない。砂質。

4. 黒褐 (IOY R3/l) As-B含まず、粗質。39号溝埋士。

5. 灰黄褐 (IOY R4/2) ローム粒含み、やや粘性あり。

6. 黒褐 （IOY R3/l) 締まり弱い。

7. 黒褐 （IOY R3/l) 焼土 ・木炭粒含む。締まり弱い。

8.黒褐 （IOYR3/l) ロームブロック少最含み、焼土 ・木炭

粒含む。

8'. 黒褐 (IOYR3/l) 特にロームブロック多く含む。

9. 灰黄褐 (IOYR4/2) ロームプロック多く含む。

10.黒褐 (IOYR3/l) ローム粒少量、木炭粒やや多く含む。

゜
1 : 60 2m 

11. 灰黄褐 (10YR4/2) ロームプロック多く含む。やや締まる。

11: 灰黄褐 (LOY R4/2) ロームブロック少量含む。やや締まる。

12. 赤 （10R5/8) 焼士。

13.にぶい黄橙 (10YR7/4) 

上面焼土化。

14. 褐灰 (10YR4/l) 還元灰色化。床面、締まる。

15. にぶい黄橙 （10YR6/4) ロームプロック多く含む。上面締

まり、下面掘方。

漂白化した、粘性ロームブロック。

第131図住居跡36遺構図
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第132図

住居跡38

住居跡36遺物図

（第135• 136、図版26• 154) 

位置は P大区 P178にあり、調査面標高72.5m。重複は溝跡40に大半切られる。規模は東西推定248+acm、

南北176+acm、方向Nl015'Eを測る。施設は掘方で浅い凹みあり 。遺物は第136図1・3が掘方よりあり、およ

そ10世紀前半頃の遺物であるので、住居の存在もその頃と考えられる。
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B 74. 3m _ ¥-
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l. 黒褐 （10YR3/l) As-B 
含むきらいがあり、少し粗質。

2. 黒褐 （10YR3/l) 少し
還元気味の、ロームプロック
含む床面。

2: 黒褐 (lOY R3/l) 
がかる。

3.にぶい黄褐 (lOY R5/4) 
ロームプロックの締まった水
平層があり、別住居床を含む。
上層が本住居跡の床下～掘方

埋士か。

黒味

゜
1 : 60 2m 

: 
超、 叫`
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E
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.
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叫

A' 

叫
ロ

A 74. 4m 

｀ ゜
1 : 30 lm 

竃
1. 黒褐 (lOY R3/l) As-B少最、焼土 ・木炭粒含む。
2. 黒褐 (lOY R3/l) 焼土・木炭粒含み、やや締まる。
3. 黒褐 (lOY R3/l) 1 • 2層よ り焼土 ・木炭粒少ない。やや締まる。
4. 黒褐 (JOY R3/l) ロームプロック多く含む。
5. 黒褐 (10YR3/l) 焼土 ・木炭粒少量含む。
6. にぶい黄褐 (10YR5/4) ローム大ブロック。
7. 黒褐 (10YR3/l) ローム粒、 As-B含む。

第133図

住居跡39

住居跡37遺構図

（第137• 138 • 139、図版26• 155) 

位置は P大区m~o176 • 177にあり、調査面標高74.2m。重複は、前代に倒木、住居跡50・溝58・坑67• 

78他ピットが後出、住居跡床も大半失なう。施設は坑78（第235図）に貯蔵穴の可能性が、柱穴にピ l~4が

ある。掘方は壁下を溝状に掘下げる。規模は、東西530cm、南北502cm、方向はN21°Wを測る。遺物は第139図
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l.黒褐 （IOYR3/l) As-B含まず、ロームプロック少試含む。住居の床を抜く、後世柱穴。

2.黒掲 （IOYR3/L) 少し還元気味の床。

3.にぶい黄褐 (IOY R5/4) ローム層との漸移層、軟らかい。
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叶

口焼士

1. 50号住居跡埋士。
2.黒褐 (10YR3/l) 焼土

・木炭粒僅か含み、ロームプ

ロック含む。掘方埋土。
3.黒褐 (10YR3/l) ロー

ムブロック少最含む。

4. 現代士坑埋士。
5.明黄褐 (10YR6/6) 焼

士粒、軽石含み、ローム漸移

層。締まる。
6. 黒褐 （10YR3/l) 

強し‘。

黒味

゜
I : 60 2m 

第137図 住居跡39遺構図
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1 • 3 • 11に拠れば住居の存在は古墳時代前期。

A' 

o:ij OJ i 

~- 2'I  74.2m 
- ,_  

住居跡40 （第140図、図版26)

位置はQ大区 b176 • 177にあり、調査面は74.lm。

重複は溝跡45に切られる。規模は東西182cm、南北75+

acm、方向Nl4゚30'Wを測る。遺物は微弱であったが、

住居形態からは、平安時代であろう。

゜
1 : 30 lm 

炉跡

1. 赤 （lOR5/8) ローム、地山焼土化。

2. 黒褐 (10YR3/l) ロームブロック含む。

2: 黒褐 (10YR3/l) 地山焼土化。

第138図住居跡39炉跡遺構図
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39住床to.38

住居跡41 （第141• 142図、図版26)

位置はQ大区 bc 176にあり、調査面は74.Zm。重複

は溝跡36 •住居跡26 ・坑80に切られる。規模は東西195+

acm、南北169+acmを測る。施設は大半を失なうが、

掘方に凹みあり。遺物は少ないが埋土中から第142図が

あり 1を捉えれば 9世紀末～10世紀初である。
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第139図住居跡39遺物図
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第5章 P東区調査の遺構と遺物

住居跡42 （第143• 144~147図、図版27• 155~157) 

位置はQ大区 a • b 173 • 174、調査面73.5m。重複

は火葬跡 2、北側小ピット 4穴が後出、倒木は前代。

施設は東壁に鼈、南東隅に貯蔵穴。規模は南北515cm・

東西367cm、方向は長軸でNl0°45'W。遺物は竃内出土

の第146図8・9・10他 8世紀中頃を主に、生活も同期。

゜
1 : 60 

第140図住居跡40遺構図

住居跡43 （第148• 149因、因版27• 157) 

位置はP大区でt174・175、調査面74.35m。重複は

住居跡12• 22を切り、溝跡52• 54に切られる。施設に

2m 床下坑。規模は東西264cm、南北295cm、方向は長軸で

N2゚15'W。遺物は10世紀前半を主とし、生活も同期。
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第141図住居跡41遺構図
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l. にぶい黄褐 （IOY R4/3) 

.,:i 

゜
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▽ /:/ 
41住埋lh2

I
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口

□日
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41住埋比．l

゜
1 : 3 10cm 

第142図住居跡41遺物図

住居跡44 （第150• 151図、図版27• 157) 

位置はQ大区 a174・175にあり、調査面は74.25mである。重複は溝跡36により北半を失なう。規模は南北

で236+acm、東西で307cm、方向は主軸でN3°Wである。施設は東壁で鼈、南東隅で貯蔵穴、床下坑がある。

遺物は、第151のとおり、床・掘方の個体を中心に捉えると10世紀後半の時期が得られ、住居の生活期も同期

である。

住居跡45 （第152• 153図、因版28• 158) 

位置はQ大区 b.c175にあり、調査面は74.2mである。重複は住居跡26• 27・溝跡36• 52 • 51 • 54に切ら

れ痕跡の状態であった。規模は、南北330+acm、東西120+acm、方向は南東隅部から求めると、およそN5°

Wが求められる。施設として掘方で南壁にわずかな段が生じていた。遺物は、微弱なので第153図1に拠れば

9世紀前半頃を考えうる。
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1.黒褐 （IOY R3/3) ローム粒、焼土

粒、臼色軽石粒含む。

2. 黒褐 （IOY R2/2) ローム粒、焼土

粒、臼色軽石粒少戴含む。やや粘質。

3. 暗褐 （IOY R3/4) ローム粒（径1cm)

含む。

4. 黒褐 （IOYR3/l) 焼土粒 ・白色軽

石含む緻蜜な土。床面覆う灰色の土。

5. ロームプロックと 2層の混合上。上面

が床面。

6. 黒褐 (IOYR3/l) ローム粒僅か含

み、均質。

7.倒木痕埋土。

8.暗オリーブ褐 (2. 5Y3/3) 黄褐色士、

小礫20％混入。

゜
1 : 60 2m 

第143図住居跡42遺構図

住居跡46 （第154• 155図、図版28• 158) 

位置は P大区 k1176にあり、調査面は標高74.2mである。重複は坑98・倒木・ピ196• 197が後出してある。

規模は、南北572cm、東西235cm、方向は西壁でN4°45'Eを測る。施設として南壁で 2段差が設けられ、床面

でその段差は少しであったが掘方では10cmの落差あり。柱穴ピ1• 2は掘方調査時に発見された。掘方は 4周

壁に沿い中央を高く溝状に掘下げた西半状態を確認した。遺物は第155匿 2のピ 1埋に拠れば、古墳時代前期

を住居の機能時と考えることができる。
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1.にぶい黄褐 (lOY R4/3) 
2. にぶい黄褐 (10YR5/4) 

む）混入。締まる。

3.にぶい黄褐 （lOY R4/3) 焼土粒 5%、黄灰色土粒混入。
4.にぶい黄褐 （10YR4/3) 小礫僅か含み、均質。やや締まらない。

5.にぶい黄褐 (lOY R4/3) 焼土粒 5%、黄灰色土大ブロック20％混入。

6. 黒褐 （lOY R3/l) 焼土小ブロック 10%、黒色灰10％混入。やや締まらない。
7. にぶい黄褐 (lOY R 5/4) 焼土大ブロック20%、黄灰色士大ブロック20％混入。
8.にぶい黄褐 (10YR5/4) 焼士小ブロック 10%、灰20％混入。
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10. 明黄褐 (10YR6/6) 黒褐色土小プロック 10％混入。
11. 黒褐 (2. 5Y3/l) 灰を主体とする。

12.黒褐 (2. 5Y3/l) ローム大プロック 10%、灰10％混入。

13. にぶい黄褐 （10YR5/4) ローム大ブロック20％混入。根の攪乱か。

細粒黄色軽石含み、細粒白色軽石僅か含む。小礫5％混入。
黄灰色土（地山ローム）大ブロック40％（天井部の崩落士含
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1. 黒褐 (10YR3/l) ローム小ブロックを含む。

22号住居跡掘方埋土。

2. 黒褐 (lOY R3/l) 焼士 ・木炭粒混じえる。

3.褐 （10YR4/4) ローム漸移状。軟らかい。

4. 褐 （lOY R4/4) 士壌化した、ロームブロ

ック。掘方埋士か。

5. 黒褐 （10YR3/l) やや締まる。床面様で灰

色がかるが、少し無機質でもある。床か不明。

6.黒褐 (10YR3/l) 粗質で、軟らかい。倒木

の黒色土か。

7. 黒褐 （10YR3/2) 炭化物粒（径 1~2cm)、

少最の炭化物プロック、焼土粒含む。

8. 黒褐 (lOY R3/2) 黄色士プロック（径 1~ 

2 cm)多く含む。

9.黒褐 （10YR3/2) 黄色士ブロック（径 3~

5 cm)多く含む。
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竃
1.黒褐 (lOY R3/l) ローム小プロック、焼土 ・木炭粒含む。

2.黒褐 （10YR3/l) 焼士 ・木炭粒含む。

3.にぶい黄掲 （lOY R4/3) ローム漸移状であるが、やや締まる。

4. 黒褐 (10YR3/l) ロームプロック含み、やや締まる。

5. 黒褐 (10YR3/l) ロームプロック、焼士・木炭粒含まず、やや締まる。

6.黄褐 (lOY R5/6) ローム様。焼士 ・木炭粒見えず。

7. 黒褐 （10YR3/l) ロームブロック含まず、焼士 ・木炭粒見えず。

8. 22号住居跡竃掘方埋土。

9. 黒褐 （lOY R3/l) ロームプロック少量含み、焼土 ・木炭粒見えず。

10. 54号溝埋土。

゜
1 : 30 lm 

第148図住居跡43遺構図
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第5章 P東区調査の遺構と遺物
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1. 黒褐 (lOY R3/2) ロームプロック（径 3~5cm）、ローム粒、
焼土粒、白色軽石粒含む。

2. 黒褐 （lOY R3/2) ローム粒、焼土粒、炭化物片（径 1~2cm)
多く含む。

3. 褐灰 (10YR4/1) 
4. 黒褐 (lOY R3/2) 
5.黒褐 (lOY R3/2) 
6. 黒褐 （lOY R3/2) 

含む。
7. 黒褐

8. 黒褐
9. 黒褐

10. 黒褐
11. 黒褐

12. 灰

(lOY R3/2) 
(lOY R3/2) 

(lOY R3/2) 
(lOY R3/2) 

(10YR2/2) 
(10YR2/2) 

焼土粒、炭化物片多く含む。
ローム粒、焼土粒、炭化物片多く含む。
ローム粒、焼土粒多く含む。
焼土プロック（径 2~3cm)、炭化物片多く

ロームブロック、ローム粒含む。
焼土粒、炭化物粒含む。
ローム粒、焼士粒、炭化物粒含む。
ローム粒多く含む。
黄褐色土小プロック 10%、焼土粒僅か含む。
黒色灰を主体とし、焼土粒 5％混入。

13. 灰 （lOY R2/2) 黒色灰、焼土小プロック 5％混入。
※床下士坑は、竃の前面に位置し、灰が多く混入する。

竃
1. 黒褐 （lOY R3/l) 焼士 ・木炭粒多く含む。竃崩壊土か。
2. 黒褐 (lOY R3/l) 焼土 ・木炭粒多く含む。竃崩壊士か。
3. 黒褐 （10YR3/l) 焼土 ・木炭粒少量含む。
4.黒褐 (10YR3/l) 焼土 ・木炭粒少絋含む。
5. 黒褐 （lOY R3/l) 焼土・木炭粒少葦含む。特に上面は焼土 ・
木炭粒多く、火を受けた住居跡か。

6. にぶい黄褐 （lOYR4/3) 焼土・木炭粒僅か含む。竜掘方埋土。

第150図住居跡44遺構図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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第 5章 P東区調査の遺構と遺物
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1.黒褐 (lOY R3/l) 

2. 黒褐 (10_YR3/l) 
小プロック含む。

3. 黒褐 (10_YR3/l) 
小プロック含む。

4.黒褐 (10YR3/l) 

締まり弱い。
5.にぶい黄褐 (lOY R5/4) ロームプロック含むローム漸移層。
6.黒褐 (IOYR3/]) 住居掘方埋士。
7.黒褐 (lOY R3/l) 柱穴か。
8.にぶい黄褐 （10YR5/4) 
9.黒褐 （10YR3/l) 耕作土。植木抜き取りの現代土坑。
10. 黒褐 （10YR3/l) As-B含む。
11.黒褐 （lOY R3/l) ローム小ブロック含む。
12.黒褐 （10YR3/l) 軽石、微屈のロームプロック含む。
13. 黒褐 （10YR3/l) ロームブロック含む。
14.黒褐 (10YR3/l) 部分的にロームプロックが縞状をなす。少

し還元気味の最終床面。締まりあり 。

Hr-F P、ローム小ブロッ ク含む。
焼土 ・木炭粒見えず。軽石、多量のローム

焼土 ・木炭粒見えず。軽石、少最のローム

ロームプロックが貼床状に平らとなる床面。

ピット 1• 2 
l.明黄褐 (10YR7/6) 
る。

2. 黒褐

3.灰黄褐
4. 黒褐

第154図

(10YR3/l) 

(lOY R4/2) 
(10YR3/l) 

慄白化、粘性のロームブロックを主とす

ローム小ブロック含む。
漂白化、粘性のロームブロック多く含む。
ロームブロック含む。掘方埋土。
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柱痕

5. 黒掲 （IOYR3/l) 
6. 黒褐 (IOY R3/l) 

柱痕か。
7.黒掲 （IOYR3/l) 

゜
1 : 60 2m 

15.黒褐 （10YR3/l) 
の一部。

16.にぶい黄褐 (10YR5/4) 
多く含み、やや締まる。

17. にぶい黄褐 （lOY R4/3) 16層に近い下面は、床面か。
18. にぶい黄褐 （lOY R4/3) ローム漸移状。
19. 黒褐 （IOYR3/l) 細粒白色軽石含む。掘方埋土か。
20. 黒掲 （10YR3/l) ロームプック少量含む。やや締まる。
床面。

21. 黒褐 (lOY R3/l) ロームプック含む。やや締まる。床面。
22.黒褐 （lOY R3/1) ロームブック含む。やや締まる。床面。
23. 黒褐 （lOY R3/l) 白色軽石含み、ロームプロック少最含

む。軟らかい。掘方埋士。
24.黒褐 (lOY R3/l) 23層より黒味がかり、軟らかい。
25. 黒褐 （10YR3/l) 少し還元気味。床状の色調であるが軟

らかVヽ0

26.黒褐 (lOY R3/l) 

ロームブロック含み、締まりあ り。 床

縞状をなす。ローム小ブロック

Hr-F P粒、ローム小プロック含む。

As-C粒少量含む。
ローム小プロック含む。少し軟らかい。

ロームプロック多く含み、やや締まる。

住居跡46遺構図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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1. 黒褐 (10YR3/l) 軽石、焼土・木炭粒僅か含む。
2. 黒褐 (10YR3/l) 軽石、焼士・木炭粒僅か含む。少し還元

し、僅かに締まる床面。
3. 黒褐 (10YR3/l) 軽石、焼士・木炭粒僅か含む。少し還元
し、僅かに締まる床面。 2層より黒ずみ軟らかい。

4. 黒褐 (lOY R3/l) 軽石、焼士 ・木炭粒少最含み、やや軟ら

かい。一部は掘方埋士。
5. 灰黄褐 （lOY R4/2) 軟らかい。ローム漸移的。

6.褐灰 (lOY R4/l) 粘性土、床下土坑埋士。粘土貼か。

6’．褐灰 (lOY R4/l) 6層より還元気味。粘土貼か。
6'.'褐灰 (lOY R4/l) 6 • 6'層より少しシルト質。粘土貼か。

7. 黒褐 （IOY R3/l) 
7'. 黒褐 (IOY R3/l) 

8. ローム士。

゜
1 : 60 2m 

------

゜
1 : 30 lm 

ローム小ブロック僅か含む。掘方埋土か。

掘方か不明。

竃
l. 黒褐 (IOY R3/1) 焼土・木炭粒含む。

2. 褐灰 (lOY R4/2) ローム漸移的。
3. 黒褐 （10YR3/1) ロームプロック含む。
4. 黒褐 （!OY R3/1) 軽石、焼土・木炭粒僅か含む。

5. 黒褐 (lOY R3/1) 軽石、焼土・木炭粒僅か含む。少し還元

し、僅かに締まる床面。

第156図 住居跡47遺構図
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住居跡47 （第156• 157図、 図版28• 158) 

位置は P大区hi 175・176、調査面標高74.2m。重複は、現代溝と近世以降の小溝が切る。規模は東西250
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cm、南北243cm、方向は南北軸でNl0°Wを測る。施設は、東壁に竃が、掘方に床下坑がある。遺物は、鼈・床

の個体に拠れば 9世紀前半が得られ、住居の生活時期もその頃である。

住居跡48 （第158• 159 • 160図、図版29• 158) 
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位置は P大区 ef 175 • 176、調

査面は74.25m。溝跡62に切られ

る。規模は、南北で387+acm、方

向は東壁下でNl0°W。遺物に 8世

紀代の坪がある。

住居跡49

存在。

（第161・162図）

位置は P大区f175、調査面は

74.3m。痕跡でやや締った床面が

しかし床下構造なく住居跡

ではないかもしれない。遺物は古

墳時代前期を主とする。

下層床面
掘方 ＼

゜
1 : 60 2m 

1. 黒褐

2.黒褐

3. 黒褐

4. 黒褐

5. 黒褐

跡か。
6. 黒褐 (10YR3/l) 

居床面状の硬さあり 。

7. にぶい黄褐 （10YR5/4) ローム漸移的、ロームブロック

含み、部分的に黒褐色士含む。掘方埋士。

8.黒褐 （lOY R3/l) 軽石(Hr-FPか）含む。焼土粒少最含

む。

9.黒褐 （lOY R3/l) 

気味。伺木の一部か。

(IOYR3/l) 

(IOYR3/l) 

(IOYR3/l) 

(IOYR3/l) 

(IOYR3/l) 

攪乱と62• 63号溝埋土。

As-A含む。粗質。

As-B含む。粗質。

As-B含む。やや締まる。

As-A・ B含むが床面状に締まる。道

ロームブロック少葦含む。締まる。住

10. 黒褐 (IOYR3/l) 軽石(Hr-FPか）含む。締まり弱い。

II. 黒褐 （IOY R3/l) 粗質、根か。

12. 黒褐 (IOYR3/l) 軽石多く、焼上粒僅か含む。軟らかい。

13. 黒褐 （IOYR3/l) 軽石多く、焼土粒僅か含む。軟らかい。

14.にぶい黄褐 (IOYR5/4) ローム漸移状。軟らかい。倒木か。

15.黒褐 (IOY R3/l) やや締まり、 上面、下面床。下面ロー

ムプロック縞をなし床となる。

16. 黒褐 (IOY R3/l) ロームブロック多く含む。

17. 黒褐 （IOYR3/l) ロームブロック含まず。

18.にぶい黄橙 (IOYR7/4) 粘性あり。倒木に伴うか。

19. ロームプロック。

20.にぶい黄褐 (IOYR4/3) ローム漸移。

軽石(Hr-FPか）含む。締まり、還元

第158図

住居跡50

位置は、

住居跡48遺構図

（第163• 164図、図版29• 159) 

P 大区 ll • Ol76 • 177にあり、調査面は74.25m。重複は後世土坑と溝58に切られる 。 規模は南北

長418+acm、東西推定355cm、方向は東壁でN6゚30'を測る。施設に竃至近を思わせる木炭・焼土柱の分布が東

壁至近に、掘方に床下坑が存在していた。遺物は、平安時代 ・古墳時代半ばであるが、住居形態からすると

平安時代、第164図1• 2に見る 9世紀中頃がその時期かもしれない。
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第 5章 P東区調査の遺構と遺物
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1. 黒掲 （IOY R3/l) 
2. 黒掲 （IOY R3/l) 
3.褐灰 （IOYR4/2) 

含む。掘方埋土か。
4.黒褐 (IOY R3/l) 
5. 黒褐 (IOY R3/l) 
6. 黒褐 (lOY R3/l) 

焼土粒多く 、木炭少量含む。粗質。
焼土粒少最含み、粗質。
ロームプロックを主とし、焼土粒

焼土粒微絋含み、締まる。
焼土粒僅か含む。住居埋土か。
軽石含み、別遺構埋士か。
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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含む。掘方埋土。
3. 黒褐 （!OY R3/l) 

4. 黒褐 (lOY R3/l) 

5. 黒褐 （10YR3/l) 

か。床か。
6.黒褐 （10YR3/l) 

7. 黒褐 （10YR3/l) 

8. 39号住居跡埋土。

焼土 ・木炭粒僅か含む。締まる床面。

焼土 ・木炭粒僅か含み、ロームブロック

ロームプロック少量含む。床下土坑埋士。

As-B少量含み、粗質。

灰多く含み、小礫含む。 50号住居跡関連

灰ブロック含み、やや粗質。

やや粗質。焼土 ・木炭粒含まず。
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位置は P大区o176·177、調査面標高74.3m。重複は、倒木・溝55 ・現代穴など後出する。規模東西358cm•

南北338cm、南北中軸でN11°Wを測る。施設は東壁に鼈・貯蔵穴・床下坑がある。遺物は 9世紀中頃を中心と

し、生活機能もその頃である。

住居跡52 （第168• 169図、図版30• 160) 

位置は P大区 r178。重複は住居跡16に切られる。規模は東西196cm、方向は中軸直交でN2°30'Wである。

東壁に竃、床下掘込みがある。遺物は第169図1床面を捉えれば 8世紀後半で、生活もその頃であろう。
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第 3篇発掘された遺構と追物
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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2. 黒褐 （10YR3/l) 

焼士 ・木炭粒僅か含む。

3.掘方埋土。
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1 : 30 lm 

7. 黒褐 (lOY R3/l) 木炭粒少量含む。竃に近いためか。

8. 黒褐 (10YR3/l) 1層に近い。

9. 黒褐 (lOY R3/l) 1層に近い。焼土粒少籠含む。床下。

10. 黒褐 (lOY R3/l) ロームプロック含み、やや締まる。

11. 黒褐 （lOY R3/l) ローム小ブロック少量含む。

12. 明黄褐 （lOY R5/6) ロームブロックを主とし、黒色士がブ

ロック状に入る床下。

13. 掘方埋土。
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第 5章 P東区調査の遺構と遺物
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p 1 
1. 暗褐 (10YR3/3) 黄褐色土粒 5％混入。
2.黒褐 (2.5Y3/l) 炭化物含み色調暗い。
3.オリープ褐 (2.5Y4/4) やや締まる。
4.黄褐 (lOYR5 / 6) 黒褐色土大プロック (2.5YR3/l)混合土。
5.暗褐（10YR3/3) 黄褐色土小プロック 5%、黒褐色土小プロック 5％混入。
6.暗褐 (lOYR3 / 3) 黄褐色土大プロック10%、黒褐色土大プロック 10％混入。
7.暗褐（10YR3/3) 黄褐色土小プロック 5％混入。

第170図掘立柱建物跡 1遺構図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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p 1 

1. 暗褐色砂質士 (7. SY R3/3) As-B含む。黄色粒僅か含む。

2. 暗褐色砂質土(7.5YR3/3)と黄褐色土(10YR5/6)との混合土。

3. 暗褐色砂質土 (7. SY R3/3) 黄褐色士大ブロック20％混入。

P3 

1.暗褐 （lOY R3/4) 黄色士ブロック 5％混入。

2. 暗褐 (10YR3/4) 灰黄色土大プロック20％混入。

P5 
1. 暗褐 (7. SY R3/3) 黄褐色土小ブロック 10％混入。

2. 暗褐 (7. SY R3/3) 黄褐色士小ブロック20％混入。

3.黒褐 （7. SY R2/2) 黄褐色土小ブロック 5％混入。

P6 

1.暗褐 （7. SY R3/3) 黄褐色土小プロック 10%、炭化物粒含む。

2. 黄褐色土(lOYRS/6)と暗褐色土(7.SY R2/2)の混合士。

3. ローム士。

P7 
1.暗褐 (7. 5Y R3/3) 黄褐色土小ブロック 10％混入。

2. 暗ヽ褐 （7. 5't'R3/3) 黄褐色土小ブロック l0%、黒褐色士小

プロック 10％混入。

3. 暗褐 （7. 5Y R2/2) 黄褐色土小ブロック 10％混入。

4. ローム土。

P 8 
1.暗褐 (7. 5YR3/3) As-B含む。

2. 暗褐 (7. 5Y R3/3) 

pg 
1.にぶい黄褐 (JOY R4/3) 黒色土小ブロック10%、炭化物粒含む。

2. 黒褐 （7. 5Y R2/2) 

P 11 
l. 暗褐 (7. 5Y R3/3) 黄褐色土小ブロック 5％混入。

2. 黒褐 （7.5YR2/2) 黄褐色士小ブロック 5％混入。

第171図掘立柱建物跡 2遺構図
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第5章 P東区調査の遺構と遺物
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u¥ Q | 叫 0 | 2.黒褐 (75YR2/2) 
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黄褐色土小プロック10％混入。

B 3.褐 (20YR5/6) 
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I • 80 4m 

第172図 掘立柱建物跡 3遺構図

2、掘立柱建物跡

P東区では、 15棟の掘立柱建物跡をまとめることができた。調査に当り、初段階で柱穴や小穴の多い区域

であることが明らかであったので、ある程度の予測を立てながら遺構輪郭 ・建物抽出に努めた。したがって

本書で扱う建物跡は、調査後に抽出した例は無く、調査中にまとめた。また柱間算出も測図直後の割出しで

ある。一棟単位の同時性は、柱穴相互の規模 ・形態 ・埋土もしくは築土に共通性があることを前提とする。

調査時の500を超えるピット ・柱穴数は、土層断面注穴の省力化と全体を時期別や埋土種別で通観する必要性

から埋土を分別した。 1類は、浅間山C軒石 (As-C • 4世紀）らしき軽石を含む時。 2類は、軽石をほと

んど含まない時。 3類は、築土層を伴なう場合、それは 8世紀代の構築を主とする大形柱穴に見られる。 4

類は微細な白色 ・軽石を含む時。 5類は、浅間山B軽石 (As-B • 12世紀初期頃）混りを含む時。 6類は、

浅間山A軽石 (As-A・天明三年）を含む時に各々用いた。概要については73頁で触れた。
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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1.オリープ褐 （2. 5Y4/4) 細粒白色軽石含む。

2. オリ ーブ褐 (2. 5Y4/4) 細粒白色軽石含む。黒褐色土

大プロッ ク20％混入。

P2 
1. オリ ープ褐 （2. 5Y 4/4) 細粒白色軽石含む。

2. オリーブ褐 (2. 5Y 4/4) 

3. 褐 （10YR4/6) 黒褐色土小ブロック 5％混入。

P3 
1.オリーブ褐 (2. 5Y 4/3) 細粒白色軽石含む。

2. オリープ褐 （2. 5Y 4/3) 黄褐色土小ブロ ック 5％混入。

A 74. 4m 
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P4 
1. 黒褐 （lOY R2/2) 細粒白色軽石含む。

2. 黒褐 (10YR2/2) 黄褐色士大ブロック40％混入。

第173図掘立柱建物跡 4遺構図

掘立柱建物跡 1 （第170、図版32)

位置はQ大区 c• d 177 • 178に位置する。調査面は標高73.5mである。発見された 6柱穴は、整理上ヒ°1 

~6まで付したが、調査時に 6穴のまとまりを同時穴で確認できた訳ではなく、ピ 1は旧ピ52、ピ 2は旧ピ

69、ピ 3は旧ピ29、ピ 4は旧坑42、ピ 5は旧坑51、ピ 6は旧ピ83であった。重複は掘立柱建物跡が後出して

重なる。規模は、柱芯南北375cm、柱芯東西410cm、方向はN5°Wを測る。各柱穴は、隅丸方形～長隅丸方形気

味となり、ピ2• 6は長隅丸方形気味で、建替えによる結果なのかは不明であった。また土層断面•平面上の

柱痕から考えられる柱の据え方からすると、柱穴掘方の部分的に生じた中段は、関係付かない場合の方が多

く、建替なしとする考え方を全面肯定することはできない。さらにピ 4の場合、土層断面Hは唯一柱痕位置

から外れた土層断面であるが、土層は水平堆積気味に築土され、他の柱穴は10cmを超える層厚半位があるこ

と柱痕の左右で築土状態が異なると云った特徴点とも共通性が薄いことからすればピ 4の土層は、最終柱穴

前代の状況をとどめているとも考えられる。そのため掘立柱建物跡 1は、ある程度、建替えの可能性ありと

しておきたい。建物規模は、平面柱痕と土層断面柱痕の 2者を用いて考えた結果、柱痕は抜取りのため実数

を割引いて考える必要性もあることを先にことわっておきたい。数値はピ 1で25cm前後、ピ 2で18cm、ピ 3

で24cm、ピ 5で25cm前後、ピ 6で22cmを、ピ2• 3 • 6は現場での測定である。その柱痕位置（第170図上）を

用いて、建物観を求めたのが同下図である。他の大形柱穴を伴なう建物跡と柱穴の掘り方形態、規模、埋土

の10cmを超える築土単位が柱痕左右で異なる特徴を持つ一群の時期か第186図に示した 7世紀末から 8世紀

であった時に使用尺は30cmを単位として考えると前出の規模値が得られる。桁行 1間の410cmは、およそ13尺

6~7寸、梁側南 l間195cmは6尺 5寸、 2間目の180cmは6尺と考えられる。建物構造は、長辺中央に棟持

がなく短辺側に設けられていること、奇数間側は開放性があること、開放性の 1間は、 410cmと長大であるこ
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4. オリーブ褐 (2. SY 4/3) 黄色士大プロック40%
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5.オリーブ褐 （2. SY 4/3) やや締まらず。

P5 
l. 黒褐 (lOY R2/2) 黄褐色士粒5％混入。
3.黒褐 （10YR2/2) 黄褐色土小ブロック 10%、
小礫10％混入。

P6 
1. 暗掲 (lOYR3/3) 黄色粒僅か含む。
2. 暗褐 (lOY R3/3) 均質、やや締まらず。
3. 暗褐 (lOY R3/3) 黄褐色士小プロック20％混入。
4. 暗褐 (lOYR3/3) 黄掲色土小プロック5％混入。
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第174図掘立柱建物跡 5遺構図

とからすると門跡が考えられ、その場合は四脚門である。四脚門の信疑を問うべく北接市道下 e176 • 177を

調査したがその延長は存在しなかった。おそらく 73頁で触れた広場的空白が南接すること 8世紀代掘立柱建

物群の延長上に存在することなどか らすれば、それら建物群施設の北門に相当していたと推考しておきたい。

掘立柱建物跡 2 （第171図、図版32)

位置はQ大区 cd 17・178にあり 、調査面は標高74.3m。重複は、上面をAs-B混りの中世様粗質土が直上

までおよんでいた外、小規模な柱穴が多く存在していたが、柱穴埋土類形 5類中での新古は不明瞭であった。

遺構の発見は、 自然発生的に明らかとなったのではなく、まとめるべく考慮の結果である。規模は、柱筋の
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ロック 10％混入。

3. 黄掲 (lOY R5/6) 

4. 黒褐 (lOY R3/1) 黄褐色士小

プロック20％混入。

柱痕
5. 黒褐 （10YR3/l) 

l •. •. •. •. • ・ • : •. • I 

B 74 4m P6 
1.暗褐 黄褐色土小ブロック 10％混入。

2.暗褐 黄褐色士小ブロック40％混入。

3.黒褐 黄褐色土小ブロック 10％混入。

゜
1 • 80 4m 

4 黒褐 As-A含む。

5. ローム土

第175因掘立柱建物跡 6遺構図

通りの極めて悪い、南北棟と考え られる桁行 2+ 2間、梁行 2+2間に西庇付設建物である。柱穴名称ピ1~11

に関して、調査時は、ピ lは旧ピ19、ピ 2は旧ピ81、ピ 3は旧ピ90、ピ 4はNoなし、ピ 5は旧ピ28、ピ 6は

旧ピ47、ピ 7は旧ピ31、岩 8は旧ピ50、ピ 9は旧ピ34、ピ10はNoをなし、ピ11は旧ピ30であった。規模は、

桁側南北で南から165+135cm＋であり、梁側東より 195+210十庇75cmを、方向は南北中軸でN9°Wを測る。柱

穴形態は、径30cm弱の不整円形を呈する。埋土は、As-B混りの 5類のため、 天明三年前代に遡ぼる、その

ため当地域の民家建築の礎石建が一般化した18世紀前代から掘立柱建物が見られな くなる11~14世紀間以降

の間と云う ことになるが、中世と考えられる溝跡45の方向性とほぼ一致することなども加えると、おそ らく

は15• 16世紀頃の建物跡ではないかと思われる。
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混入。

2. 黒褐 As-A含む。

P4 
1. 暗褐 （lOY R3/3) 細粒白色軽石僅か含む。
2. 暗褐 (lOY R3/3) 細粒白色軽石僅か、黄
色粒含む。黒褐色土大ブロック20％混入。
埋土は、倹木の影響大。

P5 
1. 黒褐 （7. 5YR3/l) 
2.黒褐 （7.5YR3/l) 黄褐色士大ブロック
40％混入。

I: 80 4m 

第176図掘立柱建物跡 7遺構図

掘立柱建物跡 3 （第172図、図版32)

位置はQ大区 a176 • 177にあり、調査面標高74.4m。重複は坑48と重なるが新古不明であった。形は棟筋

東西で桁行 2間、梁行 1間で桁行 2間は閉鎖感のある建物である。南側桁行は東より 210+210cm、北側桁行

は230+190cm、梁行215cm前後である。方向はN6°W。柱穴は35cm前後で、平面近円形、深さ40cm前後である。

埋土は 5類でAs-B混りであるため、 18世紀以前から14世紀頃の間の存在であることは、掘立柱建物跡 2と

共通するが、微弱な遺物中、その間の時期性を示唆する土器の出土はない。

掘立柱建物跡 4 （第173図、図版32)

位置は P・Q大区 t• a 174にあり、東側は調査区外。調査面は標高74.3m。重複は溝跡52と重さなるが新

古不明。形は東に広がる様相を見せるがL字形棚が掘立柱建物と なるかは不明。規模は西側で北より 150+160 

cm、北側で160cm、方向はN7°Wを測る。柱穴の平面近円形で径40cm前後、深さ25cm前後である。埋土は 1類

でAs-Cと見られる軽石粒入る。遺物の出土はない。
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（ローム中のもの）

2. 黒褐 （7. 5Y R2/l) 礫少

量含む。やや粘質。
3. 黒褐色士とローム土の混合
土。やや締まる。

P4 

1.微細なAs-A含む。
（ローム中のもの）

2. As-A含み、ローム大ブロ
ック20％混入。

3.灰黄色ロームブロック。硬い。

P5 

l. 黒褐 As-A含む。
2. 黒褐 As-A含み、ローム大プロック20％混入。

P6 

1. 褐 （10YR4/6) 黒褐色土との混合土。やや締まる。

2. 黒褐 （lOYRZ/2) As-B含む。締まらない。
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掘立柱建物跡 5 （第174図、図版32)

位置は P大区 a174、調査面は74.3mである。重複は、

溝跡50• 51 • 52と重なるが、両者とも、埋土 5類で、
P7 

1．微細なAs-A含む。（ローム中のもの） 新旧判別不明。形態規模は南北棟で、東側柱間は南よ
2. 黒褐色土(7.5Y R2/l)とローム土の混合土。やや締まる。

第177図掘立柱建物跡 8遺構図 り180+150cm、西側は南より 144+150cm、梁側は南側

で240cm、北側で255cm、方向は西側柱でN8°W、東側柱でN3°45'を測る 。遺物は微弱で、埋土から構築時期は、

18世紀から14世紀の間にある 。

掘立柱建物跡 6 （第175図、図版32)

位置はQ大区 a • b 175 • 176にあり、調査面標高74.3m。 重複は東北隅柱穴が溝跡52にかかり 、溝が後出
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2. にぶい黄橙 (10YR6/4) ローム粒多く含み締まる。築士。
3.黒褐 (lOY R3/l) ローム粒少駄含み締まる。築土。
4. 黒褐 (lOY R3/l) ロームブロックやや多く含む。築土。
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第178図掘立柱建物跡9遺構図

する。形態 ・規模は、桁・梁行の一辺の長い不整方形を呈す。東面側北より 170+180cm、南面側東より 140+

210cm、西面北より 150+180cm、北面側で370cm、方向は南北中軸でN5゚30'W、南辺の東西で南側に8゚偏る。遺

物は薄弱で、埋土類形 4類であり、それは、 6• 5類に先だつことが分かっているので12世紀以前の構築とな

る。

掘立柱建物跡 7 （第176図、図版32)

位置は P大区 b • c 174 • 175に、発見面は74.3m。重複は住居跡42・井戸跡 7と北東隅柱穴 ・東辺中央の

柱位置が平面上で重なるが、住居跡 ・井戸跡調査を先行したため、柱穴想定位置柱穴を失なった。そのため

重複不明である。形態は、南北軸を棟筋とした長方形で、東辺は、掘立柱建物跡 5と柱筋を揃える。規模は

桁行西側北から180+171cm、梁行南側東より 180+160cm、方向性は中軸でNl゚31'Wを測る。遺物は溝弱であ

るが埋土類形は、 As-Bを混える 5類のため、天明三年前代から14世紀の間の構築となる。

掘立柱建物跡 8 （第177図、図版33)

位置はQ大区 a• b 174に、発見面は74.3m。重複は住居跡42、溝跡34• 36 • 46と重さなり、各遺構が重さ
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1.黒褐 （lOY R3/l) 

焼土 ・木炭粒含まず。軟ら

かい。抜き取り柱痕。
2.黒褐 (10YR3/l) 

ローム小ブロ ック多く含む。

締まる。築士。
3.黒褐 (10YR3/l) 

ローム小ブロック多く含む

層と黒褐色土とが互層気味。

築士。
4. 黒褐 (lOY R3/l) 

ロームブロック多く含む。

軟らかい。抜き取り時の崩

落築士か。

5. 黒褐 （10YR3/l) 

ロームブロック含まず、や

や締まる。築土。
6. 黒褐 （10YR3/l) 

ロームブロック含まず、 5

層よりさらに締まる。築土。

7. 黒掲 （10YR3/l) 

ロームプロック含まず、や

や締まる。築土。
8. 黒掲 (10YR3/l) 

ロームプロック含まず、や

や締まる。築土。

柱痕

1 : 80 4m 

第179図 掘立柱建物跡10遺構図

なる。形態は、南北に棟筋をとる。形態は、ほぼ長方形で、桁行 2間、梁行 2間である。規模は、東側で北

より 225+210cm、南側東より 145+215cm、西側先より 270+158cm、北側で365cmを、中軸でN20°Wを計る。遺

物は薄弱であるが、埋土類形 6類でAs-Aを含むため、 18世紀末以降の構築となる。

掘立柱建物跡 9 （第178• 186図、図版33• 160) 

位置は、 P大区j • k177に、調査面標高74.15m。形態は、南北棟、桁行 3間、梁行 2間と考えられ、径

70cm前後の大形柱穴を持つ。柱穴内と平面上には抜取柱痕があり、断面通りの良いピ 3で径31cm。規模は、

梁側で210cm、桁側で180cm等間、 N18゚15'Wを測り、柱筋は良い。ピ 4の旧ピ165から第186図2の8世紀後半

の坪があり、直結の遺物である。埋土は 3類で薄い水平の築土でなく、層厚10cmを超える場合が多い。

掘立柱建物跡10 （第179図、図版33)

位置は P大区h• i 176 • 177、調査面標高74.lm。形態は、南北棟、桁行 3間、梁間 2間と考えられ、径

60cm前後の大形柱穴を持つ。柱穴内と平面上に抜取柱痕があり、総体で28~31cmの径があるが柱筋は前出 9

より良くなく、掘込みも浅い。規模は桁側180cm等間で梁側210cm、方向N13°Wを測る。埋土は 3類で築土層

厚は10cmを超える場合が多い。遺物は微弱であった。

掘立柱建物跡11 （第180• 186図、因版33• 160) 
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1.黒褐 （10YR3/l) 軽石含み、やや締まる。P5 • 11は抜

き取り柱痕。P12 • 13は抜き取り乱れ、やや有り 。締まる。
1'. 黒褐 (10YR3/l) 軽石含み、やや締まる。P4は1層より

締まる。P9は抜き取り柱痕か。
1'.'黒褐 (10YR3/l) 軽石含み、さらに締まる。

2.黒褐 (lOY R3/l) 軽石含み、軟らかい。 P4は抜き取り柱痕。

3.黒掲 (10YR3/l) ローム小ブロック多く含み、締まる。
3'. 黒褐 (lOY R3/l) ローム小プロック多く含み、やや締まる。

4. 黒褐 (IOY R3/l) ローム小プロック混えやや締まる。
4’．黒褐 (lOY R3/l) P 7はローム土壌化多い。築土。PlOは

ローム小ブロック混え締まる。
5. にぶい黄褐 （10YR7/2) 漂白、粘性化ロームブロック主体。

締まる。
5’．にぶい黄褐 （10YR7/2) 少し黒褐色土(lOYR3/l)が横縞

状に入り強く締まる。
6.にぶい黄褐 (lOY R 7/2) 漂白、粘性化ロームブロックと黒

褐色土(lOYR3/l)の混合土。
7. にぶい黄褐 (10YR7/2) 漂白、粘性化ロームブロックとロ

ームブロック、黒褐色土の混合土。
8.褐 （lOY R4/4) ロームプロック主体。

P2 
1.黒褐 (lOY R2/3) 黄褐色土小ブロック(1~2cm)10％混入。

白色軽石粒少絋含む。
2.黒褐 （lOY R2/3) 黄褐色土粒、白色軽石粒含む。

3.黒褐 （JOY R3/2) 黄褐色土粒および小ブロック（径0.5~ 
1cm) 5％混入。

4. 暗褐 (JOY R3/3) 黄褐色土プロック（径3~5cm)、黄褐色

土粒、炭化物粒、白色軽石粒15％混入。

5.黒掲 (10YR2/3) 黄褐色土小プロック（径1cm)、白色軽石
粒 5％混入。

6. 暗褐 (10YR3/3) 黄褐色土プロック（径3~5cm)10％混入。

7.灰黄褐色土(lOYR4/2)と黄褐色土プロック (1~2cm)の混合土。

8. 黒褐色士(IOYR3/3)と黄褐色土との互層。

Q
 

74. 3m 

＼ 
R p 13 74. 3m 

＼ 

J PS 74. 3m 

＼ 

゜
1 : 80 4m 

P3 
1.黒褐 （lOY R3/l) 耕作土、 As-A含む。

1’．根跡

2. 黒褐 （10YR3/l) As-A含む。粗質。
3. 黒褐 (lOY R3/l) As-B含む。粗質。

4. 黒褐 (10YR3/l) As-B含む。粗質。
5.にぶい黄褐 （lOY R4/3) ローム漸移様。軟らかい。

6.黒褐 （10YR3/l) 軽石粒含み、やや締まる。
7. 黒褐 (lOY R3/l) 抜き取り柱痕様。軟らかい。

8. 黒褐 (10YR3/l) やや締まる。
9. 黒褐 （10YR3/l) 締まる。

10.にぶい黄褐 （lOY R4/3) ロームブロック含み、締まる。築土。
11.にぶい黄褐 （lOY R4/3) ロームブロック含み、締まる。築士。

12.にぶい黄掲 （lOY R4/3) ロームブロック含み、締まる。築土。

第180図 掘立柱建物跡11遺構図
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第181図掘立柱建物跡11遺構図

位置は P大区 n • Ol75 •176 、 調査面標高74.15m。重複の後出の掘立柱建物跡12がある。形態は円形気味

の径40cm前後、近円形の柱穴で、南北棟、桁行 3間、梁行 2間、西に庇を付設。柱痕は抜取りで、ピ10で径

31cm。庇のピ 6で22cmを測るが柱筋は悪い。規模は第181図のとおり、庇部は210cmの等間、身舎梁側で180cm

等間、方向はN8゚15'を測る。埋土は 3類、薄い水平層でなく層厚10cm以上が主である。掘方と平面上前代の

柱穴がからみ、建替がなされる。遺物はピ 5、旧ピ386から第186図3の8世紀代土師器坪の出土がある。

掘立柱建物跡12 （第182• 186図、図版33• 160) 

位置は P大区 o • P 175 • 176、調査面標高74.3m。重複は前出11が新しい。形態は円形気味径30~40前の

柱穴を持つ南北棟桁行 3間、梁行 2間の建物で、柱は抜取りと考えられるが良好な柱痕確認はできなかった。

規模は桁側で210• 150 • 180cmの取り合せで東西側柱列を、梁側で210+180cmを、方向はNl6°Wを測る。埋土

は、 3類で、築土層厚単位は厚い。遺物は第186図4の8世紀代蓋もピ10、旧ピ299から出土している。

掘立柱建物跡13 （第183、図版33)
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Pl~3 • 5~10 
l. 黒褐 (10YR3/l) 軽石含み、

やや締まる。 P6は築士か。 P8 
• 9は抜き取り柱痕か。

1'. 黒褐 (10YR3/l) 締まる。
2.黒褐 (10YR3/l) 軽石含み、

軟らかい。柱痕抜き取りか。
3. 黒褐 (10YR3/l) ローム小

プロック多く含み、締まる。P6
は築土か。

釘 黒 褐 （lOY R3/l) ローム小

プロック多く含み、締まる。築士

か。

4.・黒褐 (lOYR3/1） ローム小
プロック多く含み、軟らかい。

5.・黒褐 （10YR3/l) ローム小
プロック混えやや締まる。

A 
180 

衛鯰：
74. 3m 
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第182図 掘立柱建物跡12遺構図
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l. 黒褐 （JOY R3/J) 軽石含み、

やや締まる。p1は強く締まる。

そのため抜き取りか、柱痕外築土
か。P3は抜き取りか。P8は強

く締まる。
1＇． 黒褐 （JOYR3/J) P5はやや

黒味がかる。P6はより締まる。
2. 黒褐 （JOY R3/l) 軽石含み、

軟らかい。
3. 黒褐 （JOYR3/J) ローム小ブ

ロック多く含み、締まる。p1は強

く締まる。そのため抜き取り か。
4. 黒褐 （10YR3/l) 軽石、 As

-B含み、やや締まる。
5. 黒褐 （lOY R3/l) ローム小ブ

ロック混えやや締まる。築土。
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第183図掘立柱建物跡13遺構図
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1.黒掲 (IOYR3/l) 軽石含み、やや締まる。

1’．黒褐 (lOY R3/l) やや強く締まる。大

柱穴なのに柱痕見えず。
2. 黒褐 （lOY R3/l) ローム小ブロック混え

やや締まる。

P4 
l. 黒褐 (IOYR3/l) 細粒白色軽石入る。
軟らかい。

2. 黒褐 (IOY R3/l) 細粒白色軽石入る。

やや締まる。
3. にぶい黄褐 （IOYR5/4) 細粒白色軽石

含み、ローム粒僅か含む。6C以降の遺物

（土師器）入る。締まる。
4. にぶい黄褐 (IOY R5/4) ローム漸移状

人為埋土。
4’．にぶい黄褐 (JOY R5/4) 人為埋土。

可

A
-

9
A
-

．
 

UI£ 
・v
l
 

位置は P大区 1• m • n 175 • 176、

調査面標高74.2m。重複は、住居跡46

が先行。形態は棟筋を南北に桁行 3間、

梁間 2間。規模は桁行180+ 210 + 210cm 

で東西列との関係は取合せ数値であ

り、梁間は180cm等間、方向はNl6°Wを

測る。建物認定が遅れたため柱痕確認

できず。築土は、薄く細くなく、埋土

3類である。遺物薄弱であるが、棟筋

の通り目や周辺建物跡の関連から、 8

世紀代に構築されたと考えられる。

，
 

B

l

 

可
A 74. 3m 

旦•こ71上m o 

掘立柱建物跡14 （第184・186図、図

版33• 160) 

位置は P大区 k1175、調査面標高

74.2m。重複は、住居跡46が先行。形

態は、南北棟筋の桁行 3間・梁行 2間、

不整な長方形と推測されるが東側は調

査地外のため不明瞭。規模は西側柱列

で180+210+180cm、北側で210+150cm 

を、方向は西列でNl8°45'W、北列でN

65°15'Wを測る。柱痕は未確認、埋土 3

類。遺物はピ 2旧ピ 632から第186図7

の8世紀代土師器坪が出土し、構築も

その頃と考えられる。

1 : 80 4m 

第184図 掘立柱建物跡14遺構図

掘立柱建物跡15 （第184図、図版33)

位置は P大区 k1177、調査面標高
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1. 黒褐 （lOY R3/l) 軽石含

み、やや締まる。

1’．黒褐 （lOY R3/l) 1層よ

りさらに軽石含む。

2. 黒褐 (10_YR3/l) ローム

小プロック混えやや締まる。

2'. 黒褐 （10YR3/l) 2層よ

りさらにローム多く含み、締ま

り強"‘。
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第186図 掘立柱建物跡 2• 9 • 11 • 12 • 13遺物図

74.2m。重複は周辺ピット ・土坑が後出。形態は南接連続の掘立柱建物9・10の位置規模から南北棟筋で桁行

3間、梁行 2間と推測される。規模は東列で150+ 150 + 150cm、方向はNll°W。埋土は 3類。遺物薄弱。構築

時期は、南接建物列との関連から 8世紀代と考えられる。

3、棚列跡 （第187~193図、図版34)

P東区において 7条の棚列跡をまとめることができた。埋土類別は掘立柱建物跡、ピット共通である。
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p 1 

1.暗褐 (7. 5Y R3/3) 黄褐色土大プロック40％混入。
2 暗褐 (7 5YR3/3) 細粒白色軽石含む。

P2 
1.暗褐 （7.5YR3/3) 細粒白色軽石含む。
2 暗褐 （7 5Y R3/3) 黄褐色上大ブロック40％混入。
3. 暗褐 (7. 5YR3/3) 黄褐色士小プロック 10％混入。

P3 
1 黒褐 (lOY R2/2) 黄色粒僅か含む。
2. 黒 (10YR2/l) にぶい黄褐色士大ブロック40％混入。

4m 

第188図柵列 2遺構図
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P4 

74.4m 
1 •一

喜

p 1 
1.黒褐 (10YR2/2) 細粒白色軽石含む。
2.黒褐 (10YR2/2) 細粒白色軽石、黄色粒5％混入。
3. 黒褐 (lOY R2/2) 細粒白色軽石、黄色粒20％混入。
4.黒褐 (lOY R2/2) 細粒白色軽石、黄褐色土大プ
ロック40％混入。やや締まらない。

5.黄褐 （2. 5Y5/3) 

P2 
1.黒褐 （lOY R2/2) 細粒臼色軽石含む。
2.黒褐 （lOY R2/2) 細粒白色軽石、黄褐色土大ブ
ロック40％混入。

p 3 

1. 黒褐 （10YR2/2) As-B、黄褐色粒 5％混入。
2.黒褐 (10YR2/2) As-B、黄褐色土大ブロック
40％混入。

P4 
1. 黒褐 (10YR3/2) 礫5％混入。
2. 黒褐 (lOY R3/2) 黄褐色土小ブロック40％混入。

゜
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第189図柵列 4遺構図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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B
 

Pl 
74. 4m C 

P2 
74. 4m D 

P3 
74. 4m E 

P4 
74.4m 

了 立 一疇 ｛ 

p 1 

l. 白色細粒軽石微弱～ほとんど見えず。色調やや黒ず

む。
2. ローム小プロック 10％混入。白色細粒軽石微弱～ほ

とんど見えず。色調やや黒ずむ。

P2 

l. 黒褐 As-A含む。

2. 黒褐 As-A含み、ローム大ブロック40％混入。

P3 

l.黒褐 As-A含む。

2. 黒褐 As-A含み、ローム大ブロック20％混入。

P4 

l.黒褐 As-A含む。

2.黒褐 As-A含み、ローム小ブロック 10％混入。

第190図柵列 5遺構図
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亨亨冒

p 1 

1.白色細粒軽石含む。

2. 白色細粒軽石含み、ローム大プロック20％混入。

P2 

1.黒褐 (lOY R2/2) 細粒白色軽石含む。

2. 黒褐 (lOY R2/2) 黄褐色士小ブロック 10%

混入。やや締まらない。
3. 黒褐 (lOY R2/2) 黄褐色士小ブロック40%

混入。やや締まらない。

P3 

l. オリープ褐 （2. 5Y3/3) 白色粗粒軽石含む。

(As-C ?) 

2.オリープ褐 （2. 5Y3/3) 黄褐色土大プロック

5％混入。

3. 黒褐 (lOY R3/l) 細粒白色軽石僅か含む。

P4 

1. 黒褐 （10YR3/2) 礫 5％混入。

2.黒褐 (lOY R3/2) 黄褐色土小ブロック40%

混入。

第191図柵列 6遺構図
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第 5章 P東区調査の遺構と遺物
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P2~5 
1. 黒褐 (10YR3/l) 軽石含み、やや締まる。 p1は抜き取り柱痕か。
2. 黒褐 (10YR3/l) 軽石含み、軟らかい。 P3は根腐れ柱痕か。 P4は抜き取り柱痕。
3. 黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック混え、やや締まる。
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宣
P5 E.  ~ 74. 3m ．．  
1 

一第193図柵列 9遺構図

棚列 1は、Q大区 b177・178にある。調査面標高74.35m。重複はピ 2が掘立柱建物跡 7ピ5と重なるが新

古不明。規模は、東西軸N89゚30'Wの傾きで 2間、 140+140cmを測る。埋没類別不明。遺物は薄弱である。時

期はAs-Bを含を至近の溝跡51• 52と共通するため、天明 3年前代～12世紀末の間と考えられる。

棚列 2は、Q大区 a • b 174にある。調査面標高74.35m。重複はピ lが溝跡57、ピ 3が溝跡50と重なるが

新古不明。規模は、 2間で140+155cm、方向N7゚30'Wを測る。埋土類別は、軽石起源の不明瞭な 4類。遺物

は薄弱である。時期は、 As-B前代、つまり 12世紀末以前である。

棚列 4は、 PQ大区ta 174にある。調査面標高74.35m。重複は、ピ 4は棚列跡ピ 4と同一柱穴を共用し、

L字型棚列を成すと考えられるので重複には当 らない。規模は、 3間分で北から155+165+ 155cm、方向はN

0°45'Wを測る。埋土は 5類で、構築時期は、およそ天明三年前代から12世紀末に限定される。遺物は薄弱で

ある。

棚列 5はP大区 rs 175にある。調査面標高74.3m。重複はない。規模は南北に 3間分で北より 170+155+ 

180cm、方向N8°45'Wを測る。埋土は、 1類で、 As-Aを含む。遺物は薄弱である。構築時期は、埋土から

天明 3年以降と考えられる。

棚列 6はP大区t175 • 176にある。調査面標高74.3m。重複はピ 1が住居跡 8より後出する。東端のピ 4

はL字状棚の折れ曲り点柱穴として共用か。埋土は 4類で、起源不明瞭な白色細軽石を含む。遺物は薄弱で

ある。構築時期は、埋土から12世紀末以前が考えられる。

棚列 7はPQ大区 sa 177にある。調査面標高74.35m。重複関係は不明瞭である。規模は 3間分でおよそ

220 + 190 + 130cmを測り、東西方向より西に4゚30'偏じる。埋土は 4類で、白色の細軽石を含む。遺物は薄弱で

ある。構築時期は埋土から12世紀末以前が考えられ、 8世紀の建物群に方向性は近い。

棚列 8はP大区 rq175にある。調査面標高74.25m。重複はない。規模は柱穴径50cm弱と棚列中最も大き

い。規模は南北に 4間分で北から150+180+ 150+270cm、方向Nl4°Wを測る。埋土は 3類で、柱痕は抜取り

で20cm前後。築土状況、埋土から 8世紀代建物群に関連する重要柵と考えられる。

4、溝跡

P東区では32条の溝跡を調査した。同区では P東の北半が旧小林、曲師の集落境になっていたらしく 、中

世来の溝跡が嵩むこと、図版作成の都合もあり、以下 5群に分けて説明したい。
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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第 5章 P東区調査の遺構と遺物

）
 

A
＼

ー

／
 

一
荼
[

.-

.

.

.

 

]
 

-0
 

,

l

 

．
 

＼`
 

『．
ぐ

｀

：

｀

塁

、
＼
三
●9
:

(

¥

]¥

`

[
 

』
．

し

＼

菩
蕊
到

----J/  1 

＋ 

＋ ＋
 

＋
 

＋ 

＋ ＋ 

＋ 

＋
 

[
 

]
 

]
 

]
 

¥
j
」

＋ ＋ ．． . ~ 
．． 

゜こ）

゜
1 : 120 4m 

第195図 溝跡34• 36~38 • 41 • 42 • 45 • 46 • 59遺物出土状態図

153 



第3篇 発掘された遺構と遺物

14 

74.9m 

36号溝 (A-A') 

1. 暗オリープ褐色砂質士 (2. 5Y3/3) 表士。As-A・ B、ビニ

ール含む。

2. 暗オリープ褐色砂質士 （2.5Y3/3) As-A5%、As-B、小

礫含む。

3. 暗オリーブ褐色砂質土 (2. 5Y3/3) As-B含む。

4. 暗オリープ褐色砂質土 (2.5Y3/3) As-B含む。締まらない。

5. 暗オリーブ褐色砂質士 (2. 5Y3/3) As-A僅か含み、 As-B

含む。
6.暗オリープ褐色砂質士 (2.5Y3/3) As-A・B含む。よく締

まる。
7. 暗褐色砂質土 (IOY R3/3) As-B含む。小礫 1%、黄色土粒

1％混入。酸化斑文多い。

8. 暗褐色砂質士 (IOY R3/3) As-B含む。小礫 1%、黄色士粒

1％混入。灰色粘質土含む。酸化斑文多い。

9.暗褐色砂質土 (IOY R3/3) As-B含む。小礫 1%、灰色

粘質土20％混入。酸化斑文多い。

10. 暗褐 (IOYR3/3) As-B含む。やや砂質。ローム小プロ

ック 5％混入。

II.暗褐 (IOY R3/3) As-B含む。やや砂質。ローム小プロ

ック 10％混入。

12. 黒褐 (2. 5Y3/l) As-B含む。やや砂質。ローム大プロ

ック20％混入。やや水成堆積。46号溝か？

13. 黒褐 (2. 5Y3/1) As-B含む。ややシルト質。均質。ノ

ロ状。
14. 黒褐 (2. 5Y3/1) As-B含む。ややシルト質。ローム小

プロック 5％混入。

15. 黒褐 (2. 5Y3/l) As-B含む。ローム小プロック20%

混入。
16. 黒褐 (2. 5Y3/1) As-B含む。ローム小ブロック40%

層状に堆積。人為埋士か。

17. 黒褐 (2. 5Y3/l) As-B含む。ローム小プロック 10%

混入。
18. 黒褐 (IOY R3/l) As-A多く、ロームプロック少最含む。

締まる。
19. 黒褐 (IOYR3/1) As-A多く含む。

74. 9. m 

9 14 13 

調査区北壁 (B-B') 

l. 黒褐 （10YR3/l) 表土。As-A多く含む。

2. 黒褐 （IOYR3/l) As-A多く、ロームブロック少量含む。締まる。

(2層 道路跡）※調査区東側コーナーより南へ約 3mの所で 2層は終

わるので、道路跡は東西に伸びていると推定される。

3.黒褐 (10YR3/l) As-A多く含む。やや砂質。軟らかく、粗質。

4. 黒褐 (10YR3/l) As-A多く、ローム漸移プロック少量含む。

5. 黒褐 (10YR3/l) As-A多く含む。

6. 黒褐 (lOY R3/l) As-A多く含む。粗質。

7. 黒褐 (lOY R3/l) As-B含む。粗質。

8. 黒褐 (lOY R 3/1) As-B含む。締まる。

9. 黒褐 (10YR3/2) 粘性あり、還元気味。水性の影

響大。
10.灰黄掲 (10YR4/2) やや締まり、ローム小ブロッ

ク含む。
11.黄褐 (10YR5/6) プロック状となるローム。

12. 黒褐 (10YR3/l) As-B含み、やや締まる。

13. 暗褐 (10YR3/3) As-B含む。やや砂質。ローム

小プロック 5％混入。

14. 暗褐 (10YR3/3) As-B含む。やや砂質。ローム

小プロック 10％混入。 (13 • 14層 36号溝）

74. 4m 

46号溝 (C-C') 

l.にぶい黄褐 （IOY R4/3) As-B含み、小礫僅か含む。

2.黒褐 (IOY R3/2) As-B含み、黄褐色土粒 5％混入。

3. 1号集石埋士。

4. 36号溝埋士。

※46号溝は東へ向かうにつれ不分明となり、 36号溝のみになる。

D
 

38. 46号溝 (D-D') 

l.黒褐 （7. 5Y R2/2) 黄褐色土粒5%、小礫 5％混入。

2. 暗褐 (10YR3/3) As-B含む。黄褐色士大プロック20%

混入。やや締まる。盛土層。

3. 暗褐 （10YR3/3) As-B含み、黄色土粒僅か含む。小礫

5％混入。黄色上粒僅か。

4.暗褐 （10YR3/3) 小中礫僅か含む。

5. 暗褐 (lOY R3/3) 黄色砂礫40％混入。 (1~5層 46溝）

6. 暗褐 (10YR3/3) As-B含む。黄褐色士大ブロック20%

混入。やや締まる。盛土層。

7. 暗褐 （10YR3/3) As-B含む。

8. 暗褐 （lOY R3/3) As-B含み、黄色土粒僅か含む。小礫

5％混入。黄色土粒僅か。

9. 暗赤褐 (5YR3/3) 小礫 5％混入。上面酸化層。

10. 暗赤褐 (5YR3/3) 

11.暗赤褐 (5YR3/3) 黄褐色土小ブロック20％混入。

12. 暗赤褐色砂質士 (5Y R3/3) 

13.極暗褐色粘質土 (7. 5Y R2/3) 

14. 極暗褐色粘質士 （7. 5Y R2/3) 小礫 5％混入。

15.極暗褐色粘質土 （7. 5Y R2/3) 砂 ・小礫20％混入。

16. 黄褐 (lOY R5/6) 暗褐色土をモザイクに含む。

17. 黒褐 (7. 5Y R2/2) 黄褐色土粒 5%、小礫 5％混入。

18.明黄褐色ローム (2. 5Y R6/6) 細粒白色軽石 (YPかAs

-B) （径 1cm大）40％混入。 (17 • 18層倒木痕埋上）

゜
1 : 80 4m 

第196図 溝跡36• 38 • 46、調査区北壁土層断面図

溝跡34• 36 • 37 • 38 • 41 • 42 • 45 • 46 • 59 （第194~198• 207~214図、区版35~39• 164~168) 

P東区の北縁付近に東西を中心にした溝群が第194図のとおり存在している。その中で規模が大きく 主体的

な存在の大溝は、南側を東西に、中程で折れを持つ西半が溝跡36、東半が溝跡44（第194図b174の36号溝文
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第5章 P東区調査の遺構と遺物

E
 

74.4m 

36 • 46号溝 (E-E') 
1. 黒褐 （7.5YR3/2) As-B含む。
2. 黒褐 （7.5YR3/2) As-B含む。黄色士粒5％混入。やや
砂質。

3. 黒褐 （7. 5Y R3/2) As-B含む。黄色士粒 1％混入。均質。
(1~ 3層 34・38・46号溝）

4. 黒 （7.5YR1.7/l) 細粒白色軽石含む。小礫 1％混入。
5. 現代土坑埋上。
6. 黒褐 (7. 5YR3/2) As-B含む。黄色士粒 1％混入。

7. 黒褐 (7. 5YR3/2) As-B含む。黄色土小ブロック 5% 
混入。酸化斑文目立つ。

8.黒褐 (7.5YR3/2) As-B含む。黄色土粒 1％混入。酸
化斑文目立つ。

9. 黒褐 (7. 5YR3/2) As-B含む。黄色土粒10%、小礫 5
％混入。

10. 黒褐 (7. SY R3/2) As-B含む。やや砂質。
11.黒褐 （7.5YR2/2) As-B含む。黄褐色士小ブロック 10
％混入。

12. 黒褐 (7.5YR3/2) 黄褐色士大プロック 10％混入。やや
シルト質。

13. 黒褐 （7.5YR2/2) 黄褐色士大ブロック 10％混入。
14. にぶい黄褐 （10YR4/3) 黄褐色土粒10％混入。
l5. 黒褐 (7.5YR3/2) シルト質。ノロ状。

(6~15層 36号溝）
16. 44号住居跡埋士。

F
 

74. 4m J
i
 

4 ー 74. 3m 

36号溝 (F-F') 

l.灰褐 (7. 5Y R4/2) As-Aが 1％混入。小円礫僅か含む。
2. 暗褐 (7. 5Y R3/3) 黄褐色土小ブロック 5％混入。 1層との層境に
サビ層が見られる。

3.灰褐 (7. 5Y R4/2) 暗褐色士小プロック 10％混入。小円礫含む。
4.灰褐 （7. 5Y R4/2) 暗褐色土大プロック40％混入。
5. 黒 （10YR2/l) 炭化物を主体とする。
6.暗褐 （7.5YR3/3) 黄褐色土小ブロック20％混入。
7.灰褐 (7. 5Y R4/2) 暗褐色土小ブロック40％混入。砂を含む。
8. にぶい黄褐色砂質土 (lOY R4/3) 暗褐色土大プロック40％混入。
9. 44号住居跡埋士。

G
 

74. 4m 

4 5 

36号溝 (G-G') 
1.灰褐 （7.5YR4/2) As-Aが 1％混入。小円礫僅か含む。
2. 暗褐 (7. 5Y R3/3) 黄褐色士小プロック 5％混入。 1層との層境に
サビ屑が見られる。

3.灰褐 (7. 5Y R4/2) 暗褐色士小プロック 10％混入。小円礫含む。
4.灰褐 （7. 5Y R4/2) 小円礫 5％混入。
5. 暗褐 (7. 5Y R3/3) 黄褐色士小ブロック20％混入。
6. 他遺構埋土。

45号溝 (J -J,) 

1.極暗褐 （7.5YR2/3) As-B含む。
2. 暗褐 (lOY R 3/3) As-B含む。黄褐色士小プロ
ック 5％混入。

3. 暗褐 （10YR3/3) As-B含む。黄褐色士小ブロ
ック 5％混入。酸化斑文顕著。

4.黒褐 （10YR3/2) As-B含む。黄褐色土小ブロ
ック 5％混入。

5.黒褐 （IOYR3/2) シルト質。ノロ状。
6. 黒褐 (lOY R3/2) 黄褐色土大プロック40％混入。
7. 黒褐 （lOY R3/2) シルト質士やや多く含む。
8.黒褐 (10YR3/l) 黄褐色土大プロック40％混入。
古代遺構埋士。

9. 40号住居跡埋土。

互．-v~m L 74. 5m ． ． -
59号溝 (K-K') 

1.にぶい黄褐 （!OY R4/3) 小礫 5％混入。
2. にぶい黄褐色土(lOYR4/3)と黄褐色土(!OYR5/6) 
との混合士。
※滞水痕跡は認められず。

゜
I : 80 4m 

第197図溝跡36• 45 • 46 • 59土層断面図

字貼直下にある）で、溝跡36の東側b176付近から40cm以上の深さをもって急下りとなる。溝跡36は幅192cm、

深さ40cm、方向は東西より 12゚ 西に偏じる。溝跡44は幅360cm、深さ51cm、東西より西に66°45'偏じる。下面は

中世と考えられ、埋没土上方は近世である。溝跡36の北側に並び幅234cm、深32cm、東西より西に11゚偏じる溝

跡45がC177付近で北に曲り、 P東区の溝跡110に続く。溝跡45に後出して幅150cm、深さ18、西に24゚ 偏じる溝

跡34がある。同溝は溝跡44が埋没してからの溝跡であるので近世がより近世に近く。埋没時には第195図のご

とく 20cm以下の円礫を主とする礫層面がある、その面に北沿いに道跡としての硬化面が調査地際まで続いて

いた。以上が大規模な溝で、性格付けは73頁で触れた。

小規模溝について、溝跡37は溝跡36• 45間の小溝で延長に溝跡59がある。溝跡38• 46は、前出溝跡34の直

下にあり、土層断面Dの左端土層注 1が溝跡38、直下の注3.5が溝跡46、注9~15が溝跡44で、溝跡38・46は、

溝跡44の埋没で、近世か近世に近い。溝跡41は、調査北壁にかかる小溝で土層断面Hの注5~8が溝跡45で埋

没後の注2• 3が溝跡41である。重複順は古い側から溝跡45→46→38→34• 41の順で新しい。
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H
 

74. 5m 

竺．一一——~-/--ヘーー一．互:5m

三

41. 45号溝 (H-H') 

1.表士。As-A・B混入。

2.オリープ黒 (5Y3/2) As-B含み、シルト質土をやや多く含む。

3.暗オリ ーブ褐 (2. 5Y3/3) As-B含む。黄褐色士小プロック 5％混入。

4.暗オリ ーブ褐 (2. 5Y3/3) As-B含む。黄褐色土小ブロック 5%、黒色士小

ブロック 5％混入。 (2~4層 41号溝）

5. 暗オリ ーブ褐 （2. 5Y3/3) As-B含む。黄褐色土小ブロック 10%、小礫 5%

混入。やや砂質。

6.暗オリーブ褐 （2. 5Y3/3) As-B含む。ややシルト質。小礫僅か含む。

7. 黒褐 (2. 5Y3/l) 黄褐色士小ブロック 10％混入。やや砂質。

8. 黒褐 (2. 5Y3/l) 黄褐色土小ブロック 5％混入。やや砂質。

(5~8層 45号溝）

9. 82号士坑埋士。

10.黒 （2. 5Y2/l) 地山 ・倒木がらみか。

2長二三三芦言［ロ
34. 38. 41. 45. 46号溝 (I -I') 

l. 暗褐 (lOY R3/3) As-B含む。

2.暗オリーブ褐 (2. 5Y3/3) As-B含む。黄褐色土小ブロック 5％混入。

(1 • 2層 41号溝）

3.灰褐 (7. 5YR4/2) As-Bやや多く含む。小礫 5%、黄色土粒 5％混入。中

円礫僅か含む。

4.灰褐 (7. 5Y R4/2) 小～大円礫含む。

5.黒褐 (7. 5YR3/2) As-B含む。黄色土粒5％混入。(3~5層 38号溝）

6.暗褐 (lOY R3/3) As-Bやや多く含む。小礫 5％混入。

7.掲 （7. 5Y R4/3) 小礫10%、黄褐色土小ブロック20％混入。

(6 • 7層 34号溝）

8.黒褐 (7. 5YR3/2) As-B含む。 (46号溝）

9. 暗オリーブ褐 (2. 5Y3/3) As-B含む。黄褐色土小プロック 10％、小礫 5% 

混入。やや砂質。

10.灰褐 (7. 5YR4/2) As-B含む。やや砂質。黄褐色土小ブロック 10％混入。

11.灰褐 (7. 5YR4/2) As-Bやや多く含む。小礫 5%、黄色土粒 5％混入。中

円礫僅か含む。

12.灰褐 (7. 5Y R4/2) As-B含む。やや砂質。酸化斑文あり。

13.灰褐 (7. 5YR4/2) As-B含む。やや砂質。酸化斑文あり。黄色砂10％混入。

14. 黒褐 （7. 5Y R3/2) やや砂質。 (9~14層 45号溝）

15. 82号土坑。

45号溝 (M-M') 

l.灰褐 (7. 5Y R4/2) As-B含む。小礫

5％混入。

2.灰褐 (7.5YR4/2) As-B含む。小礫

5%、黄色土粒5％混入。

3.褐 （7. 5Y R4/4) As-B含む。小礫

5%、黄褐色士小プロック IO％混入。

※溝底面の荒れは認められず、流水 ・冠水

状態ではない。

三三□互 7m

＼ 
36号溝 (N-N') 

l. オリーブ褐 (2. 5Y 4/3) 表土。As-A

含む。
2.オリーブ褐 (2. 5Y 4/3) 盛土。As-A

含む。黄色土小プロック 10％混入。

3.オリ ーブ褐 (2. 5Y4/3) As-A含む。

4. オリーブ褐 (2. 5Y 4/3) As-A含む。

小礫 5％混入。
5.暗オリーブ褐 (2. 5Y3/3) As-A含む。

小礫 5%、黄色上小ブロック 5％混入。

6. 暗オリーブ褐 (2. 5Y3/3) As-A、大

円礫含む。黄色土小ブロック 5％混入。

7. 暗オリ ープ褐 (2. 5Y3/3) As-A、小

円礫含む。黄色士大ブロック 10％混入。

8.暗オリーブ褐 (2. 5Y3/3) As-A含む。

黄色士大プロック40％混入。

※8層底面は、ほぼ平坦で整った逆台形。

9.暗オリープ褐 (2. 5Y3/3) As-A含む。

10.ローム漸移層 小円礫含む。黄色土小プ

ロック 5％混入。

※溝底面は凸凹があるが、流水痕跡は認め

られない。

゜
1 : 80 4m 

第198図溝跡34• 36 • 38 • 41 • 45 • 46土層断面図

溝跡35• 43 • 47 • 48 • 50 • 53 • 57 • 58 （第199• 207~214図、区版35~39• 164~168) 

溝跡35は、 P東区北壁にかかった小溝で、近世の可能性が高 く、方向性は直線的な東半で西に21゚30'偏じる。

溝跡43は、埋土中にAs-B混りで、中 ・近世天明 3年以前の遺構。方向性は直線的な中程で西に6゚偏じる。

溝跡47は、埋土中にAs-A混りで、近世の耕作関連か。溝跡48は、幅104+acmでN21゚15'Wを測る。 溝跡39・

49を切り、溝跡40に至るが、溝跡40の最終埋没の方が後出する。 しかしある時期は共存したであろう。埋土

中にAs-A含むが、第199図土層注 2や古い段階に相当する注 3にはAs-A混層は見えずその前代と考え ら

れた、つまり 18世紀頃である。溝跡50• 57は、共通機能を持ちながら、最終的には両溝をL字形に結んで使

用された溝である。最終は両溝とも第199断面A のとおり As- B混りで、前代も断面Bのとおりである。底面

には砂質が部分的に見られ流水痕跡がある。おそ らくは近世の農業関連であろ う。 方向はN26゚30'Wを測る。

溝跡53はAs-A を含む溝51• 52に西隣して、 N6"45'Wの方向性で並走し、共通の機能であろう。 溝跡58は、

溝痕跡であるが、 As-A混る。
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1. 黒褐 （IOY R3/l) 
As-A含む。上面道跡と

思われ、やや締まる。
2.黒褐 (IOYR3/l) 
As-A含まず、締まる。
3. 黒褐 (!OY R3/l) 
流水砂含む。上面酸化し、

下方遠元気味。下面底。

座標北

43号溝

57号溝 （A-A') 
十Pq

1.褐灰 （IOYR4/4) 表土。軽石

多く含み、砂質。
179 

2 黒褐 (10YR3/l) As-A含む。
140溝 ‘ゞ3.黒褐 (IOY R3/l) As-B多く 48号溝

含む。

十c 4. 黒 (IOYR2/l) As-B含む。

5 黒褐 （10YR3/l) As-B少星 座標It
含む。砂質。

／ 
6 黒褐 (10YR3/l) ロームブロ 只 I ック含む。

A' 

心 i 妬t7井戸 A'」ニチロコ主m ｝ 
¥ 47号溝文

1111 ＼ 

I上

｀ -A •一, 74．＿ .5m A 1111 A' 

B 74. 5m ． ． 
哀 ょQb

50号溝 (B-B') 

1. 黒掲 (10YR3/l) As-B含

む。やや締まる。
2. 黒褐 （JOY R3/l) 1層より

黒ずむ。
3. 黒褐 （10YR3/l) 2層に近

いが、ロームプロック少量含む。

4.、黒褐 (10YR3/1） ローム小
プロック含み、締まる。

|::,. 1．黒褐 (10YR3/l) 

As-A含み、粗質。下方

に鋤痕、耕作関連か。

ヽ
: s、~ミ’

58号溝 羞
A 74. 5m 

53号溝

A 74. 4m ．． 
ー一一、ーノ―-―

｀ → 

゜
1 : 80 4m 

第199図溝跡35• 43 • 47 • 48 • 50 • 53 • 57 • 58遺構図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物

［一
A 74. 5m 

ー-, -一
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卜’り 9 ‘ ’
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24住

39. 40. 49号溝 (A-A') 

1. 黒褐 (lOY R 3/1) As-A粒含み、ガラ

ス片入る。
2. 黒褐 （lOY R 3/1) As-A粒含み、ガラ

ス片入る。 (1 • 2層 近代までの溝跡）
3.黒褐 (10YR3/l) As-A粒多く含む。

やや締まる。 (3号道跡）
4. 黒褐 (lOY R3/l) 特に、 As-Aを主と

し、 As-A降下直後と思われる。
5. 黒褐 (IOYR3/l) As-B含む。粗質。

礫 ・川原石多い。
6. 黒褐 (IOY R3/l) As-B含む。粗質。
7. 黒褐 (lOY R3/l) As-B含む。
8. 黒褐 (IOY R3/l) As-B含み、礫・川

原石多く含む。
9. 黒褐 (IOY R3/l) As-B含み、礫 ・川

包 原石多く含む。
IO. 黒褐 (lOY R3/l) As-B含み、ローム

プロック多鼠含む。 (4~10層 40号溝）

11.黒掲 （10YR3/l) As-A粒多く含む。

道跡の締まりあり 。
12. 黒褐 (10YR3/l) As-B含む。道跡の

締まりあり 。 (11 • 12層 49号溝）
13.黒（10YR3/l) As-B下

の黒色士様ブロック。
14. 黒褐 (lOY R3/l) As-A含

む。やや締まる。
15. 黒褐 (10YR3/l) As-A含

まず、粗質。
16. 黒色士と(lOYR2/l) 

ロームブロックとの混
合土。黒色土は、 13層

［ ← と同じ士質。
!:: (14~16層 2号道跡）

17. 黒褐 (JOY R3/l) 

As-B、ロームブロッ

ク含む。
18. 黒褐 (10YR3/l) 

17層より 黒味あり 。
(17 • 18層 39号溝）

19. ロームプロック、ロ

ーム土。
B 74. 5m 

三

゜
1 : 80 4m 

39号溝 (B-B') 

1. 黒褐 (lOY R3/l) As-A含む。粗質。

2. 黄褐 （10YR5/6) As-A、ロームブロック含む。

゜
1 : 80 4m 

゜
1 : 100 4m 

第200図溝跡39• 40 • 49As-A降下前遺構図
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苦

喜---=＝＝プ
溝跡39• 40 • 49 （第

----~ 

＋
 

200~203、図版37・38・167・

168) 

溝跡39は、幅48cm、深28

cm、方向性は N64゚15'Wで

ある。重複は西壁際で後出

の溝跡48と重さなる。埋土

はAs-B混りが入る。平面

形態は、直線的で計画性大

の背景を感じさせる。近世

溝である。

溝跡40・49は、第200図土

層断面A注記14が、溝跡49

で、 As-Aを含む。平面図

中は井戸跡 5の北側にある

幅150cmの溝跡がそれであ

り、溝跡48のある段階の延

長かもしれない。溝跡40は

埋土にAs-Aを含み、古老

に
I

g
+
 24住

¥ 
48溝

----------
/ -------

-------- • 一一茫

゜
1 : 100 4m 

第201図 溝跡39• 40 • 49As-A降下後遺構図
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が承知していた近時までの

後出段階と As-B混りを

埋土とする先行段階を第

200図と201図に分けて図化

した。後出段階は、古老に

よれば同溝はかつて水路と

して用い られ北側（道跡 2)

と南側（道跡 3) に道が付

設されていたという。

道跡と水路に思える区界線

は昭和16年の耕地図上でも

確認できる。As-Aを含む

後出段階の当初の頃は、第

203図のように礫の集まり

が多くの力所に存在し、第

212図13のような19世紀後

半前後を思わせる陶器湯呑

など時期性を反映する個体

が少量ある。先行段階は、
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溝跡39• 40 • 49As-A降下前遺物出土状態図
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P東区調査の遺構と遺物

As-Bを含む埋土の時期

から構築時の間であるが、

掘方肩部に近い位置に、中

世末から中世初頃と推測さ

れる井戸跡 5が重複してあ

り、

や溝跡40の当初に近い頃、

水路際の浸透水を利用する

ために設けられたようであ

る。

形状は第200図のA断面の

とおり逆台形を呈し、底部

にある注19に掘直し形跡は

少ない。下端幅112cmを測

り、

おそらくは先駆的な溝

この先行段階の掘り方

その中に堆積する注19

はロームブロックを多く含

み、構築当初に関係しそう

で、実際に水路として用い

られ、水流の痕跡があるの

゜＋
 

0.:00:1 

.. •. •. • :• d /—• --

珂しこし――--

Q
 

/----

-------
---------

--—―手

゜
1 : 100 4m 

第203図 溝跡39• 40 • 49As-A降下後遺物出土状態図
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△. 
戸

74. 4m 

ヽく、
3 4 

゜
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゜
1 : 100 

51 • 52 • 54号溝
l. 暗褐 (lOY R3/3) As-Aが混じる箇所は硬い。下部に行

くにつれAs-A少なく 、軟らかくなる。ロームプロック含む。

2. 黒褐 （10YR3/2) 地山。

3. 暗褐 （10YR3/3) As-A全体に含み、硬い。

4. 暗褐 （10YR3/3) As-A全体に含み、硬い。

は注 8より上方の堆積層で、本格的な機能や掘直しは、

そこから始まるよ うであった。道跡2• 3は埋没土の一

部まで部分的に及んでいた。溝跡40出土遺物は、埋土

として第212図14の18世紀磁器碗や、17世紀頃に見える

同図16の軟質陶器鉢があるが構築当初を知るには不足

の感がある。規模は幅280cm、深さ63cm、方向はN62°W

を測る。

溝跡51• 52 • 54 

この一群はP東区の北東部に位置する。調査面は標

高74.3m。溝跡51は北側で溝跡54と、南側で溝跡52と

重さなり、

（第204• 214図、因版168)

なかった。各埋土は類似していたためである。

西側に並走する溝53も類似し、

加え、

ともに平面上、新古の輪郭を得るには至ら

さらに

4条の溝跡は方向性も

おそ らく共通の機能と性格をもって近時期に構

築されたのであろう 。方向性は溝跡51は、幅32cm、深

さ9cm、方向N21°Wを測る。溝跡52は、幅49cm、深さ

18cm、方向N20゚31'を測る。溝跡54は、幅42cm、深さ12

cm方向Nl9°Wを測る。各々埋土にAs-Aを混えるた

め天明 3年以降であり、遺物は微弱であった。

溝跡55• 56 • 60 • 61 • 62 • 63 • 65 

図版39• 168) 

（第205• 214図

溝跡55は調査区の中程を東西に走り、中世と推測さ

れる土坑62を切る。規模は幅80cm、深さ18cm、N29゚30'

Wを測り、 As-A以降である。溝跡56は、埋土の主体

にAs-Aを含む。規模は幅132cm、深さ 9cm、N9゚30'

4m 

第204図

162 

溝跡51• 52 • 54遺構図

Eを測る。溝跡60は、 As-B前代で古代溝らしい。北

側のQ区でその延長は不明瞭である。流水痕があり、

規模は幅80cm、深さ16cm、方向はN39°Wを測る。溝跡61

は、埋土にAs-Aを含み、規模は幅45cm、深さ 12cm、方

向N24°Wを測る。溝跡62• 63は、 P西区のある時期の神

社界を成していたと考え られる溝跡75の延長に溝跡63

の北側が屈曲し東西走する力所が位置関係、溝断面形、

埋土とも近似するため同一溝であろう 。規模は168+a

cm、深さ40cm、方向Nl4゚30'Wを測る。溝跡62は、東方の

小溝である。両溝とも As-Aを前後する。溝跡は幅30

cm、深さ15cm、方向N66゚Nを測り、近世である。
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現士坑 l. 黒褐 (lOY R3/l) 
As-A含む。粗質。

2.黒褐 （10YR3/l) 
As-A含む。やや締まる
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A 74. 7m 
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1. 暗オリーア褐
As-A含む。

2. 暗オ！ブ褐
As-B含む。

3. 黒褐 (IOY R3/2) 

小礫40％混入。
4. 黒褐 （IOYR3/2) 

均質。
5. 暗オリープ褐色砂質土
(2.5Y3/3) 下層～上層

へ、砂と小礫が水成堆積。
6. 黒褐 (IOY R3/2) 

細粒白色軽石僅か含む。

7.褐（!OYR4/6) 
ローム漸移層。

A 

(2. 5Y3/3) 

(2. 5Y3/3) 

：

邑詞
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⑲誓
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X
や
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溝号6
 

5
 

現土坑

I 74.4m 

⇒――一 •一

1. 黒褐 (lOY R3/l) 

As-A含む。粗質。
2. 黒褐 （lOY R3/l) 

As-A含まず。

A 1 74.3m 
-•一•一

l. 黒褐 （10YR3/l) 

細粒白色軽石僅か含み、

ローム粒 1％含む。
2. 黒褐 (lOY R3/l) 

細粒白色軽石僅か含み、

ローム大ブロック含む。

座標~t

古Pg

A 74. 3m 

｀． 
B 74. lm ． ． 

口
62号溝

1. 黒掲

粗質。
2. 黒褐 (IOY R3/l) 

ず。軟らかい。
3.黒褐 (IOY R3/l) 

As-A、焼土粒含む。

粗質。
4. 黒褐 (lOY R3/l) 
As-A、ローム小プ

ロック含む。

(A-A') 

(IOYR3/l) As-A含む。

As-A含ま

A ＇ 
•--—• 

座標北

＼
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7
 

A 

珈

一

A一 ；

／
／
~ー
ロー

1. 黒褐 （IOY R3/l) 

As-A含み、粗質。

゜
※64号溝は、平面記録図なし。

1 : 80 4m 

第205図 溝跡55• 56 • 60 • 61 • 62 • 63 • 65遺構図
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座標北

8住

A 

• • @"1 ． ．．  ．．．． 

A' 
•一 十Ps

177 ·—+ 

A 74. 5m A 74. 5m 
1. 黒褐 (10YR3/l) 
少し黒味がかり、軽石含む。

2. 黒褐 （10YR3/l) 
少し黒味がかり、軽石、ロー
ム小ブロック含む。

3. にぶい黄褐 (lOY R4/3) 
ローム土壌化と黒色土が漸
移的。軽石含む。

4. にぶい黄褐 (lOY R4/3) 
ローム士壌化と黒色士が漸
移的。軽石、木炭粒含む。

5. 18号住居跡埋士。

第215図井戸跡3遺構図

溝

，
 

4
 ／

／
 

ー

A' 

+p 
178'q 

A 74.2m 

第216図井戸跡 5遺構図

71t¥  

△ 

△. 

'-- ~ 

1．黒掲 （10YR2/2) 白色粒子（径1~2mm)全体に混入。締ま る。
2．黒褐 （10YR2/3) 1層よりもやや締まらない。上層に白色粒子僅かに見られる。
3．暗褐色士(10YR3/3)70％と ロームブロック30％の混合土。白色粒子僅かに混入。
4．暗褐色土(10YR3/3)70％と ロームブロック30％の混合土。 3層よりも白色粒子多く
含み、やや暗い。

5．黒褐 (10YR2/3) 2層に同じくも所々に黒褐色土(lOYR3/l)が見られる。
6 暗褐色土(10YR3/3)60％とロームブロック40％の混合土3層よりもやや暗い。
7. 6層よりもローム大プロック含む。
8 黒色土(10YR2/1)80％とローム20％の混合土。
9．黒褐色土(lOYR3/L 3/2)50％とローム50％の混合士。ローム粒子大きく 、カリカリ

し、乱れている。
10, 明黄褐色土(lOYR6/8)と橙色土(2,5Y7 /6)の混合士で、やや褐灰色土も入る。ロー

ム粒子大きく、カリカリしている。
lL 明黄褐色土(10YR6/8)と橙色士(2,5Y7/6)の混合士で、 10層よりも褐灰色上(lOYR
4/1)多く入る。

12．褐灰 (10YR4/l) 
13, ローム礫層に近く、 10層に類似する。小石含む。

※9~13層はレンズ状堆積。

A' 

-f-Q吹
/76辱、り

2，，， 

1.褐灰 (lOY R4/l) 酸化斑全体に見られる。黄褐色士粒（径 1~2mm)、
白色粒子（径 1mm)全体に混入。硬く締まる。

2. 1層と明黄褐色土(2.5Y7/6)プロックの混合土。外から内に流れ込む。
3. 1層よりも酸化斑、黄褐色粒千少なく、軟らかい。
4. 明黄褐色士(2.5Y7/6) 砂質士。 1層の土がやや入る。
5. 1層の褐灰色土(lOYR4/l) 70％と 4層の明黄褐色士(2.5Y7 /6) 30％の
混合士。

6. 1層の褐灰色上(10YR4/1)90％と 4層の明黄褐色士(2.5Y7 /6) 10％の
混合士。

73. 9m 

※4号井戸は、平面記録図なし。

゜
1 : 60 2m 

第217図井戸跡 6遺構図
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第218図 井戸跡 7遺構図

1 /た-----

- 9'’  

9'  

ヽ'

A 

A 74. 3m 

5、井戸跡 （第215~224図、図版40・41~160・161) 

A' 

井戸跡 3は、先行の住居跡18を切る。埋土中にAs-

B混り、中世の構築か。径192cm、深さ162cm。形は上

部ロート状。出土遺物に時期性のある個体はない。

井戸跡 4はQ大区d174、溝跡44の埋土が切る。未記

録。円形、直井筒形。中世の構築。

井戸跡 5は溝跡40の肩部に位置し、中世から近世初

期か。径128cm、深さ123cm。平面方形。

1. 暗オリープ褐色砂質土 (2. 5Y3/3) As-B多く含み、黄褐色土小

プロック20%、炭化物僅か混入。やや締まらない。

2. 暗褐色砂質土 (IOYR3/3) As-B多く含む。やや締まらない。

3.黒褐色砂質土 (IOYR3/l) As-B多く含み、黄褐色土大プロッ

ク20％混入。やや締まらない。

4. 黒褐色砂質土 (IOYR3/l) 黄褐色士プロック20%、小～巨礫多

く含む、礫投棄層。締まらない。

5. 黒色砂質土 (IOY R2/l) As-B多く含む。締まらない。

6. 黒色砂質土 (IOY R2/l) 黄褐色土大プロック、小中礫20％混入。

締まらない。

7. 黒色砂質士 (10YR2/l) 黄褐色土大プロック混入。締まらない。

／し、
[ ---- --—· 

十 ―--

△ ]・・ブ応?.̀/:・I，， ヽ

¥.. •. 

74. 3m 

1. 黒褐 (10YR3/l) Hr-F P粒？含み、

さらに 9cの遺物（土師器）入る。ローム粒入

らず、陥没埋土か。

2. 黒褐 （lOY R3/l) Hr-F P粒？含み、

ロームブロック少員含む。人為埋没か。 5c

末の遺物入る。

3. 黒褐色士(10YR3/l)と、明黄褐色土

(lOY R6/6)ロームブロック多く含む。人為

埋没。

4. 黒褐

含む。
5. 黒褐 （IOY R3/l) 

的に縞をなす。

6. にぶい黄橙 （IOYR7/2) 

ローム土層。

(10YR3/l) ロームブロック少量

ロームプロック部分

漂白した粘性

゜
1 : 60 2m 
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第226図 集石 2遺構図 第227図 集石 3遺構図

井戸跡 6は溝跡44の最底面にあり同溝埋土に切られていたが、溝44の当初と関連づき断面A注 1に地下水

渇水期の酸化斑がある。長径138cm、深さ83cm、長軸方向N39°Wは、 この場所の地勢走行。中世の構築。

井戸跡 7は、埋土にAs-B混り、第223図10の皿から中世末期の構築。長径197cm、深さ250cm、長軸方向N

38゚30'Wを測り、同方向は地勢走行であり、地下水の流下方向に係わると推測される。

井戸跡 8は住居跡33に切られる。構築時期は第224図7が完器状態で底付近から出土している。図中坑99は

旧遺構番号である。形は上方がロート状、円形である。

6、集石遺構 ・火葬跡（第226~231因、図版45• 163) 
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4. 暗褐 （IOYR3/3) 黄褐色土小ブロ ック20％混入。地山土。

5. 暗褐 (IOYR3/3) 炭化物大ブロック40%、焼土小ブロック 5%
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％混入。

3. 炭化層。
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5. 黄褐色土プロック (IOYR5/8)と暗オリーブ褐色士(2.5Y3/3)との混合土。
6. 暗オリーブ褐 (2. 5Y3/3) As-C、焼上粒多量、炭化物粒少量含む。
7. 暗オリーブ褐 (2 5Y3/3) 黄褐色土大ブロック40%、炭粒 5％混入。
42号住居跡埋士を主体とする。
※底部は植物根攪乱による円形の軟らかい部分が見られる。
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小ブロック 10%、黒色j
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小ブロック 5％混入。
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植物攪乱著しい。
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1. 黒褐色砂質士 (7. 5Y R3/l) As-B混入か？締まらない。

2. 24号ピット埋土。

3. 23号ヒッ゚ ト埋土。

第232図土坑40• 41 • 43 • 44 • 45 • 46 • 47遺構図

集石 1は、浅い凹地状内の集石で、溝跡44の北側を東西走する近世道跡と土層注 3が関連。集石 2は穴中

集石で周囲に井戸跡 ・火葬跡 2と近接し、中世か。集石 3は集石 lに関連で近世。火葬跡1• 2はともに中世

と考えられ、同 2は棺台を思わせる台石 4個。焼骨の量的出土。焼土化大、炭化物が多く見られた。

7、土坑 ・ピット （第232~242図、図版41~44• 162 • 163 • 169) 
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3. 51号ピット埋土。

4. 5号住居跡埋士。

座標北

A 

り
如

ょへ
Q
b
南

+176 

i
l~ 

A

l

坑
血

土
4

号

7゜53

A
i
 

A 

-

光椋怨

ー

バ
l

坑土号4
 

5
 

74. 5m 

2~•一

1.黒褐色砂質土 （7. 5Y RZ/2) 

暗褐色土小ブロック 10％含み、

一部層状。締まらない。

2. 黒褐色粘質土 （7. 5Y RZ/2) 

1.黒褐 (10YR3/l) As-B、ロームブ

ロック含み、白色粒子全体に混入。やや締

まる。

1. 黒褐 （7. 5YR2/2) As-B含む。

小礫5％混入。炭化物粒を含む。

2. 黒褐 （7.5YR2/2) As-B含む。

黄褐色土小ブロック 10％混入。

3. 黒褐 （7.5YR2/2) As-B含む。

黄褐色土大ブロック40％混入。

4. 黒褐 （7.5YR2/2) As-B含む。

黄褐色土粒 5％混入。

5. 黒褐 (7. 5Y R2/2) As-B含む。

黄褐色土粒10％混入。

6. 黄褐色土大ブロック (10YR5/6) 

｀口茫三］ご_2m

A 

Q55号A土坑

74. 5m 

こ

1. 黒褐 (IOYR3/l) 怨
洋 ぐ

2:;;:ブ]。ノ胃：円；6）惑 ＼＼、ベメぐ '° ¥ 
3. 黒褐 （IOY R3/l) 

締まる。光沢あり。

4. 黒褐 (lOY R3/2) 

ローム小プロック多く
A 

含む。全体に締まり弱い。

l. 黒掲 (10YR3/l) 

ロームブロック多く含

み、人為埋没。
2. 黒褐 (10YR3/l) 

ロームブロック入らず、
As-A含む。

3.灰黄褐 (lOY R4/2) 
As-A少なく、ローム

士壌化混じる。

4. 黄褐 (10YR5/6) 

ロームブロック主体。

0 1 : 60 

A' 

叫 56号土坑

ー

•

I

9
.
`

.
I

m
g

g
 

A 74. 5m 

1.黒褐 (JOY R3/l) As-B混じり、黒ずむ。

2.黒褐 (10YR3/2) ローム漸移上層。

3.褐 （lOY R4/4) ローム漸移下部。

4. 8号住居跡埋土。

2m 

第233図土坑48• 49 • 50 • 52 • 53 • 54 • 55 • 56 • 57遺構図
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第234図土坑59• 60 • 61 • 62 • 63 • 64 • 66 • 67遺構図
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2. 69号士坑埋士。
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1.黒褐 （10YR3/l) 

Hr-F P粒、上面に

As-B含む。
2. 黒褐 (10YR3/l) 

やや締まる。
3. 黒褐 (10YR3/l) 

少し軟らかい。抜き
取り柱痕。
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第235図土坑68• 69 • 70 • 71 • 73 • 74 • 77 • 78 • 79遺構図
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74. 2m 

2m 

I. 45号溝埋土。
2. 暗褐 （IOYR3/3) 黄褐色土大プロック

40％混入。
3. 暗褐 （IOY R3/3) 黄褐色土大プロック

5％混入。締まらない。
4. 暗褐 （IOYR3/3) 黄褐色土大プロック

10％混入。
5. 暗オリーブ褐 (2. 5Y3/3) 黄褐色士大ブ

ロック 10％混入。
6. 黒 （IOYR2/l) 黄褐色土大プロック

混入。
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1. 暗褐 (10YR3/3) 
As-C含む。

2. 黒褐 (lOY R2/3) 

黄色土粒 5％混入。
3. にぶい黄褐 (10YR4/3) 

黒色士大プロック 10％混入。
4. 41号住居跡埋土。

A 74. 3m 
一・エ•一

1. 暗オリープ褐 (2. 5Y3/3) 

黄色土粒僅か含む。

2. 暗オリーブ褐 （2. 5Y3/3) 
黄褐色土小ブロック20％混入。

3. 41号溝埋士。

／ ＼ 

A 73. Sm ．．  

こ

座標北

45溝

A' 
•一 Qc よ り

+;tへlm
177 

83号土坑

1. 暗灰黄砂質土 (2. 5Y 4/2) 

黄褐色士小プロック5％混入。
2. 暗オリーブ褐色シルト質土 （2. 5Y3/3) 

ノロ状の黄褐色士小プロック 5％混入。
3.暗オリープ褐色シルト質土 （2. 5Y3/3) 

ノロ状の黄褐色士大プロック40％混入。
4. 暗オリーブ褐色シルト質土 (2. 5Y3/3) 

ノロ状の黄褐色士小ブロック 10％混入。
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l. オリーブ褐 (2. SY 4/3) 

暗褐色士含み、黄掲色士小ブ
ロック 5％混入。色調暗い。

2. 暗褐 （lOY R3/4) 均質。
3.黄褐 (2. 5Y5/6) 地山

ブロック。
4. オリーブ褐

1. 暗褐 （lOY R3/3) 

含む。均質。
2. 暗褐 (10YR3/3) 

ロック40％混入。
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第236図
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(2. SY 4/3) 

1. 暗オリープ褐 (2. 5Y3/3) As-B含み、

小礫 5%、黄色土小ブロック 5％混入。
2.暗オリーブ褐 (2. 5Y3/3) 黄色士小プ

ロック20％混入。

3.オリーブ褐色土（2.5Y4/4)と暗オリーブ

褐色土との混合土。小礫5％混入。
※石3個を整然と並べており、骨も含まれ

ることから土壊墓と考えられる。

ご翅＼
1§ ,""'_s 
-f-芯?
均恕 —---—----- -- -

ロ89号土坑

A 74. 3m ．．  

口
1. 黒褐 （lOY R3/2) 細粒白色軽石、

黄色士粒含み、小礫 5％混入。
2. 黒褐 (lOY R3/2) 細粒白色軽石、

黄色士粒、オリーブ粘質ブロック含む。
3. 36号溝埋土。

土坑80• 81 • 83 • 84 • 85 • 86 • 88 • 89遺構図

l. オリーブ褐 （2. SY 4/3) 

As-B含み、黄色土小プロッ

ク10％混入。
2. オリープ褐 （2. SY 4/3) 

黄色士小プロック20％混入。
3. オリーブ褐 (2. SY 4/3) 

黄色土大ブロック40％混入。
4. 145号ピット埋土。

゜
1 : 60 2m 
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＼ 恣
； 

1. 黒褐 (lOY R3/2) 細粒白色軽石、黄色
土粒含み、小礫 5％混入。

2. 黒 （10YR2/l) 細粒白色軽石、黄色
土粒含む。

3. 黒 （10YR2/l) 細粒白色軽石、
黄色土粒含み、黄褐色土大ブロック
20％混入。

4. 黄褐 (2. 5Y5/6) 黒色土大ブロ
ック20％混入。

5. 36号溝埋土。
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1. 黒褐 （lOY R3/l) 細粒白色
軽石僅か含む。小礫5%、ローム

粒 5％混入。
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2. 黒褐 (lOY R3/l) ローム大

プロック。
3. 黒褐 (10YR3/l) As-A多
く含む。少し砂質。軟らかく、
粗質。

4. 黒褐 (lOY R3/l) As-A多
く含み、ローム漸移。ブロック少
最含む。

5. 黒褐 (lOY R3/l) As-A多
く含む。

6. 黒褐 (10YR3/l) As-A多
く含む。粗質。

7. ローム漸移層。
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叫

・
 

号．マ
L

ー

1|~II•I 
ヒォ標座

98号土坑I
74. 3m 

"'i 

A 74. 2m -- ~--~- こ
1.黒褐 （lOY R3/l) As-B含み、砂質。粗質。
2.黒褐 （IOY R3/l) As-B、ロームブロック含む。
やや締まる。

3.灰黄褐 (IOY R4/2) ロームブロック多く含み、締

まる。
4.黒褐 (IOY R3/l) ローム混えるが軟らかい。古代
柱穴か。

5.黒褐 （IOYR3/l) ローム混えるが軟らかい。古代

柱穴か。
6.黒褐 (IOYR3/l) ローム混え、締まる。古代柱穴

か。
7. 46号住居跡埋士。

゜
1 : 60 2m 

第237図土坑90• 95 • 98 • 100遺構図

P東区の土坑群については、第 6図下段、ピット群は第240• 241図に名称を付し、第 6図上段に掘立柱建

物との関連性を図示した。

土坑は隅丸長方形、円形、やや不整形の類がある。隅丸長方形の類は芋穴を推測させるが、南から坑91~94・

96 • 47があり、底面は住居跡床面以上の硬化面を持ち、近代までの民家納屋内など家屋内の芋穴に施す硬化

面を思わせる状況があり、埋土にAs-Bを含む。硬化面を除けば同類に坑47 • 62 • 70 • 7 4 • 77がある。坑70

から中世焼締陶器片の出土がある。円形土坑は、坑53• 54 • 61があり、埋土の質感は、前出長方形土坑とほ

ぼ同じであるので中世の可能性がある。

ピット群は、 P東区では掘立柱建物 ・棚跡に関連すると考えられる柱穴の場合が多かった。ピット群を区

視的に捉えると、掘立柱建物跡9~14の周辺では深さのあるやや大形のピットをまじえながら小ピットが存在

していた。その広がりはP大区iライン以南、q以北の間に範囲があり、西方調査区P西、南30東区に延長

は認められなかった。そのため 8世紀掘立柱建物群域の不明瞭域は東調査地外にあると一方付けられる。ま

た、門跡である掘立柱建物跡 1の延長を同11• 12とし、それが中軸筋目であった場合、東方延長に例えば倉

庫群などの重西施設なども考える必要があり、おそらく R区で調査された 8世紀頃の溝跡113の南延長との間

の90m（掘立柱建物跡12以東で測った場合）の間が掘立柱建物群域であったのであろう。後出の 9世紀にD

181 
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l.黒褐 （10YR3/l) As-B含み、粗質。

2. 黒褐 （10YR3/l) やや締まる。

3. ロームプロック。
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1.黒褐 (10YR3/l) As-B含み、粗質。

2. 黒褐 (10YR3/l) As-B含み、締まる。

3. 黒褐 （10YR3/l) As-B、ローム小ブロック含む。

締まる。
4. 黒褐 （10YR3/l) As-B、ローム小プロック含む。

3層よりさらに締まる。

93号土坑
1. 黒褐 (IOYR3/l) 

As-B含み、粗質。
2. 黒褐 (IOYR3/l) 

竺晶。少盆。ロームブロ ＼＼!2.. （ 応〗J ¥¥ .ざ

3.黒褐 (IOY R3/l) 
As-B、少鼠のロームプロ

む

94号土坑
1.黒褐 （lOY R3/l) 
As-A含み、粗質。 A. 74. 3m 

1:：贔°YR3/1) -て三三］
2. 黒褐 (IOYR3/l) 

軽石含まず、古代の堆積土。
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97号土坑

mi/ m| 
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A 74. 3m 
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1. 黒褐 （!OY R3/l) As-B含み、粗質。

2. 黒褐 (!OY R3/l) As-B含み、締まる。

3. 黒褐 （lOY R3/l) As-B、ローム小ブロック含む。

3層よりさらに締まる。

第238図土坑91• 92 • 93 • 94 • 96 • 97遺構図

東区溝跡 1が区界をなしたのであろう。 P大区 rライン以北で小形ヒ゜ットが多く、その一群は北接のQ区に

入ると、特にAs-B混りを埋土とするピットが少なくなり、現市道が分布境となっていると考えられた。そ

の間ゆるやかな落差ではあるが40~20cmの差がある。
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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第6章 Q区調査の遺構と遺物

第 6章 Q区調査の遺構と遺物

Q区とした調査区は、建設に伴なう変更 ・追加等で調査時期の異なる P区北側市道調査区、Q区西側市道

調査区を加えた2780m'の範囲の遺構について触れる。遺構総数は、住居跡127、竪穴遺構 2、井戸跡14、溝跡

34、土坑209、ピット584、道跡 3を数える。同区は分岐路を含む全幅員区のため各区のうち最大面積にあり、

広域に広がろうとする遺構傾向を、ある程度知り得た。地勢は標高74.7~74.3m差の南東下りの勾配がある。

調査は当初の段階で20mを単位に lm幅の方眼トレンチを用いた試掘を行ない、Q区全体に密な状態で住居

跡を中心に遺構の存在と遺構面までの深さを知った。耕作土上面から調査面までの間は重機により除去した。

層順は、 20cm前後の耕作土があり、耕作土の下層に浅間山A軽石 (As-A)混りの土層があり、その下に浅

間山B軽石(As-B)混土層が15~20cmの層厚であり、その直下に、 0~10cm前後の層厚で白色微軽石を木炭

粒・焼土粒をわずか含む黒色土があり、さらに10cm前後のローム漸移層に至る。この層位で特記されるのは、

ふ—A混りの旧耕作土の堆積は、中央部から西側に厚くなり、西壁では30cm余りの層厚となる。西壁至近の

場所でAs-A混りの畑さく跡が深部に達しているので、 As-A降下以降に客土されたと類推される。また、

旧黒色土である古代の土層についても第 9図中の南北走する溝跡79を溝跡105を結ぶ以東と、 s.tライン以

南の倒木痕内や住居跡埋土などに30~40cm以上の層厚を認めながら、実際には旧黒色土はほとんど認められ

ず、 As-A降下に先行する時代に削平化を受けたと考えられた。調査面はAs-B混り下面からローム層漸移

の間で、 178ライン以北は黒色土中位付近、溝跡79• 105以東はAs-B混じ下面である。

遺構の分布について、古墳時代に先行の時代の住居跡は存在せず、古墳時代前期の住居跡から始まる。同

期の住居跡はjライン以南までは散在的な分布にあるが、 jライン以北から密度を増し、増加傾向にある。

この一群は、 R区南端の住居跡176付近の住居跡を含み、西は、Q区県道西調査で 1棟のみの調査であったの

で濃い地域は東西で約90+amである。住居跡規模は s172にある住居跡104の1辺767cmが最大で、 R区南端

にあり同居跡から20m東方にある大形の住居跡176などと伴に東側に占地上の優位さがあったかもしれない。

次期は古墳時代後期の 6世紀後半から 7世紀前半の住居跡が複数であり、粗な分布ながら、規模やや大のた

め、占地上の優位権を有する人々の居住とも考えられ、粗の意味も、広い占優権を含む必要があろう。二た

びの密な分布は、 8世紀から10世紀まで続いている。 8世紀代は、Q区より東方70mに17m弱Xl4m強の規

模推定のなされた中央基壇を有する綿貫遺跡寺院跡が調査されている。同基壇跡から軒先瓦として 9世紀前

半の鐙 ・字瓦の出土がある。しかし今回の調査で、造瓦技法の変革期である上野国分寺創建期に先行の 8世

紀前半の瓦類が相当量存在しており、瓦葺の段階が遡ぼる可能性を有している。同寺院地は、 R区の南側に

8世紀代の構築と考えられる溝跡113があり、西限と考えられた。そのため溝跡113を界して R区の大半が寺

院地内の集落、以西が隣接集落と性格の異なる 2集落が考えられた。Q区の特徴として、 P東区で見られた

竃跡・貯蔵穴を伴なわない竪穴状の遺構は小数しか認められず、 R区に多い東西棟も多くない。竃底が床面

より相当高い位置にある例もやや少ない。掘立柱建物跡 2棟は、明確な遺物はないが 8世紀を想定している

同寺院跡中央韮壇東西中軸位置に極めて近い。中世遺構は竪穴遺構が 2華あるが、Q区での同期の柱穴ピッ

トは多くないので掘立柱群中の存在ではない。同期の生活跡は井戸跡がこの区に一番多いので中世の生活域

の一部であったであろう。遺構は、溝跡82の北と南縁に近世と考えられる硬化面が溝に沿い存在していた。

近世は、井戸跡を含んで生活に直接係わる遺構はなく、 180ライン以西でAs-Aを含む畑さく跡や、第 7図h

176付近のローム層上面に残された鋤先痕のある小溝なども農耕地の可能性を示唆していた。
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第3篇 発掘された遺構と遺物

／＞ 

竺＞．一

1、現代耕作土（畑） As-A混。

2、オリープ黒 (2Y3/2)As -A混土。やや固く、土壌は密。

3、黒褐 (2.5Y3/l)As -B混土。As-Aも混入。粗くくずれやす

し‘°

上

4、黒褐 (2.5YR3/l)色は3層よりも気持ち明る＜、土壌は締っている。

5、黒褐（10YR3/l)As -B混土。3層よりもB軽石の純度高い。白
/>,. 

ー一 色粒¢1~2mm混入。粗。

6、黒褐 (2.5Y3/l)土壌固く、 ローム粒¢1~10mm混入。

7、暗褐 (10YR3/4) 白色粒・焼土粒・ローム粒¢1~5mmが全体に混

入。土壌は密でやや固い。

8、黒褐（10YR3/1)7層よりも混入物少ない。土壌も粗。やや明るめ。

9、黒褐 (10YR2/3)焼土粒・ローム粒¢1~2111111が全体に散在。土壌

／ 

/ :  

゜
1 : 60 2m 

I> 
oo.
t

{

 

9a、黒褐（lOYRZ/3)9層と同じも土壌はやや砂質感あり。

10、暗褐 (10YR3/4)土壌は砂質感強まり、粉状のロームが中層に帯状。

11、暗褐 (10YR3/3) ローム粒¢1~2皿全体に散在。炭化物が低部に

3点¢,10 mm。土壌はやや粗。固さふつう。

12、黒褐 (10YR3/l)混入物少なく、固い。（上からの圧力強い印象）

13、明黄褐 (10YR6/8)床面。表層特に固い。

14、黒褐 (10YR2/2)地山ロームプロック¢,3 cm散在。ローム粒全体に

混入。適度に締る。ピ1埋土、

, 15、褐灰（10YR4/l)とロームプロックのプレンド。貼床。固い。
ム

16、地山ロームが乱された黒色土 (10YR2/l) とのプレンド。固くなく軟

らかし＼。

17、暗褐 (10YR3/3)地山ロームプロック・ローム粒全体に混入。土壌

は粗。ビ2埋土。

18、9層に崩落ロームプロック混入。

I ► 

B
-

B' 

B
 

A
`
 

ヽB
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ロ
37 

74.8 ． 、
V

|>、

゜
1 : 30 lm 

5、黒褐 (lOYRZ/3)焼土粒含む。蜜も適度に軟らかい。

6、3層よりもやや暗い色。焼土粒・ ローム粒含むが、目立たず。湿っ

ている。6'は軟らか。

1、黒褐 (10YR3/4)固く密。白色バミス</>1 mm・焼土粒・ローム粒含 8、黒褐（10YR3/l)焼土粒・白色パミス含む。軟らかい。

む。 11、黒褐 (10YR3/4)焼土・炭化物混入。

2、1層とロームプロックのプレンド。固い。天井土の崩れ。 12、黒褐 (10YR3/4)貼床。固く締る。

3、黒褐 (10YR3/4) ローム粒含む。やや固い。 13、黒褐 (10YR3/4) ロームプロックのプレンド。掘方埋土。

4、3層とロームプロックのプレンド。軟らかく、ロームプロックが帯状 13a、黒褐 (10YR2/3) ロームプロック。特にプロック大きい。

にまだらに混入。 14、天井崩落の焼土。

第244図住居跡73遺構図
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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力底 2に 1十力底 4に 1十力底 5に 1十力底 9に 2十力底 12

に 1十力底 21に 1十力底 26に 1十力底 38に 1十力底 40に 1

＋埋 26に 1十力掘埋 40に 1十埋に 8十掘埋に 1十力埋に 1=・

22 

、 - -、
＼ 

可 ‘I-------------'/ 

煽(- I り
5 埋 18に 1十埋 93に 1十力底 8に 1十力底 13に 1十力底 15に

l十力底 18に 1十力埋に 1=7

゜
1 : 3 10cm 

底 7に 1十底 11に 1十底 14に 1

＋床 23に 1十埋 25に 1十力掘埋

28に 1十力掘埋 29に 1十力掘埋

37に 1十力掘埋 39に 1十力掘埋

41に 1十埋に 12十力埋に 6十掘

埋に 2-30

第245図住居跡73遺物図
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第 3篇発掘された遺構と遺物

B
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ヽ
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互 5 1、黒(lOYR2/l)粗。ロームプロック・炭化粒含む。

9、黒褐 (10YR2/2) ロームプロックでなく、ローム粒散在。固く締り、

1、黒褐（10YR2/2) ローム粒・炭化粒・焼土粒全体に含む。適度に固 焼土粒含む。

い。 10、黒褐 (10YR2/2)焼土粒 ・炭化物含む。カマドの掻き出しか？

1 a、1層よりも粗くポソッとしている。 11、黒褐（10YR2/2)小さめのロームプロック・焼土粒・炭化粒のブレ

2、黒褐 (10YR2/2) 1層よりもローム粒・炭化粒・焼土粒が一回り大 ンド。固い。床下土坑の埋土（床を切る）。

きい。土は粗い。 lla、ロームプロック少ない。

3、黒褐(lOYR2/2)ローム粒全体に混入。粗い。 12、黒褐（10YR2/2)炭化粒・焼土粒わずかに含む。床下土坑の埋士。

3a、3層よりもロームプロック少ないo 粗。

5、黒褐 (10YR2/2)貼床。ロームプロックとのプレンド。固く締る。 13、黒褐 (10YR2/2)やや青みがかる。

6、黒褐 (10YR2/2) ロームプロック（大）とのプレンド。それ程固くな 14、ロームプロック。

い。粗。床下土坑の埋土。 15、As-B混土層。

7、黒褐 (10YR2/2)貼床。ロームプロック（大）とのプレンド。プロック 16、未注記。

固く締る。焼土粒 ・炭化粒含む。

8、黒褐（10YR2/2) ロームプロックでなく、ローム粒散在。固く締り、

帯状に炭が入る。 ゜
1 : 60 2m 

第246図住居跡75遺構図
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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1、黒褐（lOYRZ/3)焼土・ローム粒¢1~2mm・ 白色粒全体に混入。

適度に固く密。

2、黒 (lOYRZ/1) As -B混土。白色粒</J1~2 mm混入。

3、1と2層のプレンド。粗。

C 74.5 ． ．  

ベ
貯蔵穴

1、黒褐（2.5Y3/l) ローム粒¢,5 mm全体に含む。

炭化粒わずかに混入。

D'74.1  ...  

戸

床下坑2

1、黒褐 (10YR2/2) ロームプロック全体に混入。

゜
1 : 60 2m 

叫

-'-~ニニニ三三］立］王゜：］口；）：こやム見：：：：：入焼ょ0：粗：立。やわ暗ずし力：：こ散在。ローム粒と思
4b、4層に同じも混入物少ない。

5、黒褐 (10YR2/3) ローム粒・プロック ¢1~8mm全体に混入。粗。

6、黒褐 (10YR2/3)壁のロームが粉状に崩れて混ざる。粗。

7、黒褐（2.5Y3/1)固いローム粒プロックが所々に入る。床を切る土

坑の埋土。 13層程乱れなし。

8、黒褐 (10YR2/3)焼土粒わずかに見える。ロームはプロック単位で

混入。やや砂質か。

9、黒褐 (10YR2/3)4層と同色。 4層に入るローム粒と思われるもの

が見えるが、数は少ない。粗。

10、黒褐 (10YR3/2)焼土粒・白色粒¢ 1 mm以下混入。ローム粒が全体

,9一苔 にプレンドされている。祖。

11、黒褐 (10YR2/3) 9層に酷似。 9層よりも粗。
A' 
-12、明黄褐（10YR6/8)貼床。カリカリ固い。ロームプロックが主体。

13、明黄褐（10YR6/8)地山ローム粒・プロックがプレンド(5 : 5)。そ

れ程固くない。粗。床下坑の埋土。

14、黒褐（10YR3/1)地山ロームプロック混入。土はやや黒味が入る。

粗。

15、にぶい黄褐（10YR5/4)不純物がやや見える。やや粘性あり。

16、4層に同じも気持ち明るい色。

17、黒褐 (10YR3/l)混入物少なく密。

18、黒褐（10YR3/1)やや砂質。粗。

18a、ローム粒混入。

19、地山ロームだが、埋土がやや混ざる。

20、地山ロームと 18a層プレンド(6 : 4)。

21、ロームプロック。

第248図住居跡76遺構図

1.住居跡

住居跡73 （第224• 245図、図版50• 170) 
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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1、褐（10YR4/4)・黒褐（10YR3/2)・黒(lOYRZ/1)のプレンド。乱されて

いる。ロームプロック・白色粒混入。軟らかい。

1む黄褐（10YR5/6)に黒褐(lOYR3/2)がやや混ざる。 1層程乱されてい

ない。軟らかい。

2、にぶい黄褐（10YR4/3)に黒褐(10YR3/2)がうすく全体に混ざる。白色

粒混入。軟らかい。

3、1層と同じプレンドだが、混ざり方が細かい。木の根か？

4、暗褐 (10YR3/4)焼土粒・炭化粒・ローム粒・白色粒¢311111以下全

体に混入。土壌は密で固い。

5、明黄褐 (10YR6/6) ローム粘土プロック。

6、黒褐(lOYR3/2)焼土粒・炭化物,P5lllll!以下全体に含む。土壌は

密も軟らかい。

7、暗褐 (10YR3/4) 8層の粘土プロックがうっすらと全体に入る。

7ふ粘土プロック入らない。

8、暗褐(10YR3/4)と明黄褐(10YR6/6)ローム粘土のプレンド。天井土

の崩落による。やや固い。部分的に焼土・炭化プロック見られる。

第249図住居跡76遺構図

9、暗褐 (10YR3/3)混入物少ない。軟らかい。

10、暗褐(10YR3/4) ローム粒¢5mm以下混入。固い。

10a、暗褐（10YR3/4) ローム粒少ない。固い。

11、黒褐 (10YR3/l)土壌軟らかく細かい。炭化物¢,1 cmlつ含む。

12、黒褐(10YR3/l)土壌やや固い。ローム粒全体に含み、炭化粒¢1

cm2つ含む。

13、暗褐 (10YR3/4)床面。ロームプロック含む。

14、黒褐 (10YR3/l) 白色粒散在。適度に固い。密。

15、黒褐 (10YR3/2) 白色粒混入。粗。

16、黒褐（10YR3/l)と黒褐(10YR3/2)のプレンド。

に混入。焼土塊、粒・炭化粒散在。土は密。

16a、17層より乱れている。

17、黒褐（10YR3/l)と地山ロームのプレンド

18、灰 (N5/0)灰層。焼土粒含む。

19、黒褐（2.5Y3/l) ローム粒¢5mm混入。

20、黒褐 (2.5Y3/l)と地山ロームのプレンド 乱れ強い。土は密。

21、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。灰混ざるか？粗

22、黒褐（10YR3/l)炭化粒入る。粗。

23、地山ロームをペースに黒褐(10YR3/l)がプレンド。

24、黄 (2. 5Y7 /8)地山ローム。酸化斑見える。表層固く床面形成。

25、黄灰 (2.5Y4/l) ローム粒全体に混入。土は密。

ローム粒¢ 1 cm全体

゜
30 lm 

位置は R大区 c• d 183 • 184にあり、調査面は黒色土層で標高74.85m。重複は、調査区隅のため厳密では

ないが、重んでいないようである。規模は南北387cm、東西113+acm、方向は東壁でN4゚30'Wを測る。施設と

して竃．貯蔵穴、北壁下で周溝、床面の硬化は硬い、遺物は第245図、 9世紀後半の遺物がある。

住居跡75 （第246• 247図、図版50• 170) 

位置は R大区b• c 182 • 183にあり、調査面は黒色土層で標高74.85m。重複は住居跡76・坑133• 134に切

られる。規模は南北で335+acm、東西367cm、方向は西壁が弧を成すため南壁から N4゚30'W。施設に掘方に坑
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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9、黒褐 (10YR3/l• 3/2)ローム粒全体に混入。ロームプロックrt,3 cm 

含む。固い。

10、黒褐 (10YR3/l• 3/2)にぶい黄褐(2.5Y6/4)プロックが下半分に入

る。上半分は全体に粒・プロックでプレンド。固い。

11、黒褐 (10YR3/l• 2/3)ローム粒全体に混入。粗。

12、にぷい黄褐 (2.5Y6/4)黄灰(2.5Y5/l)プロック少数含む。

13、11層に似ているが、土は密でつまっている。地山ロームプロック含

む。

14、黒褐 (2.5Y3/l)ロームプロック ¢5~10四全体に含む。固く踏ま

れた印象。

15、暗褐 (10YR3/3)ロームプロック・ローム粒全体に混入。固く密。

16、黒 (2. 5Y2/1)混入物少なく軟らかい。

17、地山ロームと 16層のプレンド。粗。

18、地山ロームと7層のプレンド。表層固い。

19、未注記。

1、黒褐（10YR2/3)白色粒・焼土粒・ローム粒全体に混入。土壌密で

固い。

2、黒褐 (10YR3/l)白色粒・焼士粒・ローム粒・炭化粒混入。 1層よ

りは軟らかい。密。

2b、2層と同じも色はやや暗い。

3、黒褐(10YR2/3) ロームプロック・粒特に混入。密で固め。

4、黒褐(10YR3/l)混入物少ない。密で軟らかい。

6、2b層と壁崩落ロームプロックのプレンド。

7、黒褐（10YR2/l)土壌自体は混入物少ない。ローム粒・焼土粒含む。

固い。

8、住居内土坑1埋土

第251図住居跡77遺構図

2があり、貯蔵穴の可能性あり、床下坑あり。遺物は第247図、 9世紀後半を主とする。住居も同期。

゜
1 : 60 2m 

住居跡76 （第248• 249 • 250図、図版50• 51 • 170 • 171) 

位置はR大区 a• b 182 • 183にあり、調査面は黒色土層で標高74.85m。重複は住居跡75 • 同77を切るほか

小ピットに切られる。規模は南北軸455cm、東西355cm、方向は南北軸でN3°45'Wを測る。施設として竃、貯

蔵穴、床下坑、周溝、掘方の周溝、南壁下高まりがある。遺物は10世紀前半、住居も同期。

住居跡77 （第251• 252 • 253 • 254図、図版51• 171) 

位置はR大区 a• b 182 • 183にあり、調査面は黒色土層で標高74.85m。重複は住居跡76に先行。規模は南

北355cm、東西327cm、方向は中軸でN2°15'Wを測る。施設として竃、貯蔵穴、掘方周溝、床下坑がある。遺

物は第253図のように10世紀前半であり、住居も同期。同図 8は石像物片で顔料付着、寺院関連か。
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1、黒褐 (10YR2/3) 白色粒・焼土粒・ ローム粒全体に混入。土壌密で

固い。

2、黒褐 (10YR3/1) 白色粒含む。木の根か？

3、黒褐（10YR2/3)天井崩落土(2.5Y7/6)全体に混入。焼土粒・炭化

粒わずか含む。

4、暗褐（10YR3/3)焼土粒含む。天井崩落土混じる。土壌細かい。密。

5、暗褐（10YR3/3)焼土粒・プロック¢,10 mm含む。土壌細かい。密。

全体に赤みさす。

6、黒褐 (10YR3/1)焼土粒混入。 1層よりは軟らかい。密。

7、黒褐 (10YR2/3) ロームプロック(¢,30~10mm)・ローム粒全体に混

入。炭化粒・焼土粒わずかに入る。密で固い。

8、黒褐 (10YR3/1) 白色粒・ローム粒全体に混入。炭化粒わずか。密。

9、黒褐(10YR2/3)7層よりも色はややうすいか。ロームプロック ¢,50

mm含み、乱されている印象。

10、にぶい黄褐（10YR4/3)天井崩落土のプレンドで黒褐 (10YR3/2)ま

じえる。焼土粒・炭化粒含み、軟らかい。粗。

11、黒褐 (10YR3/1) 白色粒含む。軟らかい。

I乏

12、黒褐（10YR3/2) 白色粒・天井崩落土粒・焼土粒含む。乱れている。

蜜。

13、明黄褐 (2.5Y7 /6)と褐灰(10YR4/l)のプレンド。 7 : 3。 粗。

14、暗褐（10YR3/3) 白色粒・ローム粒わずかに含む。密。軟らかい。

15、10層と 14層のプレンド。乱れている。粗。

16、暗褐 (10YR3/4)やや暗い。白色粒含み、細かく軟らかい。

17、暗オリープ褐 (2.5Y3/3)焼土粒全体に混入。周辺土壌とのプレン

ド。乱れ強い。軟らかい。

18、暗灰黄 (2.5Y4/2) ロームと混ざり乱れ強い。焼土粒表層に含む。

軟らかい。

19、黒褐 (2.5Y3/l)焼土片</>10 mmlつ、ローム粒わずか混入。密。

20、黒褐 (2.5Y3/l)に地山ロームプレンド。 乱れている。粗。

21、黒褐 (2.5Y3/l) ロームプロックr/>10~15mm全体に含む。固く踏ま

れた印象。密。

22、にぷい黄褐(2.5Y6/4)・黄灰(2.5Y5/l)粒プレンド。粗。

23、黒褐（2.5Y3/l)不整形ロームプロック全体にプレンド。乱れている。

粗。

24、明黄褐(2.5Y6/8)・黄灰(2.5Y5/l)・黒(2.5Y2/l)のプレンド。粗。

軟らかい。

25、黄褐(10YR5/6) ・褐灰(10YR4/l)• 黒褐(10YR3/2)の細かいプレンド。

粗。軟らかい。

26、木炭粒多い。

゜
1 : 30 lm 

第252図住居跡77遺構図

住居跡78 （第255• 256 • 257図、図版51• 171) 

位置は、Q大区 s• t 181 • 182にあり、調査面は黒色土下層～ローム漸移層上部で標高74.7m。重複は住

居跡85と南東隅で無番坑が切る。規模は南北で475cm、東西495cm、方向N25゚30'W。施設として貯蔵穴らしき

南東隅の土坑、柱穴のピ1• 7 • 9がある。遺物として第257因があり、古墳時代前期、住居も同期。

住居跡79 （第258• 259 • 260図、図版52• 172) 

位置は、Q大区 r• s 181調査面は黒色土層で標高74.7m。重複は土坑 3基に切られ、住居跡219を切るら

しいが不明確。規模は南北で383cm、東西で275cm、方向は中軸でNll゚15'W。施設に鼈、貯蔵穴。遺物は第260
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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第253図住居跡77遺物図 ゜
図の 4は床面出土で、 10世紀前半。同図 lは9世紀後半で時期差があり、重複、複雑の結果か。

10cm 

住居跡80 （第261• 262図、図版52• 80) 

位置は、Q大区t180・181、調査面は黒色土下層～ローム漸移層上部で標高74.7m。重複は土坑172、倒木

とがあり、住居跡80が先行のようである。規模は東西435cm、南北365cm、方向N0°45'W。上方は削平され、

竃、貯蔵穴など不明確。遺物は 9世紀後半で、住居も同期。

住居跡81 （第263図）

位置は、Q・R大区ta 180 • 181にある。調査時に痕跡のみであり 、住居跡としての施設を見い出すこと

は、できず、住居跡でないかもしれない。
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第254図住居跡77遺物図

住居跡82 （第264• 265、図版52• 172) 

位置は、 R大区 a181 • 182にあり、調査面は黒色土中、標商74.6mである。 重複は土坑137• 138が切り、

井戸跡が後出するが、床面は大半を失なっていた。規模は、東西325cm、南北350cm、方位N5TWを測る。施

設として北壁に片寄つで炉跡が、柱穴は発見できず、貯蔵穴も不明瞭であった。掘方は中央を高め壁下を溝

状に掘り下げる。遺物は第265図のように古墳時代の土器類があり、住居の機能時も同期である。

197 



第3篇発掘された遺構と遺物

ー• -= ． 
．
 

o
q
 

Q
.
 

． ， 
． 

て二

3
8
0
 

14
⑥
 

13
む

ヽ

I"' 

6
 

？
 

]ー
ーー11
;

[

•

[ 

-

l

l
 

r

●
 

}

5
 8

 

ら

ロ
ー
／
f
ー
ー

住

＇

g
 

．
 
［ 

． 

． 

B
`
 

住85

A
 

I°' 

＼ 

15
.
 

シど ~- ~臼□------¥ 
l' i ピ3

ピ5 ビ◎土

s
·
~l 

ム

器
出

1、暗褐色土(10YR3/3)とロームプロッ

クの混土。固く締る。 1'はロームプ

ロック主体。

2、黒褐（10YR2/2) ローム粒少最含

む。

3、褐 (10YR4/4)混入物少ない。

4、褐 (10YR4/4) ローム粒少最含

む。

5、暗褐（10YR3/4) ローム粒含む。ご

く固く締る。住 78の床面構成層と思

われる。5'は締り強いが5より弱い。

焼土粒含む。

6、暗褐(10YR3/3) ローム斑・白色軽

石粒含む。

7、暗褐 (10YR3/4) 白色軽石粒少量含

む。

8、暗褐 (10YR3/3) ローム斑多く含む。

9、暗褐（10YR3/4) ローム斑少量含む。

白色軽石粒含む。

10、撹乱。
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住居跡83 （第266• 267 

図、図版52• 172) 

位置はQ大区t179 • 180 

にあり、調査面は、黒色土

中～ローム漸移層上層であ

る。重複は住居跡84と土坑

188、溝跡80が切る。施設と

して炉跡 ・柱穴 ・貯蔵穴な

ど発見できず、掘方で周壁

に沿い中央を高めた溝状の

掘り込みを認めた。規模は、

南北378cm、東西313+acm、

方向N1°Wを測る。遺物は

少なく、第267図 1が掘方埋

土出土のため、住居の構築

時を古墳時代前期と認めて

よいであろう。

D
、 B

、
G̀
 

c-
ピ9 ビ1

74.5 ． 

第255図住居跡78遺構図

198 ゜
1 : 60 2m 

住居跡84 （第268~272

図、図版52• 53 • 172 • 173) 

位置は、QR大区tal79 • 

180にあり、調査面は黒色土
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ピット1

1、暗褐 (10YR3/3)クリーム色ロームの大きい斑含む。締っている。

2、黒褐 (10YR2/3)混入物少ない。締り弱い。

3、暗褐 (10YR3/3)ローム小斑含む。締り弱い。

4、暗褐 (10YR3/4)ローム粒斑に含む。やや締っている。白色軽石少

量含む。

ビット2

1、黒 (lOYRl. 7 /1)ローム粒少量含む。やや締っている。

2、暗褐 (10YR3/4)ローム粒斑に含む。やや締っている。白色軽石少

量含む。

ピット3

1、暗褐 (10YR3/3)ローム小プロックを多く含む。締っている。

2、暗褐 (10YR3/4)ローム粒斑に含む。やや締っている。白色軽石少

量含む。

3、1 • 2層の中間的様相でやや撹乱受ける。

第256図住居跡78遺構図
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ピット7

1、暗褐(10YR3/4)ローム粒斑に含む。やや締っている。白色軽石少

量含む。

ピット8

1、黒 (lOYRl. 7 /1)ローム粒少量含む。締り弱い。

2、暗褐 (10YR3/4)ローム粒斑に含む。やや締っている。白色軽石少

量含む。

ピット9

1、暗褐 (10YR3/4)ローム粒斑に含む。やや締っている。白色軽石少

最含む。

ピット 10

1、暗褐（10YR3/4)ローム粒斑に含む。やや締っている。白色軽石少

量含む。
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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1、極暗褐（7.5YR2/3)固く締る。 79号住居床。

2、黒褐 (10YR2/3) ローム斑含む(10%)。焼土斑がある。

3、暗褐 (10YR3/3) ローム小プロック少最含む。締り弱い。

4、黒褐 (10YR2/3) ローム粒・ローム斑少混。締り弱い。

5、黒褐 (10YR2/3) ローム粒含む。

6、黒褐 (10YR2/3) ローム粒・焼土粒・炭化物粒含む。締り弱い。

6' は黒褐 (10YR2/3)焼土粒・炭化物粒含む。ローム粒ごく少量

含む。 6層より締る。

7、黒褐 (10YR2/3) ロームとの混土。 7' はローム少ない。ごく固く

締る。

8、黒褐 (10YR2/3) ローム粒少量混、焼土粒・炭化物粒ごく少量含む。

締り弱い。

9、暗褐 (10YR3/3) 白色軽石粒・ローム粒少最混、やや締る。

10、黒褐 (10YR2/3) ローム粒・焼土粒少量混、締り弱い

11、黒褐 (10YR2/3) ローム粒 10層よりやや多い。

12、黒褐 (10YR2/3) ローム粒少なく、焼土粒やや多い。

13、黒褐 (10YR2/3)焼土粒，炭化物粒含む。

14、暗褐 (10YR2/3) ローム粒、小プロック，小粒の焼土粒・炭化物粒

を全体に含む。

15、黒褐 (10YR2/3) ローム粒少量含む。

16、暗褐 (10YR3/3) 白色軽石粒・ローム粒少量含む。 16' はローム斑

多く、締る。

17、暗褐 (10YR3/3) 白色軽石・焼土粒少量含む。

18、暗褐 (10YR3/3) ローム斑30％含む。

19、黒褐 (10YR2/3)混入物ごく少ない。やや粘質。

20、黒褐 (10YR2/3) 白色軽石粒含む。ローム粒・焼土粒ごく少量含む。

21、暗褐 (10YR3/3) ローム斑含む。やや締る。

22、黒褐 (10YR2/3)20層類似だが、締りない。撹乱か柱痕？

23、暗褐 (10YR3/3) ロームとの混土。固く締る。

24、暗褐 (10YR3/3) 白色軽石・焼土粒含む。

25、にぷい黄褐 (10YR5/4) ローム士壌主体。

゜
1 : 60 2m 

第258図住居跡79遺構図

下層ローム漸移上層、標高74.6mである。重複は溝跡188、土坑188に切られ、住居跡83を切る。規模は南北

480+acm、東西340cm、方向N4°45'Wを測る。施設は掘方で、貯蔵穴・西壁下周溝・床下坑がある。貯蔵穴は、

廃棄時点では埋没して使用 されたらしく、発見面は掘方に至ってである。遺物は第270~272図のとおり、 9

世紀初期の土器類があり、坪類の内面磨耗痕が目立って存在する。蓋類は端部の鋭さに欠ける。住居の機能

時も 9世紀初期である。

住居跡85 （第273• 274図、図版53• 173) 

位置はQ大区t182にあり、調査面はローム漸移上層付近、標高74.65m。重複は住居跡78を切るが、床面

の大半は失なわれていた。規模は南北で22cm、東西198cm、方向Nl6°W。施設として竃、貯蔵穴が確認された。

第 273図竃図は掘方で、賦蔵穴は調査面より深さ 12cmである。遺物は少量であるが、第274固1• 2があり、同

lは床出土で10世紀中頃の個体である。住居跡機能時もその頃であろう。
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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2、暗褐 ローム粒・炭化物・焼士粒ともにごくわずかに含む。締り弱

い。カマド袖の延長。

3、焼土プロック。天井崩落土。

4、暗褐焼土小プロック・ローム粒多く含む。天井崩落土。下面がカ

マド底面と思われるが、焼土面はない。

5、ロームプロック。天井崩落土。

6、焼土の大プロックと暗褐色土との混土。天井崩落土。

7、暗褐 焼土小プロックを含む。 3・4層の崩れたもの。撹乱かもし

れない。

8、暗褐焼土小プロックを含む。 3 • 4層の崩れたもの。撹乱かもし

れない。

9、暗褐 ローム斑．灰 ・炭化物などを縞状に混入する。

10、暗褐 ローム粒．灰・炭化物少最混。

11、暗褐 ローム粒混、焼士や炭化物はほとんどない。

12、暗褐 11層よりローム粒さらに少ない。

13、暗褐焼土・炭化物含む。

14、暗褐焼土・炭化物含む。 B少最含む。

15、ロームプロック。

16、ピット埋土。

1、黒褐 ローム粒，ローム斑含む。炭化物少最含む。焼土は含まな 17、床。

い。締っている。カマド袖の延長。 1' はローム粒少最、焼土粒含む。

やや締り弱い。

第259図 住 居 跡79遺構図 ゜
1 : 30 lm 

l ¥, 1 / )''、こ／ク

1カ袖 1に I 2カ芯 21こ1

3埋3に 1

¥、こう;;ク

4床 8に 1

＼ ＼ク

5埋 2に 1

゜
1 : 3 10cm 

第260図住居跡79遺物図
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第 3篇 発掘された迫構と遺物
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1、明黄褐（10YR6/6)ロームプロック。

2、暗褐 (10YR3/4)ローム粒・小プロック含む。

3、黒褐 (lOYRZ/3) ロームプロックを多く含む。
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4、黒褐 (10YR2/3) ローム粒少量含む。

5、褐 （10YR4/6)ソフトローム風。

6、褐 (10YR4/4)漸移層風。

|口

7、6層に褐(10YR4/6)の円形斑含む。

8、暗褐（10YR3/4) ローム斑含む。

9、暗褐 (10YR3/4) ローム斑・白色軽石粒含む。

゜
1 : 60 2m 

第261図 住居跡80遺構図
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第263図

住居跡86

住居跡81遺構図

（第275• 276図、図版53• 173) 

3
 

第262図

202 

住居跡80遺物図

位置はQ大区 s179にあり、調査面はローム漸移層上

10cm層標高74.6mである。重複は、溝跡80• 82 • 83と溝81

に切られる。施設として鼈は溝跡80に削られ、調査面



第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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1、黒褐 (lOYRZ/2) 白色粒全体に混入。 ローム極小粒・プロ

ック含む。土は密。

1 a、黒褐 (lOYRZ/2) ローム粒含む。密度尚い。密。

2、黒 (lOYRZ/1) ロームプロックの塊が入る。全体にロー

ムとのプレンド。固さは床にしては弱い。

3、黒 (lOYRZ/1) 白色粒混入。

4、黒褐(lOYRZ/3)・黒(lOYRZ/1)・ローム(10YR6/8)のプレン

ド。ひどく乱れている。白色粒混入。

4a、黒褐（lOYRZ/3)・黒(lOYRZ/1)・ローム(10YR6/8)のプレン

ド。 4層と同じも表層固く床面形成。あえて分層すれば2層

相等。粗。

5、地山ローム黄橙(10YR6/8)に近いが、あまりきれいでなく

乱れあり。

6、黒 (lOYRZ/1)土壌化ロームプロック入る。蜜。

7、黒 (lOYRZ/1) ロームプロック多量混入。白色粒含む。

密。

8、明黄褐(lOYR6/6)に黒(lOYRZ/1)混入プレンド。

9、黄褐（10YR5/6• 5/8) ・黒(lOYRZ/1)のプレンド。

10、黒褐 (10YR2/3)やや大きい白色粒含む。密。

11、黒(lOYRZ/1) にロームプロック入るもプレンドされ鮮明

でない。密。

第264図
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第265図 住居跡82遺物図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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2、暗褐 (10YR3/3) ローム粒少量含む。やや締る。

8、暗褐（10YR3/4)下部にロームプロック含む。締り

弱し ‘o

9、暗褐 (10YR3/4) ローム粒・炭化物粒含む。

10、暗褐 (10YR3/4) ローム粒含む(9層より多い）。炭

化物粒・焼土粒含む。やや締る。

12、暗褐 (10YR3/4) ローム粒・小斑を含む。炭化物含

む。やや締る。

15、暗褐 (10YR3/4) ローム粒少最含む。白色軽石粒含

む。やや締る。

16、黒褐（lOYRZ/3) ローム小プロック・白色軽石粒含

む。やや締る。

17、暗褐 (10YR3/3)焼土粒全体に混入。周辺土壌との

プレンド。乱れ強い。軟らかい。

18、暗褐 (10YR3/3) ローム粒・小プロック含む。白色

軽石粒含む。締っている。

19、暗褐 (10YR3/4) ローム粒・斑含む。締っている。

20、暗褐（10YR3/4) ローム粒・斑含む。締っている。

白色軽石粒含む。

21、暗褐 (10YR3/4) ローム粒・斑含む。締っている。

白色軽石粒含む。 (20層より多い）焼土粒含む。

22、暗褐 (10YR3/3) ローム粒少最含む。締っている。

白色軽石粒含む。 (21層よりさらに多い）

23、暗褐 (10YR3/4)と褐 (10YR4/6) との層状の床層。

23' はほぼ同じ。

24、暗褐 (10YR3/4)

25、暗褐 (10YR3/4)と明黄褐(10YR6/6)との混じり。

26、褐 (10YR4/6)

27、暗褐 (10YR3/4)に褐(10YR4/6)少し入る。

28、暗褐 (10YR3/4)と褐(10YR4/6)との混じり。

29、暗褐 (10YR3/4)と明黄褐(10YR6/6)との混じり。固

く締る。 29' はほぽ同じ。

30、暗褐 (10YR3/4)に褐(10YR4/6)少し入る。

31、暗褐 (10YR3/4) と黒褐 (10YR3/1)が灰色味をおび

た粘性プロック含む。やや締る。上層は焼士・炭多く、

締り弱い。

32、暗褐(lOYR3/1)炭化物・焼土粒混じり、締り弱い。

33、撹乱

。
1

8

 

ー ゜
1 : 60 2m 

第266図住居跡83遺構図
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第267図住居跡83遺物図
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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3、暗褐 (10YR3/4) ローム粒・小プロック含む。

やや粘質。

4、暗褐 (10YR3/3)混入物少ない。締り弱い。

5、暗褐 (10YR3/4) ローム小プロックを少最含

む。

6、暗褐（10YR3/3) ローム粒少量含む。やや

粘質。やや締る。

7、暗褐(lOYR3/3) ローム粒含む。やや締る。

8、暗褐 (10YR3/4)下部にロームプロック含

む。締り弱い。

9、暗褐（10YR3/4) ローム粒・炭化物粒含む。

10、暗褐 (10YR3/4) ローム粒含む(9層より多

い）。炭化物粒・焼土粒含む。やや締る。

11、暗褐 (10YR3/3) ローム小プロック・斑を含

む。炭化物含む。やや締る。

12、暗褐 (10YR3/4) ローム粒・小斑を含む。炭

化物含む。やや締る。

13、黒褐 (10YR2/3) ローム斑を多く含む。締り

強い。

14、暗褐 (10YR3/4) ローム粒・小斑・白色軽

石粒含む。やや締る。

溝 80 住 83

3 
凶、13

乞口16、黒褐 （10YR2/3) ローム小プロック・白色軽石粒含む。やや締る。

17、暗褐 （10YR3/3)焼土粒全体に混入。周辺土壌とのプレンド。乱れ

15、暗褐 (10YR3/4) ローム粒少量含む。白色

軽石粒含む。やや締る。
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39、灰褐ロームプロック主体。

40、暗褐(10YR3/3)に灰褐ローム 40％混じり、黄色ロームプロック少し

含む。

41、撹乱。

強い。軟らかい。

18、暗褐 （10YR3/3)ローム粒 ・小プロック含む。白色軽石粒含む。締

っている。

19、暗褐（10YR3/4) ローム粒・斑含む。締っている。

20、暗褐 (10YR3/4) ローム粒・斑含む。締っている。白色軽石粒含む。

21、暗褐（10YR3/4) ローム粒・斑含む。締っている。白色軽石粒含む。

(20層より多い）焼土粒含む。

22、暗褐 (10YR3/3) ローム粒少量含む。締っている。白色軽石粒含む。

(21層よりさらに多い）

23、暗褐 （10YR3/4)と褐（10YR4/6) との層状の床層。23' はほぼ同じ。

24、暗褐 (10YR3/4)

25、暗褐 (10YR3/4)と明黄褐(10YR6/6)との混じり。

26、褐 (10YR4/6)

27、暗褐 (10YR3/4)に褐(10YR4/6)少し入る。

28、暗褐 (10YR3/4)と褐(lOYR4/6)との混じり。

29、暗褐 (10YR3/4)と明黄褐(10YR6/6)との混じり。固く締る。29' は

30、暗褐(10YR3/4)に褐(10YR4/6)少し入る。

31、暗褐 (10YR3/4) と黒褐 (10YR3/l)が灰色味をおびた粘性プロック

含む。やや締る。上層は焼土 ・炭多く、締り弱い。

32、暗褐 (10YR3/l)炭化物・焼土粒混じり、締り弱い。

33、暗褐(10YR3/4)にローム斑を加え、締る。

34、暗褐 (10YR3/4)にローム小プロック 50％あり。やや締る。

35、暗褐 (10YR3/4)に灰褐ロームの崩れ様入る。

36、黒褐 （10YR2/3) ローム小プロック少し混じる。

37、黒褐 (10YR2/3)黄色ローム・灰色ロームの小プロック少し入る。

38、暗褐 (10YR3/3)に黄色ローム小斑とくずれたプロック多く入る。

第268図 住居跡84遺構図
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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1、黄褐ロームを主とする袖石埋土。

2、灰白粘土与20%、暗褐粘土与80％の袖土材。

3、焼土粒混じえる暗褐士。

4、住居跡埋土。

5、9層の崩落に見える貯蔵穴埋土。

6、10層にロームプロック斑入る。

7、黒褐 (10YR2/3)褐灰(10YR4/l)の粘質土小プロック含む。

8、褐灰 (10YR4/l)粘質土の帯状堆積。中央部層状に焼け赤変。 8'

は粘質土主体。

9、黒褐 (lOYRZ/5)19層に近い。褐灰(10YR4/l)斑を含む。

10、暗褐 (10YR3/3)焼土粒・炭化物粒を含む。

11、黒褐 (10YR2/3)焼土・炭化物 10層より多い。

12、黒褐 (10YR2/3)ロームプロックごく少量、灰・炭化物を多く含む。

13、褐灰 (10YR4/l)粘質土。

14、粘土質の焼土化主体。

15、焼土多い。

16、10層より炭・焼土少ない。

17、焼土・木炭粒混じえる。

18、床層1。

19、褐灰 (10YR4/l)粘質土小プロック含み、焼土粒多い。

20、焼土・炭・粘土の混土。

21、灰色粘土・黄色ローム・暗褐色土の1/3ずつの混土。

22、暗褐で焼士粒を6％含む。

23、暗褐色粘土。

28、灰主体層。

29、床層2。

à 

旦

¥)'.、

|口

第269図住居跡84遺構図

から深さ18cmの貯蔵穴が掘り方調査で、他に床下の土坑を見い出した。規模は南北255cm、東西で278+acm、

方向は北壁から求めた場合N41゚30'Wを測る。遺物は微弱であったが、第276固を拠どころとすれば10世紀前

半頃が須恵器坪片の製作時期である。住居跡の平面形態が短辺に東竃を設ける形であれば、 10世紀前半の構

築時期を充分考えうる。

住居跡87 （第277• 278図、図版53• 173) 

位置はQ大区 r• s 178にあり、調査面はローム漸移層上層で標高74.6mである。重複は溝跡82、ピット 3

穴が後出し、竃前に前代のピットがある。第277図床面図の中央にある L字型空白は下水路である。規模は南

北423cm、東西334cm、方向N8°Wを測る。施設として竃、掘方上面より深さ21cmの賦蔵穴がある。貯蔵穴は廃

棄時床面の時点ではほとんど埋没していた。竃掘方図の袖左右位置下のピットは石材抜取りが架構時の据方

206 



第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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第270図 住 居 跡84遺物図
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第3篇発掘された遺構と遺物
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15 
14に 2十床 32に 1十床 47に

l十床 49に 1十床 51に4十床 52

に4十床 53に3十床 54に 1十床

55に 2十床 56に 6十床 61に 1

＋床 72に 17十掘埋 86に 1十カ ― 
床 8に 1十力床 80に 1十力埋 34

にl+A埋に3+B埋に7+D埋

に 2十掘埋に 1十力埋に 8十住

84· 88 埋に 1~69

16床 1に 1十床 12に 5十住 83・84

c埋に3十同D埋に 1十判読困 l

17 
床 74に 1

穴か不明であった。遺物は第278図1・2は10世紀前半頃

の個体であり、住居の機能時もその頃と考えられる。

18 
床 31に 1

0. 
1 : 3 

第271図住居跡84遺物図

住居跡88-1 （第279因、図版54)

位置は、Q大区qrl77• 178にあり、調査面はローム

漸移層中標高74.55m。重複は住居跡88-1が新しく、

同88-2が古い。後出遺構に住居跡89、坑161、ピ728が

ある。規模は、南北355cm、東西287cm、方向は南壁か

ら求めた値でN5゚30'Wを測る。施設として鼈、貯蔵穴

10cmがあるほか掘方の凹みは同88-2に伴なうか分別でき

なかった。遺物は抽出ミスで掲載することができな

かった。

住居跡88-2 （第279図、図版54)
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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第272図住居跡84遺物図

位置は、Q大区qr177• 178にあり、調査面はローム漸移層中標高74.55mにある。重複は住居跡88-1が新

しく、同88-2が古い。後出遺構に住居跡89、坑161、ピ728がある。規模は、南北300cm前後、東西210+acm、

方向は同88-1に近似であろう 。施設として住居跡88-1鼈掘方に西接して同88-2の掘方が、さ らに同88-1
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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1、暗褐 (10YR3/4) ローム粒・ロームプロックを多く含む。

2、暗褐 (10YR3/4) ローム粒・ロームプロック・白色軽石を含む。締

っている。

3、暗褐 (10YR3/3) 白色軽石を含む。締っている。

4、撹乱

l~3ともに掘り方一床間の貼床土、床面はこれより上位にある。
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第273図
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第274図

住居跡85遺構図

I : 3 10cm 

住居跡85遺物図

／゚ Iロ
住居跡86遺構図
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1、暗褐 (10YR3/4) ローム斑を多く含む。締り強い。

2、暗褐 (10YR3/4) ローム斑 ・粒含む。焼土粒・炭化物粒含

む。締っている。 2'は炭化物・焼士粒多い。

3、ロームプロ ック。

4、暗褐 (10YR3/3) ロームプロック多く含む。

5、暗褐 (10YR3/4) ローム粒・白色軽石含む。

6、暗褐 (10YR3/3) ローム粒・ローム小斑が混入。やや締る。

7、暗褐 (10YR3/3) ローム粒・ローム小斑少量混入。締弱。

8、黒褐 (10YR2/3) ローム粒少量含む。

9、褐 （10YR4/4)崩れた漸移層を主体とする。

10、暗褐 (10YR3/4) ローム斑・プロックを 30％含む。層状に

締る。床。

11、暗褐 (10YR3/3)あまり混入物の見えない層。 11' はYP

粒混入。

12、撹乱。 13、未注記。

1 
埋に 1

2m 

゜
1 : 3 10cm 

第275図
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物
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1、黒褐(10YR3/1)ロームプロック少し含む。

2、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック少なく、別遺構埋土か。

3、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック多く、締る。上面終床面。

4、黒褐 (10YR3/1)ロームプロックなし。少し粗。

5、黒褐 (10YR3/1)2に焼土・木炭粒混じえるが、含む程度。

6、黒褐（10YR3/1)2のロームプロック含まない。

7、黒褐 (10YR3/1) 6層より少し暗い。

8、ロームプロック。
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I> 

I
 

I
 

B

一

1、灰黄褐 (10YR4/2)ローム粒含む。焼土粒わずか含む。

0
.
 

A
`
 

．
 

1 : 30 lm 

2、にぶい黄褐（10YR5/4)ロームプロック多く含み、下方にしたがい 8、灰黄褐 (10YR4/2)木炭・焼土粒含む。掘方埋土。

焼土粒多い。天井体崩落。 9、灰黄褐 (10YR4/2)焼土 ・木炭なし。ロームプロック多い。

3、黒褐 (10YR3/2)焼土粒含み、下方にしたがい木炭多い。 10、にぶい黄褐 (10YR7/4)ローム主体。客土。

4、明赤褐 (10YR5/8）～黒褐 (10YR3/2)焼土粒が上方に多く、下方に 11、灰黄褐 (10YR4/2)大焼土粒含む。

したがい木炭粒多い。ロームプロック少ない。 12、灰黄褐(10YR4/2)客土。焼土・木炭なし。

5、明赤褐（10YR5/8)焼土化した地山。 13、にぶい黄褐（10YR5/4)ローム土壌化主体。掘方埋土。 13' ほぼ同

6、黒褐(10YR3/2)木炭粒多く含む。焼土粒少なく、 ローム小プロ じ。

ック入る。 14、ロームプロック。

第277図住居跡87遺構図
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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第278図住居跡87遺物図

の貯蔵穴掘方に西近接して貯蔵穴を認めた。掘方上面より 20cmの深さがある。遺物は抽出ミスで掲示できな

かった。

住居跡89 （第280• 281図、図版54• 55 • 174) 

位置は、Q大区rsl77 • 178にあり、調査面はローム漸移層中標高74.45mである。重複は溝跡79• 84、南東

隅を無番土坑、ピ697• 698 • 703 • 705他は 2ピットが切るが、住居跡89はピ704、竃直下の土坑を切っていた。

規模は南北445cm、東西323cm、方向は中軸でN6°Wを測る。施設として鼈、床下土坑がある。貯蔵穴は無番坑

と重なるため明確でなかった。遺物は第281図3が床面、竃に関達しての存在であり、それを捉えると 9世紀

前半であり、住居の機能時もその頃と考えられる。

住居跡90 （第282• 283 • 284図、因版55• 173) 

位置はQ大区qrl76• 177にあり、調査面は黒色土層中で標高74.5m。重複は溝跡79・ピ708• 736 • 921に切

られる。調査時で既に南端床面を失なっていた。規模は、東西450cm、南比297cm、北壁から捉えた方位N7°W

を測る。施設として竃、貯蔵穴らしき掘方面からの深さ16cmの小穴を認め、掘方では坑170を床下坑と捉えた。

竃は、第282図右上のように掘方は別土坑もからみ、形態も明確ではなく、鼈前の灰層、左端のしっかりした

焼土面が、竃中心から外れた位置にあり、住居跡90は2棟以上の重さなりの可能性もある。遺物は第283図1

~3が10世紀中頃と考えられるほか、同図 7は8世紀前半の女瓦である。第284図8は8世紀後半から 9世紀

前半の女瓦で二次利用である。

住居跡91 （第285• 286図、図版55• 174) 

位置はQ大区qrl76・177にあり、調査面はローム漸移層～黒色土下層で標高74.5m。重複は溝跡79・坑174・

225に切られ、先行して下方に住居跡92がある。規模は、東西142+acm、南北355cm、西壁から捉えた方向N

9゚45'Wを測る。施設として調査そのものが住居跡の痕跡であり、竃、貯蔵穴位置は坑174• 225に削られ、さ

らに掘方は下方の住居跡92の黒色土の埋土のため不明確であった。遺物は第286因に示した同図 lのみが床面

として直結の遺物で、同図3• 4の力埋は住居跡92の鼈遺物で版組の誤まりである。同図 1は9世紀前半の個
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1、黒褐(10YR3/2)A s -A粒含む。 As-Bも入り、粗。

2、黒褐（10YR3/2)焼土粒わずか含む。全体に粗。

3、黒褐 (10YR3/2)木炭粒を多く含む周溝か。

4、黒褐（10YR3/2)焼土・木炭粒含む。還元気味の床。締る。住 88

-1床層。

5、灰黄褐 (10YR6/2)少しローム混じりと土壌化を含む。床。締る。

住88-2床層。

貯蔵穴

1、黒褐（10YR3/2)木炭・焼土粒わずかに入る。上面締り床面。上面

最終床。

2、黒褐 (10YR3/2)木炭・焼土粒より少なく、ローム粒多い。上面最

終床。

3、にぶい黄橙（10YR7/2)漂白化したローム。粘性。

4、にぶい黄橙 (10YR7/2)漂白化したロームペース。

----/  1 

I ► 

カマド

1、灰黄褐（10YR4/2)焼土粒を多く含む。木炭粒少ない。

2、灰黄褐（10YR4/2)1より焼土粒少ない。ロームプロック少し入る。

3、灰黄褐（10YR4/2)焼土粒わずか含む。 3' は3より焼土粒多い。

4、灰黄褐 (10YR4/2)3よりさらに焼土粒少なく、木炭粒見えず。 4'

は焼土粒も入らず。

5、灰黄褐 (10YR4/2)焼土粒をわずか含み、木炭粒なし。

6、灰黄褐（10YR4/2) ロームプロック・焼土・木炭粒含まず。 6'

は焼土粒わずか含む。 6” は別ピット。

7、灰黄褐（10YR4/2)何にも含まず。

8、住88-2カマド このピット中、焼土・木炭粒極めて多い。

9、にぶい黄褐（10YR5/4)ローム土壌化主体。

土． ．旦 5

戸
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第279図住居跡88-1• 2遺構図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物

1、黒褐（10YR3/l)焼土粒・軽石混じえる。締り弱い。

2、黒褐（10YR3/l)As -B混じり。

3、黒褐 (10YR3/l)少しロームプロック・焼土粒入る。

4、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック多く含む。

5、黒褐 (10YR3/l)少しにじむ感じでロームプロック土

壌化。

6、黒褐（10YR3/l) ロームプロックを多く含む床。

7、黒褐 (10YR3/l)粘性。漂白化ローム小プロック含み、

．、口̀.心、 ば ： ＼」土 ー［ ： 0軟。；；：（、プ；：：］：YR5／し竺：：：｛頃元気味。

責11、未注記。
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1、灰黄褐（10YR4/2)焼土粒微。軽石粒含む。

2、灰黄褐(lOYR4/2)焼土粒あり。

3、灰黄褐 (10YR4/2)焼土粒・塊あり。ロームプロック含む袖。客土

に至る。

4、にぷい黄褐 (10YR5/4)焼士粒含み、ロームの土壌化か。

5、灰黄褐 (10YR4/2)焼士粒多い。下方灰・木炭灰含む。

6、黒褐 (10YR3/l)木炭灰の黒色，灰層。

7、黒褐 (10YR3/l)灰を多く含む。

8、褐灰 (10YR3/1)ワラ灰状の色の灰を多く含む。

9、にぶい黄褐（10YR4/3) ロームプロックを多く含む。天井の崩落土

か。

10、にぶい黄褐（10YR4/3) ロームプロック・焼土粒を含む。

11、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭・灰を多く含む。

12、貼床とカマド掘方埋土。

第280図住居跡89遺構図
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第 6章 Q区調査の遺構と遺物

J: 1に 1十上 9に5十上に 1=7

口床 19に2十埋J:に 1=3

二
埋 49に 1

t 

＼ 

分

-/’ 

t¥). ¥ 
床 22に5十埋 13に 1十埋 14に2十埋 20に 1十埋 21に 1十埋

24に 1十埋 28に 1十埋 65に 1十上 12に 1十上に 2+A埋に 1

＋埋に 4十力上に 2+wカトレに 9=32

// 
h 3 

埋 25に 1十埋 46に 1十埋 50に

1十埋上48に 1十力埋に 1+A埋

に 1=6

一
1-----------

¥―¥  

＼ ＼ 

床 32に 3十床 33に 2十床 36に 1十床 37に 21十床 381こ5+

床 39に2十床 40に 1十床 41に 6+Eトレに 1十埋に 1=43

゜
1 : 3 10cm 

第281図住居跡89遺物図
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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1、黒褐（10YR3/l)焼土 ・木炭粒含み、下面床面。

2、褐 （10YR4/4)細かなロームプロック多く含み、締る。掘方埋土。

十r

/> 

B 3 ．互5

ゞー～

1、黒褐(lOYR3/l)焼土粒多く含む。木炭粒少ない。焼土小プ

ロック入る。

2、黒褐 (10YR3/l)木炭粒含み、粘性。

3、黒褐 (10YR3/l)木炭粒・焼土粒ほとんど含まない。

4、黒 (10YR2/l)木炭灰を主とする。

5、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼士粒をほとんど含まず。ローム漸

移状。

6、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒をほとんど含まず。 5層より

黒い。

7、黒褐（10YR3/l)木炭・焼土粒多い。上面締り、住91床。

8、褐 （10YR4/4) ローム小プロック多く含む。土壌化含む。

上面住92床。

9、黒褐(lOYR3/l)木炭・焼土粒含む。 1層より黒ずむ。

10、黒褐(lOYR3/l)木炭・焼土粒含まず。

11、褐 (10YR4/4) 8層に近似。

゜
1 : 30 lm 

1、黒褐(10YR3/l)木炭・焼土粒含む。上面住90床層。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロックを含む。焼土・木炭少な

い。上面床。

3、黒褐 (10YR3/1) ローム小プロック多い。締る。

4、にぷい黄褐（10YR5/4) ローム土壌化主体。

゜
I : 60 2m 

第282図住居跡90遺構図

体であるが、住居跡重複が多く、住居跡時期認定は推奨できない。

住居跡92 （第287• 288図、図版56• 175) 

位置は、Q大区qrl76• 177にある。調査面は黒色土下層～ローム漸移上層で標高74.5mである。重複は、

上面に住居跡91が後出してあり、坑174• 225に切られる。第287図に示した鼈跡図は、竃前付近掘方状態で、
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第6章 Q区調査の遺構と遺物

1 
力袖中 26に4十力埋 20に 1+w
トレに 1=6

⑥
 

＼ ＼ 

羹 一
ー一ヽ・ 7• よ→ • . .-

ーら社 -=・・・ 、,..,,‘人'.:'
ヽ`口／〉／

埋 4に 2+

力埋に 1=3

汀5 冒釉
床8に 4十 力埋 7に2+

力埋に 1十掘埋に 2=9
ー

マ

）□[ 

I 
i7床 6に 1十力袖中 27に 1=2

第283図住居跡90遺物図

竃跡は後出の倒木のため明確ではなかった。施設として床より深さ28cmの貯蔵穴を確認し、掘方で床下坑が

1 : 3 10cm 

ある。遺物は 9世紀前半の第288図 1のほか第286図4がある。重複多く時期認定に難がある。
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第 3篇 発掘された追構と迫物

住居跡93 （第289• 290 

図、図版56• 175) 

位置はQ大区rsl76• 177 

にあり、調査面はローム漸

移上層標高74.5m。重複は

溝跡79に切られ、南東隅に

新古不明の倒木痕がある。

規模は、東西332cm、南北270

cm、方向は南壁を捉えた場

合N3゚15'Wを測る。施設と

ロニニ］
I I 

9埋 23に l

8床 16に 1

I :5 

10床 12に 1

燻

゜
3

5

 

10cm 25cm 

第284図
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第6章 Q区調査の遺構と遺物

ー

△ 上

坑 225

- -r  

ー

--r  

ヘ 三四
住 92

1、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック混じえ、締る。住91床。

2、黒褐（10YR3/l)木炭・焼土粒混じる。

3、褐灰 (10YR5/l)焼土を少し混じえ、灰色灰を主とする。土層は木

炭灰。

可―ーーロロ

床 1に 1

第285図住居跡91遺構図

＼：：ローニ―/9:72

力埋に 3十住 90カ埋 28に圧 住 92カ埋に 1=5

゜
1 : 3 10cm 

4、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック・ 灰含む。

5、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック含み、焼土・木炭粒少ない。

6、にぶい褐 (10YR5/3) ローム小プロソク粘性。黄灰色混じえる。

7、ロームプロック。

8、木炭灰を主とする。

゜
1 : 60 2m 

口I 住 90掘埋 29に 3十住 91・92掘

埋に 2=5

力埋 19に 1十力埋に 3+I主90カ

埋 22に 1=5

第286図住居跡91遺物図

して鼈、掘方中での深さ14cmの貯蔵穴、床下坑の坑164、坑170は西壁に片寄り床下坑かは疑問が残る。遺物

は第290図3• 4は古墳時代前期、同図1・2・5・6・7があり、そのうち5~7は床・竃トレンチのため住居廃棄

時の根拠とすれば 9世紀前半である。

住居跡94 （第292• 293図、図版56• 57 • 175 • 176) 
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第3篇 発掘された遺構と遺物

I,. 

＇ 
~/ 
□/]1 

溝 79

＼ 

I~ 目
」

一
7 

⑤..) 
／ ―― ，，， f 

寸 7 

I► 日

—、 '-ー・・—----—--

坑 225

土

上 ．.li.,_5

員

1、黒褐 (10YR3/1) ローム小プロック混じえ、締る。住91床。

2、黒褐（10YR3/1)木炭・焼土粒混じる。

3、褐灰 (10YR5/1)焼土を少し混じえ、灰色灰を主とする。土層は木

炭灰。

4、黒褐 (10YR3/1) ローム小プロック・灰含む。

5、黒褐 (10YR3/1) ロームプロソク含み、焼土・木炭粒少ない。

6、にぶい褐 (10YR5/3) ローム小プロック粘性。黄灰色混じえる。

7、ロームプロック。

8、木炭灰を主とする。

゜
1 : 60 2m 

゜
1 : 30 

1、黒褐 (10YR3/l)焼土粒多く、木炭含む。ローム小粒入る。

2、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多く含む。焼土・木炭粒少ない。

3、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック・焼土粒少ない。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土粒多く含む。ローム粒入る。

5、黒褐（10YR3/1) ロームプロック多く含む。

6、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック・焼土・木炭少ない。

lm 7、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多く含む。・焼土・木炭少ない。

第287図住居跡92遺構図

□ 
1床 3に 1十床 4に 1十埋 1に 2=4

゜
1 : 3 

位置はQ大区qrl75• 176、調査面はローム漸移上層

標高74.5m。重複は西壁に前代倒木、後出して住居跡

93・95、坑174・224がある。規模は南北538cm、東西532

cm、方向は中軸でN30°45'Wを測る。施設に新・旧炉跡、

10cm貯蔵穴、新古建替が考えられそうな柱穴ピ750• 824、

第288図住居跡92遺物図 ピ752も建替か、ピ753、ピ754がある。床面図の柱穴内

トーンは柱痕で抜取りの可能性あり。遺物は第293図のとおり古墳時代前期の一群で、住居機能時も同期であ

る。

住居跡95 （第294• 295図、図版57• 176) 

位置はQ大区qrl75、調査面はローム漸移層中標高74.45m。重複は土坑165• 166、ピ908~910や後世ピッ

トが切る。前代にも住居跡があったらしく不明の焼土他が竃掘方右袖下にある。規模は南北427cm、東西350
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Q区調査の遺構と遺物
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1、灰黄褐（10YR4/2) ローム粒わずかに含む。

2、灰黄褐（10YR4/2) ローム小プロック含む。

3、灰黄褐（10YR4/2) 1と同質。やや黒ずむ。

4、灰黄褐（10YR4/2)1に近似。締り、粘性。還元気味。床最終。 4'

は少し軟らか。

5、灰黄褐（10YR4/2)少し茶味あり。

全 こ四

I► 

C
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D
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り

弘・ 5ゞ7

'< 皇 J.土

坑 164

下 三

゜~I 
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7年
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ヽ
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lそ ヽ 吋
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17 

1、灰黄褐（10YR4/2)焼土 ・木炭を含む。 1' は焼土・木炭粒含まな

し‘o

2、灰黄褐（10YR4/2)焼土・木炭粒含まず。ローム小粒入らず。

3、にぷい黄褐 (10YR4/3) ローム漸移的であるが、黒ずむ。

4、にぷい黄褐 (10YR4/3)黄褐味は3層に共通し、さらに焼土・木炭

粒入る。

5、灰黄褐 (10YR4/2)木炭・焼土粒多い。カマド破壊土か。

6、にぶい黄褐（10YR4/3)焼土・木炭粒・ローム粒含む。

7、にぶい黄褐（10YR6/4) ローム大プロック多く、焼土粒含む。

.

.

 

s

・

V

L

7

8

 

A
_
 

I伸
6、黒褐 (10YR3/l)木炭灰を主とする。

7、灰黄褐（10YR4/2) ローム粒わずか含む。

8、灰黄褐 (10YR4/2) ローム小粒・焼土粒含む。

9、灰黄褐（10YR4/2)焼土粒・ローム小プロック含む。風倒木埋土か。

10、灰黄褐（10YR4/2)焼土粒・ローム小プロ ック含む。風倒木埋土か。

11、灰黄褐（10YR4/2)木炭粒やや多い。風倒木埋土か。

12、黄褐 (10YR5/6)ロームプロソク多く含む。風倒木埋土か。

13、ロームプロック。

C
、

1、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒含み、やや締る。

2、黒褐(lOYR3/l)焼土・木炭粒含み、やや締る。ローム小プロック

多い。

3、未注記。 |> ゜
60 2m 

ヽ、一—

＼ ＼ 

且 /1[:

第289図

。A、
゜

1 : 30 lm 

8、灰黄褐 (10YR4/2)木炭・焼土多い。

9、灰黄褐（10YR4/2)木炭・焼土粒ほとんど含まず。

10、灰黄褐（10YR4/2)木炭 ・焼土粒含み、少し締る。

11、にぷい黄褐（10YR6/4)ロームプロ ックとその土壌化を主とする。

12、にぷい黄褐（10YR6/4) ロームプロック。

13、にぷい黄褐 (10YR5/2)ロームプロック小粒多く含む。天井崩落土

か。

14、灰黄褐（10YR4/2) ローム粒・焼土プロックわずか含む。

15、灰黄褐（10YR4/2) ローム粒・焼土プロックわずか含む。

16、焼土。

17、にぷい黄褐 (10YR5/4) ローム土壌化主体。

住居跡93遺構図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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Q区調査の遺構と遺物
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貯蔵穴

1、黒褐 (10YR3/l)

ローム小プロック多

く含み締る。上面床。

2、黒褐 (10YR3/1)

ロームプロ ック少な

く、 1層より軟らか。

上面、床面に続き、

土器あり。

旦

bl 

ピット

1、黒褐 (10YR3/2)

ローム小プロック・

黒色土プロック多い。

柱痕。

2、明黄褐 (10YR6/6)

ローム大プロック。

3、にぶしヽ 黄橙(10YR6/4)

漂白ロームプロック主

体。 3'は地山か不明。

4、黒褐 (10YR3/l)

軽石見えず、軟らか。

4' は黒褐(10YR3/1)

黒色土が横縞に入り、

ローム土壌化土が間

に入る。締りあり。

玉
ピ753 ピ754

------- --------•-- -r--------

74.5 

坑 224

2m 

第291図 住居跡94追構図
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第 3篇 発掘された遺構と遺物

1、黒褐 (10YR3/l) ロームプロックほとんど入らず、わずか酸化斑入り、粘性。

2、黒褐（10YR3/l)ローム小プロックわずか入る。

7、灰黄褐（10YR4/2)焼土・木炭粒含み、粘性。締り、少し還元気味。

8、にぶい黄褐（10YR4/3)ロームプロック入らず、少し酸化斑入る。

9、黒褐 (10YR3/1) 8層に近質、酸化せず。

10、灰黄褐（10YR4/2) ロームプロック混じえる。

11、灰黄褐 (10YR4/2) ローム小プロックとロームの土壌化の土壌。漸移層状。

12、黒褐(lOYR3/l) ローム小プロック入らず。

13、黒褐（10YR3/l)焼土粒わずかに入る。ローム小粒ほとんど見えず。

14、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック多い。

15、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック入らず。木炭粒も少ない。

16、黒褐 (10YR3/l)土器片多く、ローム粒わずか入る。

17、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック多く含み、礫含む。

18、灰黄褐（10YR4/2)粘性。少し還元気味。

19、黒褐（10YR3/l)木炭 ・焼土粒含まず。

20、にぷい黄褐（10YR5/4)ローム土壌化主体。
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1、明黄褐(10YR6/6) ローム小プロック・土壌化を主とする掘方埋土。

貼床層。 0 30 lm 
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第 6章 Q区調査の遺構と迫物
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1、黒褐 （10YR3/l)焼土粒含む。 1' は焼土粒微。

叩、 2、黒褐 (1OYR3/1)焼土粒含む。わずかローム小粒含む。

3、黒褐（10YR3/l)焼土粒含む。ローム粒少ない。別遺構の埋土か。

黒褐（10YR3/l)凝灰岩小プロック（焼土化）を

::1 炭粒少ない。上部床の一部。 4'は締りやや弱い。

5、黒褐 (10YR3/l)3層に近似。

6、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック少なく、締る。床。

ーI|1 7、黒褐（1OYR3/1）ロームプロック・漂白化多く、焼締る。

° 9、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック含まず。漸移状。軟らか。

。 10、黒褐（10YR3/l) ロームプロック含み、締る。叫13、明黄褐 (lOYR7/6) ロームプロック多く締る。風伶沐か。

...JlK  ¥比 14、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック多く、焼土粒わずか含む。
"¥ 

塁

四

叫：
JO 

B' 

召よ
l

△ 

1、黒褐 (10YR3/l)焼土多く含む。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土極めて少、ロームプロックなし。

3、明黄褐 (10YR6/8) ローム主体。

4、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック混じえる。焼土粒少ない。

5、灰黄褐 (10YR4/2) ローム漸移状。

6、黒褐 (10YR3/l) ローム粒少し含み、焼土・木炭粒入る。 6' は

木灰多い。

7、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒少なく、別遺構埋土か。

8、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭少なく、ローム粒少。

9、黒褐 (10YR3/1) 8層よりローム粒多い。

10、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒ほとんどなく、黒味あり。

11、にぷい黄褐（10YR4/3) ローム土壌化。天井材か。

12、未注記

第294図住居跡95追構図
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13、黒褐（10YR3/l) ローム粒なし。焼土・木炭粒少。

14、黒褐 (10YR3/1) ローム粒なし。焼土・木炭粒ないが、焼土大粒入

る。支脚抜取りか。

15、黒褐(lOYR3/1) ローム小粒・焼土粒わずか入る。

16、根。

゜
1 : 30 lm 
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第3篇 発掘された遺構と遺物
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第295図住居跡95遺物図

cm、方向は中軸でN13°Wを測る。施設として竃、掘方上面より深さ61cmの貯蔵穴、床下坑がある。時期は第

295図があり、 8世紀後半の土器類で住居機能も同期。

住居跡96 （第296• 297図、図版57• 176) 
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第 6章 Q区調査の追構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/1) ローム小プロックわずかに含む。

2、明黄褐 （10YR6/6) ロームプロックを主とする。締りあり。床状。

3、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック少なく、粘性。

4、明黄褐（10YR6/6) ロームプロックと土壌化を主とする。締る。床面。

5、明黄褐 （10YR6/6) ローム土壌化を主とする。少し軟らか。

6、未注記。

7、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック・焼土粒混じえる。

8、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック少ない。軟。

9、黒褐 (lOYRZ/1)木炭灰層。

10、黒褐(lOYRZ/1) ローム小プロック含む。木炭灰・粒少し含む。上

面締り床。

11、黒褐(lOYRZ/1) ローム小プロック含む。少し締る。カマド袖材。

12、黒褐（lOYRZ/1) ロームプロック少ない。粗。

13、黒褐 (lOYRZ/1) ロームプロックわずか含む。

14、明黄褐（10YR6/6)ローム小プロック多く、 土壌化を主とする。上面

締りあり。

15、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック大をわずか含み、上面締る。

16、黒褐（10YR3/l) ロームプロック含み、焼土粒含む。少し粗。

17、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック含み、焼土粒やや多く含む。上面

締り床。

18、黒褐（10YR3/l) ロームプロック多く、焼土粒少ない。

19、にぶい黄褐 （10YR5/4)ローム土壌化主体。

玉 74.5 

坑 l9l

ピ
1、黒褐 （10YR3/1) ローム小プロック含み、締りあり。

2、黒褐(lOYR3/l) ロームプロック少ない。木炭含む。

3、にぷい黄橙 （10YR6/4) ローム大プロック多く含む。土壌化傾向も

あり。

4、にぶい黄橙 （10YR6/4) 3よりロームプロックの土壌化傾向強い。

5、黄褐（10YR5/6)壁くずれ様にローム小プロック含む。
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1、褐灰（10YR6/l)灰を多く含み、木炭粒・焼土粒を混じえる。J:面

床面様に締る。

2、褐灰 （10YR6/l)~褐灰（10YR4/l)灰を多く含む。焼土粒入る。

3、黒褐 （10YR3/l)灰少なく、焼土・木炭粒含む。

4、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック ・焼土粒・木炭粒入る。締りあり。

貼床層か。

5、黄褐（10YR5/6) ローム大プロックと黒褐色土との混じり。

第296図住居跡96遺構図
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1、にぶい黄褐 (10YR5/4) ロームプ

ロック多く含む。少し締る。

2、黒褐 (10YR3/1) ロームプロック

わずか含み、木炭粒わずか入る。

'I笈 3、にぶい黄褐 (10YR5/4)漂白化ロ

，1 ームの士壌化を主とする。

¥I¥¥ 

＼＼く＇

A
、

1、黒褐 (10YR3/2)As -A入る耕作土層。 1' は下層。

2、黒褐 （10YR3/2)As -B入り、少し締る。道跡かもしれない。

I ► 
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口
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B 74.5 ． 

｀ 
3、黒褐（10YR3/2)A s -B入り、粗。

Zi.o_5 4、黒褐（10YR3/2) ローム小粒・焼土・木炭粒入る。粗。

5、褐 （10YR4/4) ローム小プロックとその土壌化を主とし、軟らか。

6、褐 （10YR4/4) ローム小プロックとその土壌化を主とし、締る。

7、褐灰（10YR4/1) ローム粒少なく、軟。 7'は少し締る。

※図左半は住居跡後の倒木のため土層乱れる。

|> 0 1 :60 2m 
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1、黒褐 (10YR3/l)焼土をわずか含む。ローム小プロック入る。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土粒を多く含み、ローム小プロyク入る。

3、黒褐 (10YR3/l)さらに焼土粒を多く含み、ローム小プロック入る。

4、緑灰 (5GS/1)灰（禾本科か）を主とし、焼土粒少し入る。さらに

灰に粗密あり。他土壌は黒褐(10YR3/l)。

第298図住居跡97遺構図
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5、黒褐 (10YR3/l)焼土 ・木炭入らず。ロームプロ ック多い。

6、黒褐(10YR3/l) 5にさらに漂白プロック入り、締る。床下。

7、黒褐 (10YR3/l)焼土粒含む。ロームプロック少ない。

8、にぷい黄褐（10YR5/4) ローム漸移的。焼土粒入らず。ロームプロ

ック入る。

9、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒多く含む。

10、にぷい黄褐（10YR5/l) ローム土壌化主体。

゜
1 : 30 lm 



口 埋2に 1十力W トレ埋に 1=2

第6章 Q区調査の遺構と遺物

位置はQ大区rsl75、調査面はローム層上面標高74.4

m。重複は南壁に後出の倒木がからみ、住居跡95と重

複するが不明。規模は南北240+acm、東西260cm。施設

に鼈、掘方上面より深10cmの貯蔵穴凝似、床下坑191が

ある。遺物は第298図の 8世紀中頃の土器群があり 、住

居機能時も同期。
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第299図住居跡97遺物図
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住居跡97 （第298• 299因、図版58• 176) 

位置はQ大区q175、調査面はローム層上面標高74.

5m。重複は後代ピットが重なる。施設は柱穴 7穴と壁

10cm体の存在を思わせる床面輪郭と掘方埋土との差の存在

がある。柱痕はトーン部で、調査時の測定で 8cm前後
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1、黒褐 (10YR3/1)ロームプロ ックわずか含み、 As - B 入る。全体

に締り、部分床が 74.5m付近から入る。1'やや締る。

2、にぷい黄褐 (10YR6/4) ロームプロック多く、貼床。締る。

3、黒褐 (10YR3/l)As  -B入り、粗。

4 、黒褐（10YR3/2)As  - B 入り、 さらにローム小プロック入る。柱穴

か。床状に締る。

1、にぷい黄褐 (10YR5/4) ローム土壌化主体。

゜
1 : 60 2m 

第300図住居跡98遺構図

を測る。規模は東西326cm、南北287cm、方向はNlT Wを測る。時期はAs-B混りの埋土で中世後半と推定さ

れ、関連遺物は皆無であった。

住居跡99• 113 （第301• 302図、図版59• 176) 

位置はQ大区s176にあり、調査面はローム層上面標高74.5m。重複は住居跡93、井戸跡32、ピ744 • 818 • 

819 • 822 • 749 • 826が切る。規模は南北418cm、東西345+acm、方向N55゚30'Wを測る。施設に鼈、床面から

11cmの深さの貯蔵穴凝似の凹部があり 、東半の掘方に別住居の可能性もある床下坑がある。住居跡99・113は、
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第 3篇発掘された遺構と遺物
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1、黒褐(lOYR3/l)焼土粒ほとんど含まず。ローム粒少し入る。

2、明黄褐（10YR6/6) ローム大プロック含み、黒褐プロック含む。 2'

は黒褐プロック少。

4、明黄褐（10YR6/6)焼土粒、同小プロック多く含み、ローム土壌化

を主とする。 4' はロームプロック少。

5、褐灰 (10YR5/l)木・禾本科灰の中間色を主とする灰色。

6、褐灰（10YR4/l) ローム大プロック・浅いローム土壌化プロック入

る。上面焼土化のため機能時の底面。

7、黒褐 (10YR3/1) ローム小粒・焼土粒入る。

8、4層に近いが、焼土粒・プロック量少ない。

I>、

9、明黄褐 （10YR6/6)焼土粒・プロック多く含み、縞状をなし、壁崩

落を思わせる。4層に近い。

11、明黄褐 (10YR6/8)巨大なロームプロックか地山。

12、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒入るが、焼土・木炭粒入らず。

13、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロックと土壌化を主とする。

゜
1 : 30 lm 

第301図 住居跡99• 113遺構図
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第6章 Q区調査の遺構と遺物
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第302図住居跡99• 113遺物図

調査当初、西壁鼈の例は当遺跡で未見のため各々別住居跡を考えていたが、床面掘上げの結果、床面と竃と

は連続しているため 1軒分と捉えた。竃は崩落天井土層注 8が存在していた。遺物は第302因のとおり 7世紀

前半の一群を伴ない、住居機能もその頃である。同図 7は滑石製で石鍋を思わせる曲率があり、方形に面取

され、あたかも温石状であるが当初は石鍋か、出土位置は埋土上層であるが、 As-B混りの土層中であった

かは明確でない。

住居跡100-1 （第303• 304図、図版59• 177) 

位置はQ大区q174にあり、調査面はローム層上面標高74.4m。重複は住居跡100-2が古く 、南壁付近にあ

る坑166• 167 • 168 • 176 • 169・182が後出してある。規模は東西340cm、南北358+acm、方向は中軸でN6°45'

Wを測る。施設として東壁に竃、調査面より深さ10cmの貯蔵穴がある。掘方の凹地は住居跡100-2の同100-1
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第 3篇 発掘された遺構と遺物
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1、黒褐 (10YR3/l)ローム小粒・焼土粒含む。

2、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック・焼土粒含まず。ピット埋土。

3、にぶい黄褐（10YR5/3) ローム小粒 ・小プロック・土壌化を主とす

る。

4、明黄褐（10YR6/6) ローム漸移状。焼土粒など含まず。 4' は軟ら

か。

A
、

．
 

．
 v̀ 

5、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒・焼土粒わずか含む。締る。床層。

6、黒褐 (10YR3/l) ローム粒・焼土粒含まず。粗。

7、黒褐(10YR3/1) 3に似るが、ロームの入り方少ない。

10、黒褐 (10YR3/l) ローム粒入り、少し締る。

11、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒含む。軟らか。

12、黒褐（10YR3/l) ローム小プロック含む。

13、黒褐(10YR3/l) ローム粒わずかに含む。

14、黄灰 (2.5Y6/l)灰色粘士。

15、にぷい黄褐 (10YR5/4) ロームプロック多く含む。

16、未注記。
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74.5 
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゜

1 : 30 lm 

1、黒褐 (10YR3/1)焼土の大粒含み、小粒多く、 わずか木炭粒入る。

さらにローム小粒入る。

2、黒褐 (10YR3/1)l層より木炭粒多い。

3、黒褐 (10YR3/1)多最の焼土と一部焼土化あり。

4、黒褐（10YR3/l)木炭粒は1層より多く、焼土粒やや少ない。

5、黒褐（10YR3/l)木炭粒やや多く、焼土粒少ない。

6、黒褐 (10YR3/l)木炭粒・焼土粒含み、灰を少し含む。

7、黒褐 (10YR3/1)少し大粒の焼土粒と焼土粒を少し混じえ、木炭粒

の大粒含む。

第303図住居跡100- 1 • 2遺構図
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第304図住居跡100遺物図

のどち らに伴なうか明確でない。遺物は第304図があり、住居跡100-1に関連しそうな個体は第304閲6• 9 • 

10があり、埋土出土個体であることも併せると推奨はできないながらも9世紀後半頃の住居機能時が考えら

れる。

住居跡100-2 （第303• 304図、図版59• 177) 

重複は住居跡100-1に先行する。掘方に近い状態で上面を住居跡100-1に削られ、規模は明確でない。施

設として地山焼土化の鼈痕跡、掘方上面より深さ27cmの貯蔵穴がある。遺物は第304図中6・9・10を除く個体

か住居跡100-2に関連し、 9世紀中頃の個体を中心とし、住居機能もその頃。
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1、黒褐 (10YR3/l)ローム粒ほとんどなく、軽石入る。1' は1より粗。

2、黒褐 (10YR3/l)ローム小プロソクわずか入り、締る。2' はローム

プロック最多い。締る。ともに上面が床。

3、明黄褐(10YR6/6)ロームプロック主。掘方埋土。

4、黒褐 (10YR3/l)ローム土壌化多く含み、軟らか。

2m 5、黒褐（10YR3/l)ローム入らず、黒味あり。

B-

74.5 • 

I ► 

／へ旦

l マ

|>̀  

7、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒わずか含む。

8、黒褐 (10YR3/l)焼土多く含み、木炭粒少ない。

9、黒褐（10YR3/l) ロームプロ ックわずか含む。

10、黒褐 (10YR3/l) ロームプロックわずか含む。少し還元気味の床。

1、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒含む。 古墳時代前期住居か。

2、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒含む。 1層より多い。 11、にぶい黄褐 (10YR4/3)ローム小プロック多く混じえ、ローム土壌化。

3、黒褐（10YR3/l)焼土・木炭粒わずか含む。さらにローム小プロッ 貼床～掘方埋土。

ク含む。
12、にぷい黄褐 （10YR5/4)ローム土壌化主体。

4、黒褐 (10YR3/l)焼土 ・木炭粒ほとんど含まず。

5、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒ほとんど含まず。少し軟。

第305図住居跡l01-1遺構図

住居跡101-1（第305• 307図、図版60• 177) 

位置はQ大区q174にあり、調査面はローム層上面標高74.4m。重複は住居跡100-2・倒木が古く、南接の

゜
1 : 30 lm 

住居跡103に先行する。規模は南北252cm、東西200cm、方向は中軸でNl2゚15'Wを測る。施設に窟、貯蔵穴が

あり、床下坑は住居跡ー1・2のどちらか不明。遺物は第307図1・2か同100-1に伴ない、製作時期は10世紀前
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第306図住居跡101-2遺構図
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1、黒褐（10YR3/l) ローム粒ほとんどなく、軽石入る。 1' は1より

粗。

2、黒褐 (10YR3/1) ローム小プロックわずか入り、締る。 2' はロー

ムプロック最多い。締る。ともに上面が床。

3、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック主。掘方埋土。

4、黒褐（10YR3/l) ローム土壌化多く含み、軟らか。

5、黒褐 (10YR3/l) ローム入らず、黒味あり。

灰釉

こ三亨二

3 --=, 
上12に 1十埋 28にl+Nトレにl+C埋に 1=4

。
1 : 3 10cm 

¥__--l＿口言／1

ヽ
第307図住居跡101遺物図

半の個体で住居機能も同期。

住居跡101-2 （第306• 307図、図版59• 177) 

位置は住居跡101-1の西方に重複して存在。同100-2に先行。規模は南北で323cm、東西245、方向は中軸

でN4°45'を測る。施設に竃は同100-1に削られ、掘方上面から深さ12cmの貯蔵穴がある。掘方には、どちら

の住居跡に伴なう不明確な床下坑が竃位置前にある。遺物は第307図3がNトレンチ、 C埋土出土のため関連

しそうに思えるが、同図 3の皿は、釉掛が口縁部周辺のみ浸掛であるため 9世紀代まで遡りそうにもない。
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1、黒褐 (10YR3/1)ともに床下土坑で、ロームプロック大形とローム粒

を含み、少し締る。 ゜
1. 60 2m 
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＼＼三工プ 1、黒褐 (10YR3/1)焼土粒・木炭粒含む。 ゜
1. 30 lm 

坑 206 坑 207

、--、、------

第308図住居跡102遺構図
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第309図住居跡102遺物図
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第310図住居跡103迫構図

住居跡102 （第308• 309図、因版60• 177) 

位置は、Q大区rsl73・l 74に、調査面はローム層上面

標高74.35mである。重複は住居跡ll0・107に先行する。

北壁は別遺構が重複しているようでもあったが明確に

することはできなかった。ピ790とも明確ではない。規

―-

1、黒褐（10YR3/1) ローム粒ほとんどなく、軽石入る。

1' は1より粗。

2、黒褐（10YR3/1)ローム小プロックわずか入り、締る。

3、明黄褐 (10YR6/6) ロームプロック主。掘方埋土。

叫
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ー 10cm 

模は、南北315cm、東西235cm、方向は西壁を基にN2°W 第311図住居跡103遺物図

を測る。施設として竃と南東隅に立上より深さ17cmの貯蔵穴がある。掘方には床下坑の坑206• 207がある。

遺物は第309図のとおり 10世紀後半の同図 3が掘方埋中から出土し、併せて同形の同図1・2も同期のため、住

居機能もその頃と考えられる。
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A-A'・ B,-B • cc.._c 
10、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒入り、少し還元気味。ローム上面と

併せ別住居床面。

12、明黄褐（10YR6/6) ローム粒と土壌化。

15、黒褐 (10YR3/l)木炭 ・焼土粒含む。軟。

16、黒褐 (10YR3/l)床面。還元気味。

17、黒褐 (10YR3/l)木炭 ・焼土粒見えず。ローム小粒入る。

18、黒褐 (10YR3/l) ローム小粒多く含み、上面床面。

19、黒褐 (10YR3/l)木炭・焼土粒少し入り、ローム粒入る。 19' はロ

ーム粒少。

20、黒褐 (10YR3/l)黒味強く、軟。

21、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多く含み、少し締る。床層。

22、黒褐（10YR3/1) ロームプロック多く含み、焼土粒入る。

23、にぶい黄褐（10YR5/6) ロームプロック入らず、漸移状。

24、黒褐(lOYR3/l)ロームプロック少し含む。24' はロームプロック少。

25、黒褐 (10YR3/l)焼土・木炭粒入り、少し還元気味の床。

26、黒褐 (10YR3/1)25層中にロームパンドの床層入る。

27、黒褐 (10YR3/l)黒味の強い床層。

28、明黄褐（10YR7/6) ロームプロック多く含む。風倒木による浮き上り

か。

29、黒褐(10YR3/l)床として少し甘いが、 26層に近似。

30、黒褐（10YR3/l)木炭・焼士粒含み、ローム粒少し入る。床として

は甘い。 30' は床でない個所。

31、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多く含む。軟。

32、黒褐（10YR3/l)黒味あり。ロームプロック少ない。

33、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多く含む床層。

34、黒褐 (10YR3/l)ロームプロック少ない床層。

35、黒褐 (10YR3/l) ロームプロック多い床層。

36、にぶい黄褐 (10YR5/6) ローム大プロック含む。

37、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロック多い。

38、黒褐（10YR3/1)As -B含むピット埋。軟。

39、黒褐（10YR3/l) ローム小粒含み、焼土粒わずか入る。

40、黒プロック。

第312図住居跡104遺構図

住居跡103 （第310• 311図、図版60• 177) 

位置はQ大区qrl73・174にある。調査面はローム層上面標高74.4mである。重複は、住居跡111を切り、住
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l、黒褐 (10YR3/l) ローム粒ほとんどなく、軽石入る。

2、黒褐 (10YR3/l) ローム小プロックわずか入り、締る。 2' はロー

ムプロック呈多い。ともに上面が床。

3、明黄褐（10YR6/6) ロームプロック主。掘方埋土。3' は少し黒い。

4、黒褐 (10YR3/l) ローム土壌化多く含み、軟らか。

..L.~／ー5

〇 60 2m 

ピ931

1、黒褐 (10YR3/l) ローム粒r/)5~10mm含む。やや固め。

2、黒 {lOYRZ/1) ローム粒以外の不純物混入。やや固め。粘性あり。

3、黒褐(lOYR3/l) ローム粒80％含む。 3' はロームプロックと黒褐

(10YR3/l)のプレンド。

4、黒褐 (10YR3/1) ローム粒rj)5 mm・ロームプロックが0mm全体に散

在。密。粘性あり。

第313図住居跡104遺構図

居跡101-1・2、ピ784に切られる。規模は西壁側の南北467cm、東西368cm、方向は中軸でNl0°45'を測る。施

設として鼈もしくは痕跡は無く、貯蔵穴についても不明瞭であった。しかし床下坑が存在するのと床面には

ある程度、締まる所見があり、住居としての機能はあったらしい。遺物中注記に竃の力とあるのは、住居跡

100-1の鼈のことのようで取り上げ注記誤まりの可能性があり、同住居の遺物と時期上共通性がある。その

ため第311図中では 1のみ関連性が持たれる。同図 lは9世紀前半の土師器甕である。同図 3は甕片で素文の

当目あり。
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